
Ⅰ．景気の現状に対する判断理由等

　１．北海道（地域別調査機関：（株）北海道二十一世紀総合研究所）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

一般小売店［土
産］（経営者）

来客数の動き ・東日本大震災直後の３月と比べると、約70％と相当
数の客が戻ってきている。

美容室（経営
者）

お客様の様子 ・東日本大震災後、極端に落ち込んでいた売上が今月
になって前年並みの売上に回復してきた。購買意識の
高まりを感じる。

やや良く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・客単価は依然低いものの、東日本大震災直後から少
しずつではあるが客足が戻りつつある。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・東日本大震災の影響による買い控えの傾向はやや落
ち着きを見せ、消費も回復傾向にある。ただし、観光
需要の回復にはまだ時間がかかる。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・東日本大震災から３か月が経過して、消費マインド
が落ち着いてきており、季節商材に対する動きは少し
ずつ上向いてきている。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・バーゲンの前倒しがみられるなか、気温の上昇とと
もに客の購買意欲が増してきている。バーゲンを前倒
ししている店では実際に売上も上がってきている。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・３か月前と比べると、観光バスの台数が若干増えて
きている。

百貨店（販売促
進担当）

来客数の動き ・東日本大震災の影響が大きかった３～４月の景況と
比べれば、来店客の動きや購買意欲は格段に高まって
いる。

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・前年と比べて気温が若干低めに推移しているため、
衣料品等の動きは厳しい状況にある。その分、食料品
と家庭用品が堅調に推移しており、店全体としてはほ
ぼ前年並みという状況にある。東日本大震災の影響も
３か月が経過したことで、少し落ち着いてきており、
客も必要な物はしっかりと購入するようになってい
る。ただし、実需品主体の動きはあまり変わらない。

衣料品専門店
（店員）

単価の動き ・３か月前は東日本大震災の影響で消費意欲が低かっ
たが、６月は全体の景気も回復しているなか、高額商
品を購入する客も多くなってきた。また、観光客も国
内にとどまらず、海外からも来るようになってきてい
る。

家電量販店（経
営者）

販売量の動き ・地上デジタル放送への移行を直前に控えて、テレビ
やチューナー、アンテナ工事の受注が増加している。
さらに、火災報知機の義務化により報知機の販売も大
幅に増加している。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・中古車相場の上昇にともない、乗換えの時期と判断
する客が増えてきた。ただし、需要は軽自動車と小型
車がほとんどである。

乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・メーカーからの車の供給が回復してくるに連れて売
上が回復基調になってきている。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・気候がやや良くなったため、売上が増加している。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・６月の取扱額は、国内旅行が前年比99.9％、海外旅
行が前年比131.8％となっている。国内旅行が若干前
年を下回っているものの、海外挙式プランが好調で、
全体の状況はやや良くなっている。

通信会社（企画
担当）

販売量の動き ・東日本大震災により遠方の客とのつながりが一時的
に弱まっていたが、再び交流が活発化しつつある。

観光名所（従業
員）

来客数の動き ・３か月前は利用客が前年比で７割減だったが、現在
は３割減程度まで回復してきている。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・東日本大震災後、遠のいていた客がだいぶ戻ってき
ている。震災の影響でマンションの供給量が減ってき
ているため、需給関係はかなり改善されている。こう
したなかで、販売量もやや増加している。

変わらない 商店街（代表
者）

お客様の様子 ・客の様子は以前と変わらず、現状のままで推移して
いる。

　景気の現状に対する判断の理由及びそれに対する追加説明等について、その主だったもの
及び特徴的と考えられるものを取りまとめると以下のとおりであった。

家計
動向
関連
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商店街（代表
者）

来客数の動き ・３か月前と比較すると、修学旅行及び外国人観光客
などによる航空会社を含めた交通機関等の利用者数は
増加しているが、購入品目は土産品等に限定されてお
り、一般的な買物客は減少している。特に、気温の上
昇があまり進まないため、夏物衣料品を取り扱う店舗
は売上が伸びていない。

一般小売店
［酒］（経営
者）

販売量の動き ・前月と比べると、売上も回復基調にあり、少しは明
るい兆しが見えている。１件当たりの買上点数も以前
と比べてそん色がなくなってきている。

百貨店（売場主
任）

来客数の動き ・６月の売上は25日現在、前年比97.7％となってお
り、ここ３か月のトレンドである前年比95％を上回っ
ているものの、買上客数は前年比94％前後と回復して
いない。

百貨店（役員） 来客数の動き ・東日本大震災後、消費マインドの低下が心配された
が、予想以上に消費動向は落ちていない。ただし、良
いというほどではない。

スーパー（企画
担当）

販売量の動き ・本州では景気がやや上向きのようだが、震災特需も
終わり、これといった明るい材料がない。

スーパー（役
員）

お客様の様子 ・東日本大震災の影響による商品の欠品等もかなり回
復しており、通常の消費動向に戻っている。

コンビニ（エリ
ア担当）

単価の動き ・引き続きたばこの販売量の回復が売上をけん引して
いるが、それ以外の商品の回復は遅い。客単価も前年
並みまで回復しない状況が続いている。

家電量販店（店
員）

販売量の動き ・小型液晶テレビが駆け込み需要でよく売れている。
エアコンの売行きも好調である。

家電量販店（地
区統括部長）

販売量の動き ・７月24日のアナログ停波に向けて、テレビの駆け込
み需要が多くなってきている。

自動車備品販売
店（店長）

来客数の動き ・積極的な販促活動でなんとか踏ん張っているが、来
客数、販売量ともに苦戦している店舗も多いとみられ
る。

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（経営
者）

販売量の動き ・自動車用燃料の販売量の減少が継続している。

高級レストラン
（スタッフ）

お客様の様子 ・今月はやや悪いが、業界全体では自粛不況が落ち着
き、低価格店の一部には客足が戻りつつある。一方
で、高級店には最低限の客だけで、商売としては厳し
い現実がある。

高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・極端に平日の来客数が減少している。週末や休日前
は予約での来客があるが、平日のフリー客が特に少な
い。

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・海外客は幾分回復の兆しが見えるものの、依然とし
て本州方面からの日本人客の予約が低調である。

設計事務所（所
長）

お客様の様子 ・仕事の話はあるものの、なかなか契約までは進まな
い。

やや悪く
なっている

百貨店（売場主
任）

来客数の動き ・催事場での物産催事を３週連続行ったが、東日本大
震災の影響もあるのか、客の入込が厳しいなか、買上
客も少ない状況であり、前年比90％台前半の売上と
なっている。衣料品については、猛暑だった前年とは
違い、羽織物に動きが多少あったものの、半袖物の動
きがみられない状況である。

百貨店（販売促
進担当）

単価の動き ・以前は売上総額が前年を超えるまでには至らなくて
も、来客数の減少が続くなかで、客単価上昇の傾向が
続いていたが、今月は来客数の減少に歯止めがかから
ないなかで、客単価も低下に転じてしまった。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・水着、浴衣等の盛夏商材が不振である。気温が前年
ほど高くないことに加えて、東日本大震災の影響によ
る水離れ、祭などへの参加自粛により、販売量が伸び
ていない。また、食品も野菜の相場安から不振であ
る。

スーパー（役
員）

来客数の動き ・既存店における客単価は前年比100.8％とこの数か
月大きな変化はないが、来客数が前年から２％前後減
少していることで、販売量が落ち込んでいる。東日本
大震災後の影響で買い控えや来店回数の減少が続いて
いるとみられる。

コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・東日本大震災以降、温泉地や観光地の来客数が減少
しており、週末の売上減少が続いている。また、夜間
のアルコールの売上も減少しており、消費マインドは
低下している。
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その他専門店
［医薬品］（経
営者）

来客数の動き ・医薬品等の必需品の購入は最低限保たれると思われ
がちだが、実際は買い渋りが多くみられる。調剤にお
いても間引き服用が起きている。

高級レストラン
（経営者）

来客数の動き ・観光客の入込が悪い。高速道路無料化社会実験が廃
止になったことと東日本大震災の影響が原因とみられ
る。

観光型ホテル
（スタッフ）

お客様の様子 ・近隣アジアからの観光目的の宿泊客が前年比で９割
減となっている。一方、国内のビジネス・観光目的の
宿泊客は前年並みまで回復したが、客単価は約２割の
減少となっている。

タクシー運転手 来客数の動き ・３月の東日本大震災以来、人の動きが少なくなって
おり、観光客も一向に回復していない。

タクシー運転手 販売量の動き ・３か月前との比較であれば、約４％の売上増となっ
ているが、前年には約７％の売上増があり、前年実績
との比較では約10％の落ち込みとなっている。東日本
大震災の影響がまだ大きく、身の回りの景気が回復し
ているとは思えない状況にある。

タクシー運転手 来客数の動き ・福島原子力発電所の事故の影響で、西日本からの客
と海外からの観光客が減少している。

観光名所（職
員）

来客数の動き ・東日本大震災及び福島原子力発電所の事故問題以
降、東南アジアからの来場者が激減している。ただ
し、５月に入り、台湾、香港の来場者が若干訪れるよ
うになっている。また、東北方面に出かける修学旅行
が減少し、道内に来る修学旅行が増加している。

住宅販売会社
（経営者）

お客様の様子 ・東日本大震災の影響で足元の景気は非常に悪くなっ
ている。

悪く
なっている

スーパー（店
長）

販売量の動き ・自社新店も含めこの３か月間に競合店が４店舗増え
ており、それにともなう価格競争のため、客単価が下
がっており、売上も利益も減少している。

高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・今月の売上は前年比80％を下回り、東日本大震災以
降で最も厳しい月となった。高速道路無料化社会実験
の廃止、福島原子力発電所の放射能問題等から観光客
の落ち込みはひどく、７月以降の対策に腐心してい
る。

通信会社（社
員）

お客様の様子 ・客の購買意欲が慎重になっており、この先どうなる
か全く見えないから今はいらないという言葉を毎日の
ように聞いている。閉店する店も出てきている。

その他サービス
の動向を把握で
きる者［フェ
リー］（従業
員）

来客数の動き ・東日本大震災の影響から、前月に引き続き観光客が
減少している。特に観光最盛期が近づいていることか
ら、その輸送量の減少は当社を始め地域経済に深刻な
影響を与えている。

良く
なっている

その他サービス
業［建設機械レ
ンタル］（総務
担当）

受注量や販売量
の動き

・前年比でみると売上は伸張している。

やや良く
なっている

家具製造業（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災後の混乱が少し落ち着いてきた。滞っ
ていた請負物件が動き始めた。

建設業（従業
員）

競争相手の様子 ・医療施設や高齢者福祉施設の工事の見積発注が相次
いでいるが、一部に東日本大震災や福島原子力発電所
の事故問題の影響もあって、建設会社によっては職員
配置に困難が生ずることから、受注を断念する事態も
生じ始めている。

通信業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災直後の３か月前と比較した場合、受注
量や問い合わせの件数が多少回復傾向にある。

金融業（企画担
当）

それ以外 ・東日本大震災直後からみれば、景気は低水準ながら
良くなっている。自粛ムードも薄れ、観光関連もわず
かに持ち直してきた。建設業などでは、復旧工事で需
要増の企業もみられる。一方、原材料価格は更に上昇
していることで収益確保に悩む企業が多い。

その他サービス
業［建設機械
リース］（支店
長）

取引先の様子 ・農家が繁忙期に入り活気が出てきた。

変わらない 食料品製造業
（役員）

受注量や販売量
の動き

・確保している原料に限りがあるため、積極的に受注
に出ることができない状況にある。

金属製品製造業
（経営者）

受注価格や販売
価格の動き

・加工単価が下がっている一方で、材料代が上がって
いるため、なかなか景気が良くなってこない。

金属製品製造業
（役員）

受注量や販売量
の動き

・販売量などをみてもあまり動きに変化がみられな
い。

企業
動向
関連
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輸送業（営業担
当）

取引先の様子 ・本州地区が暑くなってきたことで、飲料品は出荷が
順調になりつつある。牛乳の本州への輸送も前年より
早く増量輸送となっている。ただし、前年の農産物不
作により在庫が少ないため、輸送量は激減している。

司法書士 受注価格や販売
価格の動き

・住宅関連企業では例年になく受注量が低下してい
る。そのため、土地取引関係も思うように伸びない状
況にある。

司法書士 取引先の様子 ・政治の混迷、災害復旧の遅れ、景気回復のための諸
策の不足等で大型消費に期待できない状況に変化はな
い。消費税増税の動きもあり、消費拡大、経済向上の
動きが不足している。

やや悪く
なっている

食料品製造業
（団体役員）

それ以外 ・東日本大震災後にみられた生鮮食品や珍味の受注量
の増加も平常に戻った感がある。一方で、福島原子力
発電所の事故解決の不透明さと原料や資材の高騰の影
響もあり、受注量は以前よりも減少している。また、
電力需要のひっ迫や高速道路無料化社会実験の廃止、
観光産業の回復遅れと地域経済が落ち込んでいること
もマイナス要因となっている。

輸送業（支店
長）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災の影響により、代替港として貨物の取
扱量が増加傾向にあったが、時間の経過と共に落ち着
きがみられるようになってきた。

その他サービス
業［ソフトウェ
ア開発］（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・仕事量が減っている会社が周りで増えてきている。

その他非製造業
［鋼材卸売］
（役員）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災の影響で北海道全体での仕事量が一時
的に減っている。

悪く
なっている

司法書士 取引先の様子 ・土地売買、建物の新築の件数が相変わらず少ない。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・３月に発生した東日本大震災直後は、流通業界にお
いてキャンペーン、販売促進イベントが皆無となり、
パートを含めて求人が激減したが、３か月がたって、
ようやく前年の２割減まで持ち直してきている。

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・求人数は前年比107％と東日本大震災前の状況に戻
りつつある。激減していた観光客も少しずつ戻ってき
ており、これにともなって宿泊業関連の求人が増えて
きている。道外の業務請負系の求人も、復興需要と思
われる増加がみられる。道内の業務請負、紹介・派遣
の求人も活発になってきている。

変わらない 求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・本州方面への製造業の派遣、紹介を含む求人が若干
増加傾向となってきているが、いまだ安定的ではな
い。

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・今月も募集広告の売上が前年を上回った。売上の大
きい派遣業種は15％ほど数字を落としたものの、介護
関連を中心とした医療、農作物運搬の運輸、運送業種
が前年を大きく上回り、派遣業種の減少を補い、更に
上乗せしている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人倍率に変化がみられない。

職業安定所（職
員）

雇用形態の様子 ・４月の新規求人数は前年を6.9％上回った。新規求
職者数は前年を1.7％下回った。月間有効求人倍率は
0.48倍となり前年の0.38倍を0.10ポイント上回った
が、新規求人数のうち、正社員求人の占める割合が
44.4％となっている。求人者と求職者との間における
職種や労働条件のミスマッチも少なくないことから、
依然として厳しい状況にある。

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・新規求職は8.3％増加し、16か月連続で前年を上
回った。また、月間有効求職者数は2.3％増加し、２
か月連続で前年を上回った。

職業安定所（職
員）

それ以外 ・管内の求人倍率は0.38倍と前年を0.07ポイント上
回ったが、前月を0.04ポイント下回るなど、水準の低
い状況が継続している。

雇用
関連
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学校［大学］
（就職担当）

周辺企業の様子 ・３月の東日本大震災から時間がたち、新卒採用を初
めとした就職環境の回復を期待しているところではあ
るが、社会全体の節約、節電等の方向が維持されてい
るなか、企業との対応においても採用等の動きが停滞
している。一部の企業からは2013年卒業生の採用動向
も今年度並み、もしくは減少の方向にあることを伝え
られている。

やや悪く
なっている

○ ○ ○

悪く
なっている

－ － －

　２．東北（地域別調査機関：（財）東北活性化研究センター）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・人通りは明らかに増えている。飲食、物販、ファッ
ション、食品、家庭雑貨等において、大きな消費から
身の回りの着実な消費へと転換している様子が見られ
る。高級店よりも一般店の方がより追い風を受けてい
る。

コンビニ（経営
者）

単価の動き ・売上が前年比110％以上で推移している。たばこ増
税によるところも大きいが、１人当たりの買上点数も
アップしている。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・東日本大震災の発生時に比べ、店舗の品ぞろえはも
ちろん周辺環境も平時に戻っている。一部店舗では復
興需要も見られ、全体としても良くなっている。

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・東日本大震災以降、礼服やクールビズの需要に加
え、服をしっかりそろえようという人が多くなってお
り、来客数、売上共に増加が続いている。

衣料品専門店
（店長）

お客様の様子 ・東日本大震災の直後に比べ、購買意欲も少しずつ
戻ってきている。

住関連専門店
（経営者）

販売量の動き ・単純に比較はできないが、休業状態であった３か月
前と比べると良くなっている。

その他専門店
［食品］（経営
者）

来客数の動き ・東日本大震災の直後と比べれば確実に良くなってい
るが、震災前とは雲泥の差であり、前年比でもまだ回
復したとはいえない。

美容室（経営
者）

それ以外 ・東日本大震災の前後で単価は３、４割下がっている
が、震災直後との比較では、たいがいのことが良く
なっている。

やや良く
なっている

商店街（代表
者）

販売量の動き ・生活関連基礎資材に動きが見られ、関連する店は前
年を上回っているところもある。また、飲食店でも価
格帯の低い店は活況を呈している。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・東日本大震災後、風評被害や消費者の消費意欲の減
退が続いていたが、少しずつ改善し始めている。

一般小売店
［酒］（経営
者）

販売量の動き ・現在、たばこの銘柄及び出荷数量が限定されている
ため、コンビニから客が流れてきている。

一般小売店［医
薬品］（経営
者）

お客様の様子 ・当地には震災復旧の関係で県外の人が多く集まって
おり、土日になると繁華街に食事に来るため、人の流
れは良くなっている。

一般小売店［寝
具］（経営者）

販売量の動き ・インテリア関係の受注が多くなっている。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・東日本大震災による特需が続いている。また、仕掛
けに対する反応が大きく、前年比でも大きく伸ばして
いる。

百貨店（企画担
当）

来客数の動き ・先週から始まっている中元商戦は、直前に梅雨入り
したことから売上が心配されたが杞憂ですみそうな状
況である。先月に引き続き今月は中心街の人出も多
く、当店の来客数も２けたの伸びである。また、海外
ブランドの高額品が堅調に推移している。したがっ
て、今月の売上は先月に続き前年を上回っている。

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・震災特需が相変わらず継続している。中元ギフトセ
ンターが開設されたが、通常の用途に加え、震災のお
見舞い返しも多い。売場ではリビング用品が好調であ
る。

百貨店（買付担
当）

販売量の動き ・業界としては景気が上向きといえる状態ではない
が、当社に限っていえば、東日本大震災後、売上高、
来客数共に前年比２けたの伸びを示している。

家計
動向
関連
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百貨店（売場担
当）

お客様の様子 ・東日本大震災後の３、４月は客の動きも鈍く、自粛
ムードも感じられたが、５月になると今まで自粛、我
慢していた状況から一転し、セールの動員を含め来客
数は増加している。５、６月開催の催事はすべて前年
比、予算共にクリアーしている。ただし、定価商品は
好調とはいえない。好調なのは客の関心が高いセール
のみである。

スーパー（経営
者）

販売量の動き ・来客数、売上点数、販売額共に右肩上がりになって
いる。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・東日本大震災後、競合店やショッピングセンターの
復旧が遅れており、来客数及び売上が増加傾向にあ
る。

コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・たばこの売上増加の影響で単価は前年比111％と依
然として高い水準が続いている。通常の生活に戻りつ
つあり、衝動買いなども増えているようで、買上点数
は同106％、売上も同114％と好調である。

コンビニ（エリ
ア担当）

お客様の様子 ・弁当や総菜類の販売量が前年を上回るほどの回復を
見せており、コンビニへの顧客回帰の傾向がうかがえ
る。

衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・例年に比べサマーセールが前倒しで行われているた
め、来客数の増加に伴い、販売量も増加している。

衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・３か月前と比べて良くなっていることは確かである
が、この時期にしては注文が少なすぎるため、持ちこ
たえるだけで精一杯である。

衣料品専門店
（総務担当）

販売量の動き ・低価格帯の商品が中心だが、買上点数が増えてきて
いる。

家電量販店（店
長）

来客数の動き ・地デジ化完全移行前の需要により、テレビコーナー
への来客が増えている。

家電量販店（店
長）

販売量の動き ・景気がやや活発化してきており、客の買上点数も増
加している。

乗用車販売店
（経営者）

お客様の様子 ・東日本大震災の影響による買換え客は減少してきた
が、保有車の車検や老朽化による一般の買換え客が増
えてきている。自粛ムードも徐々に解消されてきたよ
うで、総じて良い傾向である。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・東日本大震災の影響がなくなりつつあり、販売量が
伸びてきている。

住関連専門店
（経営者）

来客数の動き ・東日本大震災の直後に比べればやや良くなってはい
るが、例年のような動きにはなっていない。

その他専門店
［酒］（経営
者）

お客様の様子 ・東日本大震災直後と比べると、人の流れもあり落ち
着きを取り戻しつつある。飲食店街も多少にぎわいが
戻りつつあり、ビヤガーデン等も自粛することなく予
定通りオープンしている。また、隣県と近いため特に
週末は隣県から訪れる人が多くなっており、日中は家
族連れも多くみられる。

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（営業担
当）

販売量の動き ・東日本大震災の発生時からは回復しているが、販売
量は前年を割っている。販売不振により価格競争が激
化しており、充分な利益確保ができない状況が続いて
いる。

高級レストラン
（経営者）

単価の動き ・大分上向いてはきているものの、あまり良くなかっ
た前年にもまだまだ追い付いていない状況である。

一般レストラン
（経営者）

販売量の動き ・売上も少しずつ良くなってきている。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・客は少しずつ戻りつつあるが、日によってかなりむ
らがある。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・復興特需があり、前年よりもやや良くなっている。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・来客数の低迷が３か月ほど続いていたが、客足の良
い日が出始めている。

一般レストラン
（支配人）

来客数の動き ・来客数は東日本大震災後から徐々に上向いているも
のの、前年比80％である。

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・３か月前は一般客が皆無であったため、比較はでき
ない。料金面は考えず入込数だけをみれば、一般客は
前年比７割程度まで回復しつつある。

観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・東日本大震災の沿岸部被災者の２次避難受け入れに
より、最低限の売上は確保できている。また、一般客
についても、観光というよりは心身を休めに来るとい
う需要が予想以上に発生している。

観光型旅館（ス
タッフ）

販売量の動き ・東日本大震災により激減した販売量は元に戻りつつ
あるが、単価が低下しており、収益の回復には至って
いない。
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都市型ホテル
（スタッフ）

お客様の様子 ・東日本大震災の復興支援の動きが広がり、宿泊、会
合とも需要が増加している。ただし、婚礼の需要は回
復せず、全体としての売上は依然として厳しい状況で
ある。

旅行代理店（従
業員）

来客数の動き ・回復基調にある。

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・災害支援措置が６月末まで適用されるため、駆け込
み需要で携帯電話の販売台数が大幅に増加している。

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・東日本大震災の影響で例年であれば、新規の客が最
も多い４月は今回最悪の状況であったが、その後は、
平年ほどではないが、新規の客も徐々に増えている。
震災から時間が経ち、趣味や遊興への支出に対する抵
抗感もやや薄れてきている。

観光名所（職
員）

来客数の動き ・来客数において、４月は前年比２割、５月は３割、
６月は４割と、若干ではあるが回復の傾向が見られ
る。

設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・被災した住宅の建て替えや増改築の仕事が入り忙し
くなっている。

変わらない 商店街（代表
者）

お客様の様子 ・東日本大震災以来、来店する客の層が変わってきて
いる。

一般小売店［雑
貨］（経営者）

来客数の動き ・復旧復興需要により景気はまずまずで、３か月前と
そう変わらない業況となっている。

一般小売店［医
薬品］（経営
者）

来客数の動き ・来客数にはあまり変化が見られない。客はいくら価
格が安くても必要のないものは購入しない。

百貨店（販促担
当）

来客数の動き ・東日本大震災後の生活スタイルの変化に対応した商
品や暮らしに密着した商品等の打ち出しに対する反応
が非常に良くなっており、売上を押し上げる状況が続
いている。また、今月からスタートした中元ギフトも
堅調に推移している。

スーパー（店
長）

競争相手の様子 ・競争相手においても、チラシの目玉商品の価格を継
続的に安くして販促をしており、厳しい状況がうかが
える。

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・自粛傾向は少しずつ落ち着いてきている。また、震
災特需も終わり、完全に戻っている。

スーパー（総務
担当）

単価の動き ・平均単価はここ３か月ほとんど変わらない。来客
数、買上点数共に前年比でみると推移に変化はなく、
東日本大震災前の数値と同じような状況に戻りつつあ
る。避難された方が多い地域の店では食品関係の客数
が若干増えているが、それ以外は前年並み。節約疲れ
からか、やや高額で良い商品も動き出したが、全体的
には横ばいが続いている。

スーパー（営業
担当）

販売量の動き ・客が無駄な買物を一切しないため、買上点数、客単
価共に前年を下回っている。

コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・来客数は増加しているが、販売量は伸び悩んでお
り、厳しい状況が続いている。

コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・復興需要とともに、即時に飲食できるコンビニ商品
のニーズが高まっている。

コンビニ（エリ
ア担当）

それ以外 ・県内の店舗における売上は、平均で前年比約10％強
の増加となっている。ただし、東日本大震災後いまだ
再開できない個人商店等の店舗や地域があり、コンビ
ニに客が集中していることに加え、復興で人が流入し
てきているための特需であり、景気が良くなったわけ
ではない。

コンビニ（エリ
ア担当）

お客様の様子 ・東日本大震災以降、傾向は変わっていない。東北地
方は全国と比較して高い伸びを示しており、特に沿岸
地区は最大で前年比２倍の伸びとなっている。

衣料品専門店
（店長）

単価の動き ・スーパークールビズにより、スラックスとワイシャ
ツは例年より売れているが、夏物スーツの売行きが非
常に悪いため、単価は大幅に減少している。

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・車両や部品の供給が徐々に回復し、宣伝広告も再開
されたが、新車受注やサービス入庫等に目立った変化
はない。来客数も低水準が続いている。

乗用車販売店
（経営者）

単価の動き ・例年６、７月は車の販売や整備の需要期であるが、
今年は新車の納期に時間がかかるような状況である。

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・需要期が過ぎた割には新規の来店客も比較的多く、
受注状況はさほど落ち込んでいない。
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住関連専門店
（経営者）

販売量の動き ・東日本大震災の影響は徐々に薄れてきており、３か
月前に比べ平常に戻りつつある。しかし、売上はなか
なか回復せず、低水準であった前年をまだ下回ってい
る。

その他専門店
［白衣・ユニ
フォーム］（営
業担当）

販売量の動き ・東日本大震災の影響で売上は減少するかと思われた
が、横ばい状態が続いている。節電の影響でクールビ
ズに対する意識が高まり、ポロシャツや半袖ワイシャ
ツなどの売行きは好調だが、既に在庫が無い商品も結
構ある。

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（営業担
当）

来客数の動き ・来客数は３か月前と同程度になってきたが、販売量
は減少している。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・来客数は徐々に増えているものの、販売量の増加に
結び付いていない。

タクシー運転手 販売量の動き ・客数、販売量共に３か月前とほとんど変わらない。

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・東日本大震災の発生時と比べ、買い控えや節電の意
識が依然として強く、３か月前と比べて状況は変わら
ない。

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・新規設備投資には依然として消極的である。

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・客との商談から好況感は依然として感じられない。
政局の不安定さや震災復興の停滞感により、攻めより
守りの姿勢を強く感じる。

その他サービス
［自動車整備
業］（経営者）

単価の動き ・仕事量、来客数、受注量など量的には回復傾向が見
えてきたが、資金難や先行きの不安感による値引きの
要請が強く、販売単価の低下傾向が止まらない。ま
た、油脂類燃料を中心に仕入価格の上昇が止まらず、
非常に苦しい状態は変わらない。

住宅販売会社
（経営者）

お客様の様子 ・建築は来年までの受注残があるものの、土木に関し
ては前年比50％とあまり良いとはいえない。個人客の
住宅については、東日本大震災以降、持ち家か賃貸か
迷っている人も多く、買い控えも含め、受注までの時
間が必要となっている。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・震災ショックが沈静化し、平和に慣れてきている。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・節電や省エネといった言葉に消費者が敏感に反応し
ており、被災地を思うあまりか消費動向が弱い。浪費
とはいわないが、普段の消費をしてほしい。

一般小売店［カ
メラ］（店長）

来客数の動き ・来客数の減少傾向に加え、高額商品の動きも大変鈍
く、売上は減少している。

百貨店（経営
者）

来客数の動き ・３月は下旬になって消費も回復傾向にあったが、今
月は消費意欲が特に感じられない。年配客の来店減少
と観光客の減少が顕著である。

スーパー（経営
者）

来客数の動き ・既存店の来客数がじわじわと下がってきている。

スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・東日本大震災以降、客の価値観も変わり、マインド
は節約、節電の方向に向かっている。

スーパー（販促
担当）

販売量の動き ・被害の大きかった地域の復興は進んでおらず店舗数
が減少したままで、客は限られた店舗へ集中してお
り、好調な売上が続いている。一方、東日本大震災に
よる特需も一段落し、被害の少ない地域では買置き消
費が少なくなってきている。

衣料品専門店
（店長）

お客様の様子 ・スーパークールビズの影響でジャケット、パンツ、
シャツなどの動きが良くなっており、買上客数は増加
傾向にあるが、ここにきて、単価の稼げるスーツの減
少分をカバーしきれなくなってきている。

乗用車販売店
（経営者）

来客数の動き ・メーカーの生産回復に伴い、落ち込み幅は縮小傾向
にあるが、市場が回復しているとの実感はない。復旧
需要も一段落したようで、新車、中古車共に受注は前
年割れを起こし始めている。

その他専門店
［パソコン］
（経営者）

来客数の動き ・見積などの相談はあるものの、購買や受注には結び
付きにくくなっている。

高級レストラン
（支配人）

それ以外 ・休業や雇用の面で東日本大震災による影響は甚大
で、収入は明らかに減っている。

観光型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・福島第一原子力発電所事故の風評被害により、依然
として県外からの客が落ち込んでいる。

61 



分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

都市型ホテル
（経営者）

お客様の様子 ・東日本大震災の影響により、各種団体の総会関係が
例年より１か月遅れで行われたが、総会後の懇親会に
関しては、弁当だけにしたり、一切しないという状況
が続いている。また、福島第一原子力発電所問題の影
響により、婚礼を控えたり、秋に移行する客が出てき
ており、足を引っ張られている状況である。

都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・東日本大震災から３か月が経ち、３月に比べ来客数
は戻っているが、宿泊客に関しては戻らなかった。一
般宴会と婚礼はまずまずだが、自粛ムードが依然とし
て続いているため苦戦している。

都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・東日本大震災以降、宴会を始め、レストラン、宿泊
のキャンセル、延期が相次いだが、ここにきて少しず
つだが自粛ムードから脱却しつつある。ただし、会合
の規模や消費単価については大幅に落ち込んでいる。

都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・東日本大震災でキャンセルが相次いだ３か月前と単
純には比較できないが、すべての部門で販売量は下
回っており、震災の影響はいまだに続いている。官公
庁は納涼会を中心に予約が入り始めている。

タクシー運転手 お客様の様子 ・東日本大震災以降、乗客数が減少している。
タクシー運転手 来客数の動き ・夜間の乗客が少なくなっている。
通信会社（営業
担当）

来客数の動き ・東日本大震災後の自粛ムードにより、経済が動いて
いない。

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・経費削減の意識はあるが、設備投資に関する意欲は
薄い。

競艇場（職員） お客様の様子 ・既存顧客の購買金額の減少に加え、新規顧客も増加
していない。

悪く
なっている

一般小売店［医
薬品］（経営
者）

来客数の動き ・来客数は東日本大震災前の半分ぐらいで推移してい
る。確かに店舗移転で混乱はあったが、移転先は以前
の店舗のすぐ近くで、移転の案内もできるだけしてい
る。それにもかかわらず来客数は低迷しており、景気
が全体として良くないことをうかがわせる。

百貨店（経営
者）

販売量の動き ・東日本大震災の被災地の商業施設が再オープンした
ことにより、そちらに客足を取られ来客数が減少して
いる。また、福島第一原子力発電所事故の風評被害で
いまだに水産品、農産品の販売量の減少が続いてい
る。アパレルの取引先においても生産量が少なくなっ
ており、クリアランスセールに向けて商品量を十分に
確保できるか厳しい状況である。

その他専門店
［靴］（経営
者）

お客様の様子 ・商品自体に動きは見えるものの、東日本大震災以
降、旅行を含めて東京や仙台など遠方への移動を控え
ている人たちが一時的に近隣で買物をしているだけで
ある。

その他専門店
［酒］（営業担
当）

来客数の動き ・知り合いの業者も含め、すべての業種で動きが非常
に悪く、一般の顧客の間で消費不安が急速に広がって
いる。

一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・さくらんぼの出荷時期だが、最盛期に豪雨が集中し
たことにより、観光客の出足が悪い。加えて、放射性
物質の拡散による風評被害もあり、観光シーズンを迎
えてもぱっとしない。

遊園地（経営
者）

来客数の動き ・学校団体は東日本大震災の影響で旅行先が変更に
なっているため大幅に減少している。一般客について
は週末を中心に落ち着いた動きになっている。

良く
なっている

建設業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・がれき撤去や火力発電関連等震災復興関係の受注量
が拡大している。

その他非製造業
［飲食料品卸売
業］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・地元客の利用が多い郊外飲食店向けはいまだ需要の
回復に至っていない。一方、繁華街や駅前の飲食店は
県外から来た支援業者などの利用で好調となってお
り、飲食店向けの業務用出荷が大きな回復を見せてい
る。

やや良く
なっている

食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災のお見舞い返しや県外での東北応援
フェアにより、売上は前年比プラスとなっている。

食料品製造業
（総務担当）

受注量や販売量
の動き

・受注はやや上向きになってきているが、踊り場に
なっている感がある。

出版・印刷・同
関連産業（経理
担当）

受注量や販売量
の動き

・３か月前の売上は前年同月比で50％程度であった
が、今月は同100％程度となっている。

建設業（企画担
当）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災の復旧対応で手一杯の状況が続いてい
る。ただし、津波被害への対応は後回しになってい
る。

企業
動向
関連
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輸送業（経営
者）

取引先の様子 ・東日本大震災の被害を受けた荷主の操業再開の日程
が明らかになってきている。

通信業（営業担
当）

取引先の様子 ・顧客からの発注が多くなっている。

金融業（広報担
当）

取引先の様子 ・東日本大震災後の復興需要が出てきている。

広告業協会（役
員）

それ以外 ・復興関連で不動産、百貨店、ショッピングセンター
などの売上はかなり伸びているが、テレビやラジオ、
新聞などの広告の出稿にはつながっていない。しかし
ながら、東日本大震災前の６、７割程度までには回復
してきている。

広告代理店（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・仕事量が増えてきており、百貨店のチラシに加え、
笹かまぼこ等の土産物店からは包装紙やしおり等の印
刷資材品の受注が好調である。

経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・百貨店の店頭には、中元発送の申込客が例年を上回
る勢いで押しかけている。

コピーサービス
業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災からの復旧が進んでおり、需要も少し
ずつ出てきている。

その他企業［工
場施設管理］
（従業員）

取引先の様子 ・７、８月のオーダーがここにきて急激に増え、全体
の生産数が20％増となっている。先月の受注は予想を
はるかに上回っており、震災前の景気に戻りつつあ
る。

変わらない 繊維工業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災後の百貨店等の売上があまり芳しくな
い。

木材木製品製造
業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災の影響により、一般住宅の着工が進ん
でいないため、住宅部材の需給バランスも悪く、価格
は低迷し、販売単価、収益共に悪化している。

出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・例年６～８月は厳しい月であるが、今年は東日本大
震災の影響によるイベント等の中止もあり、大きな打
撃となっている。

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・公共工事の増加が引き金となり、民間工事の増加に
つながっている。しかしながら、資材の遅延や価格高
騰が出てきている。

通信業（営業担
当）

取引先の様子 ・取引先の積極的な姿勢は見えてきているが、成約に
至る状況ではない。

金融業（営業担
当）

取引先の様子 ・宴会の自粛ムードが続いており、レストラン業、飲
食業では苦戦が続いている。

公認会計士 取引先の様子 ・クライアントの決算状況から判断すると、相変わら
ず厳しい会社が多い。ただし、建設業など一部では、
業績に改善の兆しがみられる。

その他非製造業
［飲食料品卸売
業］（経営者）

取引先の様子 ・取引先のスーパーの話を聞くと、来客数が減り、買
上単価は低く、買上点数も少ないなど全体的に低調と
のことである。

やや悪く
なっている

農林水産業（従
業者）

受注価格や販売
価格の動き

・さくらんぼの農協出荷価格が前年を大幅に下回って
いる。

新聞販売店［広
告］（店主）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災後、通常の４分の１程度まで落ち込ん
だ折込チラシは５、６月でいくらか持ち直し、現在は
通常の３分の２弱となっている。新聞購読は家屋の流
出や地域外への転居等で一時300件近く減少したもの
の、震災の情報を得るために、３分の２程度が戻って
いる。

悪く
なっている

農林水産業（従
業者）

それ以外 ・さくらんぼ農園の話を聞くと、観光客は例年の２、
３割とのことである。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・震災特需と思われる、土木、配送、倉庫内整理、警
備業の求人が増えている。

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・建設業、土木業、住宅、リフォーム、中古車販売、
重機・建機レンタル、またその営業、販売といった業
種で非常に多くの求人が出てきている。

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・求人数に若干の改善が見られる。ただし、恒久的な
ものではなく、東日本大震災に伴う一時的な需要とみ
られる。

アウトソーシン
グ企業（社員）

それ以外 ・東日本大震災で最悪だった３月に比べれば良くなっ
ているが、前年比でみると良くない。

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・求人広告の件数が増加し、前年の倍近くになってい
る。

雇用
関連
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変わらない 人材派遣会社
（社員）

雇用形態の様子 ・公共設備の受注は徐々に見られつつあるものの、ま
だ建設、特に住宅までは回っていない。融資が増えな
いので消費意識も落ち込み、派遣市場も活気付かず、
オーダーは少ない。

新聞社［求人広
告］（担当者）

周辺企業の様子 ・東日本大震災の被災地である当地沿岸部では徐々に
がれきの撤去が進んでいるが、経済活動の再開には
至っていない。内陸部の生産活動は一部戻りつつある
が、沿岸部に動きがない限り、本来の姿には戻らな
い。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は前年同月比で増加しているが、新規求
職者数も増加しており、求人倍率は前月を下回ってい
る。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・建設業で東日本大震災復旧のための求人が増加して
いる。新規求人数は前年同月比で大幅に増加し、２か
月連続での増加となっている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人は増加率が小幅のまま推移している。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・東日本大震災の復興関係で建設業の求人は増加して
いるが、ホテルやイベント関連の求人は減少してい
る。

やや悪く
なっている

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・学卒求人の出足が非常に悪くなっている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人数の増加幅が小さくなっており、有効求人倍率
が低迷している。

職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・東日本大震災の影響が依然として残っており、仕事
がなかなか収益に結び付かない企業が多い。さらに、
業務量そのものの減少も見受けられる。

悪く
なっている

人材派遣会社
（社員）

雇用形態の様子 ・５～７月に実施するボランティア団体の緊急支援事
業を岩手、宮城、福島の３県一括で受託している。そ
のため、５、６月の派遣稼働者数は若干増加に転じて
いるが一時的な動きであり、受注基盤は脆弱である。

新聞社［求人広
告］（担当者）

それ以外 ・東日本大震災後、仕事の受注は前年比80％で推移し
ている。取引先の営業活動は依然として低調である。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・東日本大震災後の求人の減少幅は小さくなりつつあ
るが、厳しい状況に変わりはない。

　３．北関東（地域別調査機関：（株）日本経済研究所）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）
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良く
なっている

百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・近隣地区の百貨店廃業により、非常に市場が広がっ
ている。

コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・売上が前年比115％、３か月前と比べても107％と好
調である。

家電量販店（経
営者）

販売量の動き ・テレビ需要に加え、節電、省エネのための季節商材
等の動きが活発である。

家電量販店（店
長）

販売量の動き ・地上デジタル放送対応へ向けて、テレビやレコー
ダーの買換えや買増しの駆け込みが出ており、同様に
アンテナ工事も増えている。東日本大震災の影響から
節約、節電、エコへの関心が強まっており、夏の節電
に扇風機の高額品が特に売れている。また、昨年の猛
暑で品切れしたエアコンの売行きも良い。

やや良く
なっている

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・小中学生の遠足が始まったが、昨年より来客が多く
写真のプリント数も増えている。また、保険請求の写
真も目立って増加している。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・東日本大震災から３か月たち、観光客が戻り始めて
いる。

一般小売店［家
電］（経営者）

販売量の動き ・地上デジタル放送対応テレビが最後の追い込み販売
で増えている。エアコン等の夏物商材も良く売れてい
る。

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・東日本大震災の影響は一時的にあったものの、最近
の動向として商圏内で差別化した商品の訴求や催事展
開に今まで以上の反応があることから、必要な物に対
する消費意欲は強いと感じている。

スーパー（総務
担当）

来客数の動き ・落ち込んでいた来客数が回復してきている。

コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・東日本大震災の影響で商品が途絶えがちだったが、
大分復活してきており、それに伴って来客数が増加し
ている。

家計
動向
関連
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コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・橋や道路の修復も終わり、交通量が増えている。来
客数も増え、今のところ売上は好調である。

コンビニ（経営
者）

お客様の様子 ・東日本大震災後の買い控え等のイメージが払しょく
されてきて客の動きが活発になり、買上状況が変わっ
てきている。

衣料品専門店
（店長）

販売量の動き ・相変わらず客数は少なく、前年比20％減で推移して
いるものの、東日本大震災直後よりは売上が大分戻っ
てきている。

住関連専門店
（仕入担当）

販売量の動き ・住関連の夏物、特に節電を意識した扇風機、すだれ
等の商材を中心に販売数が伸びており、これらの売行
きは前年の３倍を超えている。住関連補修品の動きも
依然堅調である。

住関連専門店
（統括）

販売量の動き ・消耗品及び夏物商材で販売点数が増加している。ま
た、節電関連の商品動向が顕著となっている。

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（従業
員）

販売量の動き ・極端な自粛ムードは無くなりつつある。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・夏の行事、イベントを控え、自粛ムードは多少なり
とも緩和されている。

観光型ホテル
（営業担当）

来客数の動き ・東日本大震災後の旅行や催事への自粛ムードをほと
んど感じなくなってきた。夏のトップシーズンに向け
て予約も戻りつつある。

都市型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・東日本大震災の復興景気なのか瓦工事の職人達の宿
泊が目立ち、半年近くの宿泊が入っている。また、ス
ポーツ団体の予約も戻ってきており、客単価は低いが
客数は上向きになっている。

都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・東日本大震災以来、ずっと風評被害があったが、６
月後半に入ってようやく皆財布のひもが緩んできたの
か、いろいろと動きが出てきている。

旅行代理店（副
支店長）

お客様の様子 ・東日本大震災から比べれば、問い合わせ件数が増え
ている。

通信会社（経営
者）

販売量の動き ・一般の仕事はいまだに少ないが、行政や外郭団体関
係の仕事が徐々に動き出している。

通信会社（販売
担当）

販売量の動き ・３か月前は東日本大震災の後で販売数、来客数共に
低迷していたが、６月下旬に発売開始となった携帯電
話各社の夏の新商品販売が好調に伸びてきているた
め、現在は良くなっている。

通信会社（営業
担当）

来客数の動き ・ボーナス効果はあまり感じられず、節電や節約志向
が強いせいか、客も消費に消極的なようである。ただ
し、アナログ放送終了等による駆け込み需要はある。

テーマパーク
（職員）

来客数の動き ・入園者数は、依然として前年を大きく下回っている
ものの、東日本大震災直後に比べると良くなりつつあ
る。

遊園地（職員） 来客数の動き ・レジャーへの出控え傾向は継続しており、前年比で
は低調に推移しているものの、東日本大震災の発生し
た３か月前と比較すると、来客数の動きは徐々に回復
傾向にある。

ゴルフ練習場
（経営者）

来客数の動き ・東日本大震災以降、消費は冷え込むと思っていた
が、予想以上の復興景気により、客の動きが活発で商
品の動きが良くなっている。

ゴルフ場（業務
担当）

単価の動き ・前年比ではまだ85％くらいの段階だが、徐々に単価
が回復しつつある。

その他レジャー
施設［アミュー
ズメント］（店
長）

お客様の様子 ・土日の子連れでの来店が特に多くなっている。東日
本大震災での休業以前より多い割合なので、近場で低
単価な場所で子どもを遊ばせる客が増えているようで
ある。

その他レジャー
施設［アミュー
ズメント］（職
員）

来客数の動き ・平日も週末も客は夜間が多いが、その集中度合いが
少し広範囲に広がっている。合計客数が若干増えてお
り、売上もそれなりに付いてきている。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・少しずつ来客数が増えてきているが、高単価のパー
マ等は客が敬遠している状況である。また、経営して
いる美容学校では、蛍光灯等をＬＥＤにとりあえず20
本替えたり、なるべくエアコンを入れないようにする
など、節電の目標を掲げて対応している。

その他サービス
［フィットネス
クラブ］（マ
ネージャー）

お客様の様子 ・通常の生活環境に戻り、春先の消費抑制から解放さ
れて、消費は伸びている。
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住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・条件の良い住宅分譲物件であれば客は来るし、東日
本大震災が一段落したおかげで少しずつ改装、改築、
増築等の動きが出ており、企業等の動きもある。ま
た、エコに対する意識も高く、省エネ関連の商品も動
きつつある。

変わらない 商店街（代表
者）

販売量の動き ・景気が悪いと言うのかどうか、買わない、店に入ら
ないという傾向がよく見られる。

一般小売店［精
肉］（経営者）

お客様の様子 ・節電で町が暗く感じられる。それでもこの状況に慣
れてきたのか少しずつ動きが出てきている。しかし、
前半は梅雨の影響で出足が今一歩、後半は急激な暑さ
のため低調な動きとなっている。

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・中元関連の単価が下がっている。

百貨店（販売促
進担当）

販売量の動き ・アパレル関連が厳しい状況である。近隣のショッピ
ングセンターや専門店等で早期にクリアランスセール
告知を行っていることもあり、クリアランス待ちの心
理が働いていると思われる。また、中元商戦が始まっ
たが、開始１週間で見ると法人需要の伸びが悪く、ギ
フトはもらってから送るという声が多い。

スーパー（総務
担当）

販売量の動き ・衣料品についてはさほど変わりはないが、特に住関
連の商品でクール対策、エコあるいは節電の商品につ
いては前年の200～300％とかなり良い動きになってい
る。クールの敷きマットやタオルなどは異常値を出し
ているような状況で、そういう部分だけが良く、他は
さほど良くないという状況が続いている。

スーパー（統
括）

販売量の動き ・野菜の安値が続いていることも影響して１点単価は
低下しているものの、買上点数は多く、客単価も上昇
している。客の来店頻度は若干落ちていることから、
なるべく家から近い１つの店、１回の買物で、必要な
物をそろえようとする傾向が強い。

コンビニ（店
長）

お客様の様子 ・東日本大震災の後は震災特需みたいなものが若干
あったが、ようやく品物も出そろってきて普通の状態
に戻ってきた。震災前と比べてほぼ変わらないような
状況になってきている。

乗用車販売店
（経営者）

単価の動き ・中古車相場の上昇により仕入にかなりの影響が出て
きている。そのため仕入に慎重になりすぎて商品不足
になり、思うように販売活動ができていない。

乗用車販売店
（販売担当）

来客数の動き ・車の販売のほか、修理や車検、板金その他いろいろ
やっているが、今月に入り、販売だけでなく車検や修
理等も入らなくなっている。通常、６月は良い月なの
で、こんなことは初めてである。客も全然来なくなっ
ている。

自動車備品販売
店（経営者）

販売量の動き ・東日本大震災のマイナスとプラスになった分で差し
引き販売量は同じ、ほぼ例年並みに回復しつつある。

一般レストラン
（経営者）

それ以外 ・今月の売上も前年並みであるが、食材仕入れ、特に
うなぎ等、活魚の値上がりによる利益への影響は大き
い。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・東日本大震災以降、来客数はほとんど変わらないか
少なくなっている。客単価も以前よりは落ちている。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・東日本大震災の影響は少なくなったと感じている
が、福島第一原子力発電所の影響は相変わらず続いて
いる。特に、節電については心理的な形で客の動きに
影響を及ぼしている。空調の温度設定や照明の削減等
で、楽しい会話もできなくなっている。

旅行代理店（所
長）

お客様の様子 ・夏休みをひと月後に控えて、予約が本格化するこの
時期に入っても、先行予約の動きが見えない。実際、
夏のピーク時の予約も前年に比較してかなり弱い。ま
た、北関東のため、今もなお福島第一原子力発電所に
関する不安感からか、他の地区に対して敬遠されてい
る。

旅行代理店（副
支店長）

単価の動き ・東日本大震災による自粛が続くなか、数少ない仕事
を多くの企業で競争して廉売し始めているため、単価
が非常に落ち込んでいる。

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・東日本大震災後、当地域でもわずかではあるが仕事
が入りだした感がある。ただ、震災の後始末の進み具
合は遅く、さらに東海沖、南海地震等が心配を拡大し
ており、一部の商品を除いては手を出さない人が多
い。
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通信会社（局
長）

お客様の様子 ・節電意識の高揚などにより節電対策商品の購入には
積極的であるが、その反面、質素な生活や節約志向も
高まリつつある。

ゴルフ場（副支
配人）

来客数の動き ・前年同月比でほぼ横ばいである。

競輪場（職員） お客様の様子 ・入場者数、購買単価共にさほど変化が見られない。
その他サービス
［立体駐車場］
（従業員）

お客様の様子 ・前月オープンした駅ビルの商業施設、家電量販店の
関係で来客数が非常に伸びており、３か月前と比べて
も約８～10％近く上向きに転じているが、単価は依然
横ばいであり、総体的には若干の上向きか横ばいであ
る。

設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・東日本大震災によるいろいろな問題が解決されず、
先行きの不安を抱え、設備投資は様子見という客が多
い。

設計事務所（所
長）

販売量の動き ・３か月前よりもっと前から悪くなったままで変わら
ない。仕事の依頼や相談も少なく、結果的に売上が少
ない。

住宅販売会社
（経営者）

お客様の様子 ・相変わらずデフレが進んでいる。土地、貸店舗、ア
パート、マンション等、まだ家賃が下がり続けてい
る。家賃を下げれば何とか入居者が確保できるという
状況なので、前月よりは若干問い合わせが出てきてい
る。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・東日本大震災、電力不足、節約ムードと気持ちが落
ち込んでいる上に、地元固有の悪条件が重なって客足
を遠のかせる要因になっている。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・東日本大震災直後の特需の売上と比較すると、通常
に戻った現在のほうが業績的には下向きである。

スーパー（経営
企画担当）

販売量の動き ・月を追うごとに来客数、販売量共に低下傾向を示し
ている。

衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・節電などの生活に密着した不安がきちんと解決でき
るまで、他の所に消費意欲は沸かない。

乗用車販売店
（従業員）

お客様の様子 ・東日本大震災からの復旧が進んでいるが、依然とし
て福島第一原子力発電所の収束が不透明なことから多
方面に影響が出てきている。建設関係等の特需などの
話題が出るが、深刻な経済状況であることには変わり
がない。

乗用車販売店
（販売担当）

販売量の動き ・毎月徐々に販売台数が落ち込んでいる。福島第一原
子力発電所の問題も理由としてあるだろうが、世間一
般がエコカーを求めており、当店で扱っている中古の
輸入車にはエコカーが全くないということも原因かも
しれない。とにかく新車、中古車合わせて輸入車は毎
月のように落ち込んでいる。

高級レストラン
（店長）

来客数の動き ・東日本大震災以降、４月は自粛ムード、５月は観光
客の激減、６月は暴力団の抗争により来客数が激減し
ている。

都市型ホテル
（支配人）

お客様の様子 ・外国人客が大幅に減少し、通常のビジネスマンも減
少している。福島第一原子力発電所の問題が収束しな
い限りは客足が戻ってこない可能性が高い。

旅行代理店（従
業員）

お客様の様子 ・個人旅行は我慢できない状況になってきているが、
法人はまだまだ自粛ムードである。

タクシー（経営
者）

お客様の様子 ・依然として自粛ムードがあり、前年同月比で８％の
減少である。

設計事務所（所
長）

来客数の動き ・東日本大震災から３か月が経過したが、一向に再生
への見通しが見えないこともあって、顧客から計画の
中止を言い渡されるケースが出ている。

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・来月からの観光シーズンを前にして、盛り上がりに
欠ける状況である。

悪く
なっている

商店街（代表
者）

販売量の動き ・学校指定の登山用品や水着用品等の注文をまとめて
もらう時期だが、前年比で注文が半分くらいになって
いる。いろいろ考えて買わなくなっているようであ
る。

一般小売店［衣
料］（経営者）

販売量の動き ・東日本大震災以降、観光業の当地区は動きが停滞し
ている。ゴールデンウィークは少し良くなったような
ことを聞いたが、大分良くなっている感じではない。

一般小売店［青
果］（店長）

お客様の様子 ・やはり東日本大震災で修繕などの経費が掛かってい
るので無駄遣いをしないような傾向が見られ、必要な
物以外は本当に買わない。

スーパー（経営
者）

それ以外 ・東日本大震災以降の不透明感により、買物の傾向が
変化している。
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衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・取扱化粧品メーカーを１社減らしたことが大きな要
因と考えられるが、それ以上に来店率、来客数の減少
に悩んでいる。当地も東日本大震災の被災地であり、
住民の消費に対する冷めた反応が気になるところであ
る。

衣料品専門店
（販売担当）

来客数の動き ・梅雨入りが早かったことも影響しているのかもしれ
ないが、６月に入ってから極端に客足が遠のいてい
る。セール待ちという雰囲気の客もいるが、全体的に
客が出てきていない。街の中心部なのに１日の人通り
が本当に数えられるくらいしかないような状況なので
悪い。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・東日本大震災だけの影響ではないと思うが、どうし
ようもなく景気が悪く、回復の兆しも無い。

スナック（経営
者）

お客様の様子 ・１か月が本当に早い。ともかく良くなる要素が見付
からない。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

食料品製造業
（営業統括）

競争相手の様子 ・一時の消費者の買い控えも緩和してきており、各
メーカーとも荷動きが改善しつつある。

金属製品製造業
（経営者）

取引先の様子 ・ここへきてようやく親会社の生産も順調になり、当
社の受注も例年並みに増えてきている。ただし、７月
からの電力の15％カットが大変である。

一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災後の計画に対するマイナス分を取り戻
そうという動きが本格化しつつある。

一般機械器具製
造業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・当社では電動工具の部品を作っているので、東日本
大震災による需要から２割ほど仕事が増えている。

輸送用機械器具
製造業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災後、受注は前年比半分程度となった
が、現況からはそれが回復基調に入る。前年比で約
90％まで戻ってきているので、そういう意味では良く
なりつつある。ただし、15％節電で果たして今後乗り
切れるかということは心配である。

金融業（経営企
画担当）

取引先の様子 ・製造業については受注が戻りつつある。また、飲食
業、ホテル、旅館等のサービス業についても予約が入
りつつあると聞いている。

金融業（調査担
当）

取引先の様子 ・製造業ではサプライチェーンの問題が改善してお
り、取引も戻り始めている。一方、非製造業は回復が
遅れており、東日本大震災前の状況に戻るには時間を
要すると見られる。

金融業（役員） 取引先の様子 ・製造業を中心とした取引先は依然として厳しい状況
にあるものの、受注はスピード感のある回復を見せて
いる。

広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・宣伝広告はまだ若干抑え気味であるが、３月よりは
ましだという程度である。

新聞販売店［広
告］（総務担
当）

それ以外 ・３か月前と比べると明らかに良くなっている。新聞
広告も前年並みに戻っており、今月のチラシ出稿量も
100.2％で48か月ぶりに前年を上回っている。

社会保険労務士 取引先の様子 ・東日本大震災直後は仕事がないので従業員を自宅待
機させている事業所が多かったが、それが通常の状態
に戻りつつある。

変わらない 食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災前に戻りつつある。

窯業・土石製品
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・依然として動向は変わらないものの、リゾートホテ
ルでの体験工房などは徐々に客入りも増加傾向にあ
り、若干ではあるが売上増の唯一の材料となってい
る。

窯業・土石製品
製造業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災の関連業種で大変忙しいというところ
もあるが、当分厳しい状況は続きそうである。

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・思ったより安定した生産が続いているが、試作品と
単発品が多い。ただし、部品加工関係は多忙の所が多
い。

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災後の震災特需が一巡して平常の受注に
なっており、他部署は相変わらず増えもせず減りもせ
ずというところである。復興需要の話もちらほら来て
いるので、決まれば増えるだろうが、そうでなければ
通常よりやや落ち込む。

企業
動向
関連
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電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災の影響で各種部品の入荷が遅延し、一
部生産に支障をきたしていた。７～９月に東北地方へ
の供給のため、一部製品の増産を受けたが、これは一
時的なものであり、全般的な景気浮揚にはならない。

輸送用機械器具
製造業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・取引先が10社ほどあり、良い会社と悪い会社といろ
いろである。今のところはまずまずの売上高を確保し
ている。

その他製造業
［環境機器］
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・顧客のプラントは３～４年周期で波があり　今はそ
の波に乗っていることもあるが、１年後はまた違う波
となる。

輸送業（営業担
当）

取引先の様子 ・家電関係の荷主においては、アナログテレビ終了と
いうことで駆け込み需要による液晶テレビ、レコー
ダーなどの物量、出荷が目立っている。また、夏物の
節約家電として扇風機の動きも大変良くなっている。
しかしながら運賃コストが下げられている面もあり、
物量的には５割増しになっている割に、なかなか厳し
い部分がある。

経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・東日本大震災直後よりは商取引関係が通常に戻りつ
つあるが、元々の経営が厳しい状況は変わっていな
い。

その他サービス
業［情報サービ
ス］（経営者）

取引先の様子 ・東日本大震災後、現状回復に注力し、投資を手控え
ていたが、最近少しずつではあるものの、情報化投資
に対する引き合いが出てきている。しかし、予断を許
さない状況には変わりない。

やや悪く
なっている

化学工業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・相変わらずメイン商品が15～30％ほど落ち込んだま
まである。そのため、いろいろな仕事をして人を遊ば
せてはいないが、売上、利益の確保にはほとんど貢献
していない。

不動産業（経営
者）

取引先の様子 ・経営が危ないとの噂が広がるぐらい、芳しくない情
報が多い。

不動産業（管理
担当）

受注量や販売量
の動き

・空室率改善のために、ビルのオーナーの関連部門や
関連企業が入る話はあるが、それ以外の入居希望の話
はほとんどない。関連の場合は賃料を安くせざるを得
ないので、空室率は改善しても収益的にはほとんどプ
ラスにならない。また、節電対応で設備の入換えなど
も発生しているため、その分がややマイナスになって
いる。

司法書士 受注量や販売量
の動き

・当地域は下請、孫請企業が多いが、やはり東日本大
震災の影響がじわじわボディブローのように効いてい
るようで、上積み分がなく、低値安定といったところ
のようである。

悪く
なっている

その他製造業
［宝石・貴金
属］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・今月は大きな卸の展示会が行われたが、来場者、売
上共に前年比15％減、売上商品の単価も下落してい
る。高い物が売れないため、売上が伸びない。

建設業（総務担
当）

それ以外 ・公共工事主体で土木、舗装工事を行っている。６月
末時点での受注額は前年比17％増である。ただし、入
札状況が最低価格での数社によるくじ引きであり、神
頼みの状況は変わらない。また、東日本大震災の影響
で受注工事の工期延長があり、仕掛かり物件となって
売上計上ができないため、今後も心配である。

良く
なっている

人材派遣会社
（社員）

それ以外 ・施設管理、施設の清掃管理等を請け負っているが、
観光、リゾート関係の施設については前年比ではまだ
若干落ちているものの、３か月前と比べ徐々に稼動が
戻ってきている。その他のスポット業務についてはあ
まり受注が伸びているということはないが、同様に前
年比で見ると数字は落ちたままであるものの、回復し
てきている。

やや良く
なっている

人材派遣会社
（経営者）

求人数の動き ・自動車関連、電機、電子、部品関係の求人数は幾分
目立ってきている。加工も含めた食品関係は良かった
ようである。住宅関連は依然として厳しい状況で、求
人数はほとんどない。

職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・雇用調整助成金等の相談件数が減っている。

変わらない 人材派遣会社
（経営者）

求人数の動き ・忙しい所もあると思うが、当社の得意先はどこもあ
まり忙しくない。売上も東日本大震災以降ずっと横ば
いで、それ以前と比較すると25％くらい減少してい
る。

求人情報誌製作
会社（経営者）

求人数の動き ・夏になり、小売、飲食業などのパート、アルバイト
求人が多くなってきているものの、正社員の募集は少
ない。

雇用
関連
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職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・５月のパート常用での新規求職者は前年同月比で
20.1％と大幅に増加し、例年４～５月に掛け一定数減
少し、落ち着きを見せる求職者の動きに変化が表れて
いる。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人数は増加しているが、被災者に限定されたもの
が多く、紹介に至らず、就職につながらないケースが
ある。

民間職業紹介機
関（経営者）

求人数の動き ・被災地からの工場移転による新規求人が若干あるも
のの、全体として明るい材料が見当たらない。

学校［専門学
校］（副校長）

求職者数の動き ・求人企業、求人者数共に非常に少ない。企業訪問を
すると若干出てくる程度である。１つの求人に多数の
応募者が集まり、就職難はますますひどい状況にあ
る。

やや悪く
なっている

人材派遣会社
（管理担当）

周辺企業の様子 ・クライアントが契約社員を増員しており、派遣社員
の募集を控えている。

悪く
なっている

○ ○ ○

　４．南関東（地域別調査機関：（株）日本経済研究所）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）
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良く
なっている

百貨店（販売促
進担当）

来客数の動き ・今月は来客数、販売量、売上が前年を上回ってい
る。食料品、リビングを中心に大変好調である。

百貨店（営業企
画担当）

お客様の様子 ・３か月前は東日本大震災直後だったこともあり、消
費マインドの低迷が顕著であった。現在は売上も前年
を上回り回復傾向にあるため、良くなっている。

コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・徐々に震災モードから復興モードへの兆しが見られ
るため、良くなっている。

家電量販店（経
営者）

販売量の動き ・７月のアナログ停波を前にテレビが非常に好調であ
る。また、東日本大震災の福島第一原子力発電所の事
故による停電懸念から、白物家電、ＬＥＤ照明といっ
た省エネ対策家電が好調に売れている。

家電量販店（営
業統括）

来客数の動き ・商品単価は下落の一途をたどっているが、節電需要
として扇風機、エアコン、冷蔵庫の買換えが日増しに
販売点数を増加させ、デジタルテレビの駆け込み購入
も５月から６月上旬にかけて販売点数、販売額が増加
している。

家電量販店（統
括）

来客数の動き ・地上デジタル放送移行前による２、３台目と節電関
連商品が需要を作っている。

都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・東日本大震災から予想以上に回復している。

旅行代理店（支
店長）

お客様の様子 ・自粛ムードが解け、団体法人関係では見積依頼が増
えており、例年に比べても８割くらいまで戻ってきて
いる実感がある。特に春先に予定していた客が秋へ移
行して旅行を実施しようという動きが見られる。ま
た、個人の客も夏休みを中心とした出足が早く感じら
れ、国内ではやはり涼しい山を中心に販売できてい
る。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・今月の販売量は目標数字の約85％と、景気はやや良
い。東日本大震災後２か月間は来場者数、販売量共に
激減となったが、日常生活も落ち着き、様子を見てい
た客も一気に動いている。住宅版エコポイント制度の
枠が終了してしまうというニュースも、検討や決断の
前倒しにつながっている。

やや良く
なっている

商店街（代表
者）

それ以外 ・東日本大震災後の相当悪い時期を抜け、少しずつ回
復の兆しが見えてきている。クレジットカードの取扱
高が回復し、アジアの観光客がちらほら戻ってきてい
る。

一般小売店［家
電］（経理担
当）

来客数の動き ・６月前半は売上も良くなかったが、20日以降、ボー
ナスが支給されたせいか、徐々に良くなっている。

一般小売店
［靴・履物］
（店長）

来客数の動き ・東日本大震災と計画停電の影響が非常にひどかった
ため、それに比べて、良くなってきたというより戻っ
てきている。

百貨店（総務担
当）

来客数の動き ・東日本大震災の時と比べると間違いなく良くなって
いる。来客数、１人当たりの買上額、全体の売上高に
ついても良くなってきている。

百貨店（総務担
当）

販売量の動き ・店舗によって差はあるが、衣料品、飲食、喫茶が前
年に比べて良くなってきている。

家計
動向
関連
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百貨店（販売管
理担当）

販売量の動き ・スーパークールビズの影響でスーツは苦戦している
ものの、一方で半袖ワイシャツや扇子などが好調に推
移している。その他、夏の暑さをキーワードにした快
適アイテムが新しい需要の創造につながっているた
め、やや良くなっている。

百貨店（店長） 販売量の動き ・前年を上回る売上を上げることができるようになっ
ている。

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・東日本大震災が起こった時の混乱から比べれば、現
在は落ち着きを取り戻している。衣料品、住居関連、
食品ともに好調に推移してきている。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・東日本大震災後、遅れていた納品も正常化し、客の
買上点数も増加、売上も順調に回復してきている。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・来客数は前年同月比約110％で推移している。客単
価もあまり下がっておらず、その分店の売上は大分上
がっている。客数が増えた分だけ、純増している。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・東日本大震災の後は非常に景気が良くなかったが、
ここ最近になって工事関係の客の動きが活発化してき
ているため、若干良くなっている。

コンビニ（商品
開発担当）

お客様の様子 ・様々な施策に対する客の反応が良くなってきてい
る。

コンビニ（商品
開発担当）

来客数の動き ・来客数は近年マイナスが続いていたが６月について
はプラスと、ここにきて下げ止まり感が出てきてい
る。

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・半径５キロ圏内で婦人服専門店が３店閉店したこと
もあり、当店への来客数が増えている。商品的には羽
織物よりもカットソーの売上点数が増えたため、売上
も久々に前年を超えている。

衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・今月はイベントで15,000円前後の商品の予約が100
件近くあり、おしゃれ商品の販売も非常に好調であ
る。

衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・来客数はほぼ同じだが、ついでに２～３点とまとめ
て買っていく客が多く、売上が増えてきている。

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・クールビズ用品を買い求める客が非常に増えている
傾向がある。

乗用車販売店
（経営者）

来客数の動き ・新車の生産が進み、テレビＣＭが復活した効果が出
てきている。新規の来客が徐々に増え始めて、成約台
数も増加している。

乗用車販売店
（総務担当）

販売量の動き ・受注、登録とも前年比80％台であるが、前年はエコ
カー購入補助金制度の再延長による駆け込み受注が多
かったため、一昨年と比較すると同レベルで、３月の
東日本大震災時から比べるとかなり上がっている。顧
客もそろそろ平常時に戻そうという感がある。

その他専門店
［雑貨］（従業
員）

お客様の様子 ・東日本大震災後の買い控えが少し落ち着き、街に人
出が戻ってきている。

その他小売
［ショッピング
センター］（統
括）

来客数の動き ・東日本大震災から３か月が経過し、自粛ムードから
反転し、購買意欲は上がっている。バーゲンセールに
よって来客は増加しており、衣料品は全般的に紳士
服、婦人服、ファミリー衣料、子ども服とも大幅な売
上増につながっている。飲食も映画のヒット作に恵ま
れ改善し、客も増えている。

高級レストラン
（支配人）

来客数の動き ・しばらく続いた自粛傾向はかなり緩和されてきてい
る。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・東日本大震災後は非常に売上が落ちたが、その後、
随分上り調子になってきている。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・東日本大震災時の売上は史上最低だったので、そこ
から比べれば今は徐々に戻っており、良くなってい
る。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・サマータイム導入企業も多く、早くに客足は引ける
が、来客数は徐々に戻っている。

一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・実際、東日本大震災は特別な震災だったため、その
影響から徐々に回復しつつはあるが、まだ以前の景気
には戻っていない。しかし、大震災の月に比べると、
今は少しは良くなっている。

一般レストラン
（経営者）

販売量の動き ・前月の５月24日までの結果は前年比で客数は94％、
売上は92.5％である。今月は６月24日までで客数は
97.7％、売上は100.8％となっている。３か月前は東
日本大震災だったため、それに比べれば少し良くなっ
ている。
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都市型ホテル
（支配人）

販売量の動き ・東日本大震災後、販売量は非常に落ち込んだが、４
月から緩やかに戻りつつある。

都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・レストランは来客数が前年の95％まで、宿泊客は
90％弱まで回復したが、宴会だけは70％程度でとど
まっている。客数がかなり回復したレストラン、宿泊
は単価の低い商品が多く売れており、単価を落とさな
い様々な工夫をしている。

都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・観光目的の客は少ないものの、ビジネス需要は回復
傾向にある。

旅行代理店（経
営者）

来客数の動き ・今一つ単価が低いように感じられるが、東日本大震
災から大分時間がたち、やや落ち着いてきた様子で、
来客数も大分増えてきている。

旅行代理店（従
業員）

お客様の様子 ・東日本大震災直後に比べ、国内団体旅行の問い合わ
せが増え、自粛雰囲気が払しょくされたように感じ
る。

タクシー運転手 お客様の様子 ・今月は３か月前に比べてかなり回復してきている。
東日本大震災前のような客の動きにはまだなっていな
いが、かなり上昇している。

タクシー運転手 販売量の動き ・前年の売上に対して、マイナス幅が少なくなってい
る。

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・地上デジタル放送への完全移行を控え、戸建は対策
済みの人が多く契約数不調であるが、集合住宅は駆け
込み需要があり、契約総数では増加している。

通信会社（営業
推進担当）

販売量の動き ・アナログ放送終了に向けた駆け込み需要の動きが加
速し始めている。

ゴルフ練習場
（従業員）

来客数の動き ・前月、前々月、そして東日本大震災後よりも確実に
来客数、売上等良くなってきている。前年比も20％減
ほどだったものが下げ率を下げてきている。

ゴルフ場（支配
人）

来客数の動き ・東日本大震災後100日を経過し、土日の営業に関し
ては通常期に戻りつつあるが、平日の来場数がいまだ
60～70％である。また、夏に向かって大口電力契約で
15％削減のため、エアコン等節電が必要となり、来場
した客にサービス面での低下の危惧がある。

その他レジャー
施設［スポーツ
施設］（支配
人）

来客数の動き ・宴会の件数、人数が増加してきている。またレスト
ランやイベント参加者も前年並みに回復している。

その他レジャー
施設（経営企画
担当）

来客数の動き ・宿泊施設については明らかな回復には至っておら
ず、苦戦が続いているが、施設利用者数が前年同月並
みに回復してきている。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・急に暑さが増してきて、商店街の動きが大変良く
なっている。

その他サービス
［福祉輸送］
（経営者）

販売量の動き ・東日本大震災で当社の観光バスの予約キャンセルが
連続し、ほとんど売上が上がらなかった時に比べれ
ば、震災前までとは言えないが大分改善されてきてい
る。

その他サービス
［保険代理店］
（経営者）

お客様の様子 ・東日本大震災後、客の様子が少し変化し、消費動
向、傾向が活発になったように感じる。特に購入単価
の上昇が見られる。

その他サービス
［フィットネス
クラブ］（マ
ネージャー）

販売量の動き ・東日本大震災からの自粛傾向が薄れてきている。

設計事務所（経
営者）

それ以外 ・当事務所は行政の仕事が８割であり、５～６月に掛
けて指名回数が非常に多くなってきている。それに
伴って民間の動きも多少、何とかしなければいけない
という形で動いてきているようである。指名は多くて
もなかなか仕事にぶつかることは少ないが、少し嬉し
いことである。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・３か月前は東日本大震災の影響もあって契約数が激
減し、４、５月も契約数が伸びず、６月に入ってよう
やく契約数も増え、順調に推移している。

変わらない 商店街（代表
者）

販売量の動き ・下がったままで上がる気配がない。

商店街（代表
者）

販売量の動き ・何の商売でもそうだが、非常に目的買いであり、必
需品以外は買わないようにしている状況が各店で見ら
れる。

一般小売店［和
菓子］（経営
者）

お客様の様子 ・東日本大震災後、ギフト需要が落ち込んだままであ
り、現状もあまり良くない。客単価が下がってしま
い、売上につながっていない。
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一般小売店［家
電］（経理担
当）

販売量の動き ・アナログ停波がまもなくということもあり、最後の
駆け込み需要やアンテナ取付、暑さのためエアコンの
注文も来ている。

一般小売店［酒
類］（経営者）

来客数の動き ・来店するのは決まった客のみである。東日本大震災
で欠品が続いた物もあり、そのために来店しなくなっ
た客もいる。暑くなっても料飲店での販売は低調であ
る。

一般小売店［米
穀］（経営者）

お客様の様子 ・福島第一原子力発電所の事故の前に収穫した物なの
に、もう福島のお米を買わない人もいる。さくらんぼ
を山形の生産者から仕入れて販売しているが、今年は
客の食い付きが悪い。

一般小売店［印
章］（経営者）

来客数の動き ・当店は目的買いであり、衝動買いができるような商
材ではない。その目的買いの商材ですら、非常に寂し
い話だが、今の世情でなのか購買意欲が低下してい
る。

一般小売店［祭
用品］（経営
者）

販売量の動き ・前年に比べてかなり控えている様子が感じられる。
予算も削減されているようである。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・東日本大震災の影響で東北地方への中元ギフト依頼
が大きく減少すると想定し下方修正したが、逆に東北
産の食品需要が上昇し、結果的に前年と同推移の動き
である。

百貨店（総務担
当）

販売量の動き ・来客数は前年比99.4％とほぼ前年並みに推移してい
るが、衣料品の動きがやや悪いなか、節電アイテムあ
るいはクールビズ関連の雑貨アイテムに動きが見られ
る。

百貨店（総務担
当）

販売量の動き ・今月だけを踏まえると売上高は前年に近い数字で推
移しており、東日本大震災以降、少し持ち直している
印象がある。ただし、今夏の電気制限や当社の生命線
であるギフトの落ち込みが顕著であり、先行き不透明
でこの状況が継続するとは言い難い。注視していく必
要がある。

百貨店（広報担
当）

販売量の動き ・前月よりも販売量の動きが活発化している。暑さ対
策商材の売行きが好調である。父の日商戦も活発で、
家族のきずなを再確認する傾向が高まっている。ただ
し、生活のなかで必要な商材は動くが、高額品など不
要不急の商品の動きが緩やかであり、東日本大震災前
の水準から回復したとは言い難い。

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・３か月前から比べると当然上がってはいるものの、
東日本大震災の特需が大きく、今後が不安である。

百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・東日本大震災以降、館全体では復調傾向にあるもの
の、売上高、来客数の多くを占める18時以降が依然と
して厳しい状況にあり、前年をとらえるまでには至ら
ない。郊外店と比較しても回復は遅れている様子であ
る。食料品については各店内テナントにおいて廃棄ロ
スを防ぐ意向もみられ、閉店１時間前ぐらいからケー
スに商品がない所もあり、機会ロスも発生している様
子である。

百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・東日本大震災以降、相変わらず来客数は前年割れが
続いている。仕事が終わってすぐに帰宅する人が顕著
に増えてきており、特に夕方以降の数が減少してい
る。

百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・中元商戦は好調に推移しているにもかかわらず、来
客数の改善があまり見られない。

百貨店（営業企
画担当）

販売量の動き ・中元などのギフトは比較的堅調に推移しているもの
の、婦人、紳士などのファッション関連商品は大きな
落ち込みではないが微減の状況が継続している。

スーパー（店
長）

単価の動き ・全般的に消費は持ち直してきているものの、単価の
減少がかなり見られる。客数は前年を維持できている
が、単価が上昇してこないため、売上的には厳しいも
のがある。必要最低限の買物又はチラシ商品の買い回
りが大きい。

スーパー（総務
担当）

お客様の様子 ・東日本大震災時は身の回り品等を買い求める客が多
かったが、今は夏に向けて節電、節約で扇風機やジェ
ルマット等、クーラーを使わないでもいいような物が
売れている。しかし、ちょっとしたごちそうや健康的
なファッション等の商品の動きが今一つ良くない。

スーパー（営業
担当）

単価の動き ・客数減はまだ変わっておらず、単価の下落が見られ
る。
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スーパー（仕入
担当）

販売量の動き ・東日本大震災による一時的な販売の伸びは収まった
が、節電意識が高くなっているためか必要な量だけし
か購入していないため、販売数量の伸びが徐々に鈍化
している。

コンビニ（経営
者）

単価の動き ・客単価が落ちている。ファーストフードなどにお金
を使わなくなってきている。

コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・やや落ち着いてはきているが、何となく先行き不安
という感覚が客にもまだ十分に残っているようであ
る。東日本大震災の後始末など、まだ決着が付かない
ことが多いため、皆その点を気にしている。

コンビニ（店
長）

販売量の動き ・販売量と客数が戻ってきたようである。ただし、そ
の内容は入荷がほぼ平常に戻ってきたたばこのため
で、それが売上の大きな位置を占めている。

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・整備は順調に入っているが、販売があまり芳しくな
い。前月は３割減だったが、今月は５割減となってい
る。

乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・東日本大震災の影響により自粛ムードのまま、店が
リニューアルした。いくつかリニューアルオープンを
経験しているが、集客が少ない。

乗用車販売店
（販売担当）

販売量の動き ・新型の展示会などを行い、大々的に客を呼んで販売
しているが、なかなか購買意欲がわかない。また、旧
型車と比べて値段を上げずに交渉しても、受注に至ら
ず、東日本大震災やガソリンがまだ高くなっていくこ
との影響などで、購買意欲はまだまだ良くない。数か
月前と受注量、売上はあまり変わっていない。

高級レストラン
（店長）

来客数の動き ・レストランでの個人消費に停滞感を感じる。反面、
宴会場での宴会利用に関しては、ほぼ例年同様に戻り
つつある。

一般レストラン
（店長）

来客数の動き ・東日本大震災後ずっと、随分悪くなっていたのだ
が、５月の終わりから６月に入ったあたりから少し持
ち直している。震災後は良くなかった来客数も、震災
前の水準に戻りつつあるが、まだ良いと言える数字で
はない。

一般レストラン
（スタッフ）

単価の動き ・昔は暇な時は暇で爆発する時は爆発していたが、今
は他を見ても爆発がないことを不安に思うものの、そ
う変わってはいない。ただし、必要経費は増えている
ので、利益はそれほど出ていない。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・暑さの関係で少し客が遠のいている。これから７、
８月にかけてもう少しひどくなる。

都市型ホテル
（統括）

来客数の動き ・ビジネスマンの消費動向が相変わらず控え気味であ
る。

通信会社（経営
者）

販売量の動き ・テレビ、ネットの獲得数は回復したが、電話の獲得
が計画に対し未達の状況である。

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・完全地上デジタル放送化を控え、加入者数は前年よ
りも増加する傾向にある。

通信会社（支店
長）

販売量の動き ・学生の学割需要も一旦落ち着きを見せている。新商
品の発売待ちの買い控えが若干見られ、市場としては
少し落ち着いている。

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・地上デジタル放送移行を控えた駆け込み需要により
加入数は微増傾向にあるが、解約数も同様であり、純
増数では横ばいである。

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・顧客である集合住宅のオーナーから、家賃収入が減
少したことによる低価格のサービスプランへの変更及
び解約件数が増加している。

通信会社（総務
担当）

お客様の様子 ・地上デジタル放送化を直前に、これまで加入してい
た客が景気悪化を理由にアンテナ受信に切替えを行
い、解約するケースが目立って多くなっている。

パチンコ店（経
営者）

競争相手の様子 ・当店、ライバル店も含めて、やや悪い状態から変わ
らない。昼は常連客がいるが、夕方来るサラリーマン
の数が以前に比べると減っている。

競馬場（職員） お客様の様子 ・来場者数が減少したままで、増える様子がない。重
賞レースでも来場者数が前年を下回っている。

設計事務所（所
長）

お客様の様子 ・計画があるようでない。ただ単に話のみで前に進む
気配がなく、また、震災時の不安があるのか、建物の
コンサルタントのみが多少あるだけで、実る話はな
い。

設計事務所（職
員）

それ以外 ・東日本大震災から３か月が経過したが、大きな変化
はない。

74 



分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・住宅の契約状況は、相変わらずユーザーの慎重度は
変わらないが、業績としては前年並みである。住宅地
の土地流通はここ３か月くらいは良くなっており、前
年を若干上回ってきている。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・契約者数に大きな変更がない。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・今のところ販売量に顕著な傾向は出ていないが、放
射線（ホットスポット）の報道により、特に分譲物件
についての問い合わせが減少してきている。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

販売量の動き ・１か月に１回、いろいろと客に案内をして販売会を
やっている。来場はしてくれるものの、なかなか買上
に結び付かないため、販売数、販売量が若干減ってい
る。

一般小売店［文
具］（販売企画
担当）

販売量の動き ・大口のコピー機等、工事物、家具のような物件に関
しては通常どおりであるが、消耗品が少しずつ鈍って
きており、販売量が少なくなっている。来客数、買上
客数、通信販売等の客数は変わらず、むしろ増えてい
るが、財布のひもが少し固くなってきているようであ
る。

一般小売店
［茶］（営業担
当）

販売量の動き ・今月もお茶における放射性物質の数値の高さが報道
されてから、売上が減少している。

一般小売店
［茶］（営業担
当）

お客様の様子 ・東日本大震災後３か月がたち、当業界にも逆風が
次々に押し寄せてきている。新茶の時期が過ぎ、後か
ら風評被害や関東近辺のセシウム被害と、どこの地方
のお茶が安全なのか、お茶屋独自の検査をしない限
り、客の不安は取り除けない。

百貨店（広報担
当）

お客様の様子 ・売上は前年比100％をなかなか達成できない。ただ
し例えば、東北物産展で被災地の産業を支援したり、
催事売上の一部を寄付するなど、買物をすることが社
会貢献につながるというエシカルコンシューマーとい
う言葉があるように、きちんとした背景がある消費は
活性化している。

百貨店（販売促
進担当）

お客様の様子 ・客単価の低迷に加えて関連販売状況も低下し、極
力、必需品の購買傾向にシフトしている。また、父の
日ギフトも単価が更に低下し、暑さ対策のクール機能
商材が売れ筋を代表するような実用的なギフト傾向で
ある。中元ギフトはほぼ前年並みの出だしだが、件数
が減少している。後半はセール待ちの買い控えが目
立っている。

スーパー（経営
者）

来客数の動き ・客数が少し減っていることが売上に影響している。
また、東日本大震災後は特需で少し良かったので、そ
の月に比べると今月は良くない。

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・東日本大震災当時は買いだめに走った分、それが
徐々に落ち着き、通常の買物の姿に変わっており、３
か月前に比べるとやや悪い方向に向かっている。

スーパー（仕入
担当）

来客数の動き ・東日本大震災後、節電、節約ムードになっている。
スーパーマーケットでは必要な商品の購入に絞ってお
り、客数が減っているため、前年を下回っている。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・３か月前は東日本大震災の需要があり異常な売行き
だったため、やや悪くなっている。

家電量販店（店
員）

それ以外 ・年々の傾向を見てみると、販売店のなかでは力のあ
る信頼を得た小売店が成長をしているが、物販におけ
る単価の値崩れにより市場は低迷し続けている。

乗用車販売店
（店長）

販売量の動き ・工場の生産は回復してきたが納期改善にはまだ時間
がかかっており、当月マッチ率は厳しい状況のまま、
売上台数は大幅な目標未達、前年割れとなっている。
また、純受注台数は月初５日までのスタートと20日以
降の終盤で大きく前年割れとなり、前年比80％と伸び
悩んでいる。全国及び県内の比較でも若干の遅れを
取っている。

住関連専門店
（統括）

販売量の動き ・来客数も減っているが、成約件数、販売数が相当
減っている。

その他専門店
［ドラッグスト
ア］（経営者）

販売量の動き ・６月に入り季節品は売れ出したが、高額品の売行き
が芳しくなく、客単価がかなり下がっている。節電が
行き過ぎて暗い陰気な店になってしまった感があるの
で、今全体の電気使用量を見直している。

その他小売
［ゲーム］（開
発戦略担当）

販売量の動き ・一部ハードに値下げの効果が出ているが、有力タイ
トルの発売がなかったことから、日米欧で前年比８～
９割となっている。
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都市型ホテル
（スタッフ）

お客様の様子 ・婚礼見込みの来客が前年比で75％まで落ち込んでい
る。

タクシー（団体
役員）

お客様の様子 ・東日本大震災後３か月が経過したが、震災当初に見
られた自粛ムードは徐々に和らいでいるものの、タク
シー需要に関しては利用客の減少は解消していない。
特に無線オーダーは20％以上減少し、今月も解消して
いない。

観光名所（職
員）

来客数の動き ・６月は梅雨の時期でもあり、また、東日本大震災の
影響で客がかなり減っている。

その他レジャー
施設［アミュー
ズメント］（店
長）

来客数の動き ・母体館内全体の客数が減少しており、これに伴う形
で当店の来客数も減少している。減少が顕著なのは立
ち寄り客で、目的客以外の客に立ち寄ってもらえない
状況となっている。

設計事務所（所
長）

お客様の様子 ・融資が付かない所は注文が激減し、計画が進まない
のが実状である。

その他住宅［住
宅資材］（営
業）

販売量の動き ・東日本大震災の直後は資材の供給が困難になると思
われたことから注文が増えたが、その後、実際の需要
が伸びないために客の在庫が増え、今は注文がほとん
どない状況になっている。

悪く
なっている

商店街（代表
者）

販売量の動き ・東日本大震災による節電や例年以上の猛暑などで、
買い控えが消費者に浸透してしまっている。

一般小売店［家
具］（経営者）

来客数の動き ・非常に景気が悪くなっており、特に最近は外国人が
いなくなっている。今までは意外と外国人客が商品を
買ってくれていた部分があるが、福島第一原子力発電
所の事故後、非常に少なくなっており、店も非常に暇
になっている。

一般小売店［食
料雑貨］（経営
者）

来客数の動き ・消費者の所得が上がらないため上向きにならない。

百貨店（総務担
当）

お客様の様子 ・とにかく客の財布のひもが固い。売上は上がらず、
下がる一方である。

衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・東日本大震災以降、客の様子が元に戻らない。買物
はよりシビアになり、価格に慎重である。早めに夏物
セールに入ったが、顧客の動きも悪く、前年に比べて
盛り上がりに欠けている。

衣料品専門店
（営業担当）

来客数の動き ・今月は梅雨入りをしてから人出も少なく、売上もあ
まり伸びず、前年比84％と厳しい状態である。しかし
衣料品業界の中では、当店はまだ頑張っているほうで
ある。鮮度ある売れ筋の商品を用意して値引き等で
セールをし、今の売上となっている。

その他小売［生
鮮魚介卸売］
（営業）

販売量の動き ・来客数も売上も落ちているのに加えて、商品の仕入
単価が値上げ続きで参っている。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・来客数がかなり大幅に減っている。来てもやはりあ
まり使わず、減少につながっている。客が来ないため
に競合店でどんどん値引き競争をし、更に収益が悪化
している。

タクシー運転手 それ以外 ・東日本大震災が頭から離れることのない毎日で、特
に福島第一原子力発電所の事故、復興復旧に向けてそ
れなりに進展進行していることは報道で知るが、阪神
淡路大震災の時のような明るい見通しがまだない。夜
は街中薄暗く、酔客も少なく、活気が足りない。当業
界も暗い日々が続いている。とにかく事故の収束が待
たれる。

遊園地（職員） お客様の様子 ・東日本大震災から約３か月が経過したが、まだまだ
震災前の状況には戻っていない。

ゴルフ場（従業
員）

来客数の動き ・前年は来客数が前々年よりも減少したが、それより
も今年は減少している。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・東日本大震災後、夕方の客数が伸びなくなってい
る。

住宅販売会社
（経営者）

単価の動き ・東日本大震災以降、被災地の復興と福島第一原子力
発電所の処置にめどが立っていないことなどの理由
で、客の気持ちが回復していない。そのため売買量も
減り、不動産価格は最低の状態のままである。

良く
なっている

食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災後から考えると良い、ということであ
る。

やや良く
なっている

出版・印刷・同
関連産業（所
長）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災以降、ようやく通常の状況に戻ったよ
うに感じる。また、住宅版エコポイント制度関連や、
地上デジタル放送化の影響もあって駆け込み広告案件
が若干発生しており、上向き傾向となっている。

企業
動向
関連
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一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・いくらか良くなっているのは東日本大震災の影響で
あり、部品が出ている。発電機関係も少し増産になっ
ている。

精密機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・６月度は業界でばらばらだが復興需要があり、自動
車などの落ち込みをカバーしている。また、月末ごろ
より自動車、半導体の持ち直し感がある。

建設業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災の影響も少なくなり、資材などもス
ムーズに入荷し始めている。また、自粛していた催し
物も徐々に開催し始めている。

金融業（支店
長）

取引先の様子 ・受注も仕入れに関しても安定的に推移してきてい
る。

金融業（支店
長）

それ以外 ・東日本大震災の影響で資金運用を手控えていた個人
が、ここにきて長期的なもので運用する動きが出てき
ている。

金融業（渉外・
預金担当）

取引先の様子 ・取引先の中で動きの出てきた業種がある。停滞して
いたものが流れ、自粛ムードもなくなってきている。

経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・客数が戻ってきている取引先が多い。

経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・機械加工の下請製造業に、大手からの発注が来てい
る。まだ一部の製造業ではあるが、東日本大震災で停
滞した大手の生産が復帰しつつある。

その他サービス
業［映像制作］
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・新規発注や保留にされていたものがようやく動き出
した様子がある。

その他サービス
業［ソフト開
発］（経営者）

それ以外 ・繁華街に人が出始めている。

その他非製造業
［商社］（営業
担当）

取引先の様子 ・東日本大震災の特需のため、需要とスピードが増し
ている印象を受ける。

変わらない 繊維工業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・消費者の求めているものは、ファッションではなく
衣料である。低所得者層が増えている現在、安価な物
を買い求める動きが定着した感がある。

出版・印刷・同
関連産業（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・印鑑や印刷の仕事では主にゴム印等を法人関係に納
めていることが多く、店では個人の実印、銀行印等を
受けている。個人の需要は少し上がっているかほとん
ど横ばいであるが、会社の法人関係、特に電力関係の
企業が３月11日の東日本大震災以降、非常に下がって
いる。

プラスチック製
品製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災に関係するような製品は動き出してい
るが、それに全く関係のないような製品は逆に動きが
悪くなっている。

プラスチック製
品製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・医療容器、弱電部品は横ばいだったが、東日本大震
災の影響で仮設住宅に使用する網戸部品の増産が決ま
り、前年同時期よりも受注量は増加傾向にある。

一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・仕事の内容はほとんど変わらないが、資金不足とい
うことで、研究資金の借入で何とか頑張っている。

輸送用機械器具
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・今まで不景気もあるが、東日本大震災によって部品
が間に合わないために停滞していた。今月あたりから
少しそれを埋め合わせている。

建設業（経理担
当）

それ以外 ・戸建住宅以外の案件が一時全く無くなってしまった
が、ここにきて価格は厳しいものの、見積案件がやっ
と動き始めている。

輸送業（経営
者）

取引先の様子 ・東日本大震災後、自動車の部品メーカーは工場等、
壊滅状態となった。少しずつではあるが、いよいよ復
興の兆しが見えてきたので、前よりは悪くはないが、
変わらない状況にある。

輸送業（経営
者）

取引先の様子 ・取引先の客は東北の工場がすべて崩壊してしまいこ
れからどうするか分からない。そのため、今、荷主の
ほうも悩んでいるという話だけであり、具体的にいつ
からどうということはない。他で製造しているほうに
多少なりともマニュアルが回るということで、そちら
に運ばせてもらっている状態である。

通信業（広報担
当）

受注量や販売量
の動き

・一進一退の動きである。

不動産業（総務
担当）

取引先の様子 ・節電のため所有ビルの共用スペースのみならず、専
用スペースについてもテナントに協力をお願いしてい
るが、商業テナントからは、東日本大震災以降、相変
わらず客の入りが悪く売上が伸びないので賃料を値下
げして欲しいと逆にお願いされる事態になっている。

77 



分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

社会保険労務士 取引先の様子 ・資金繰りの厳しい会社が多く見受けられる。
経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・街のにぎわいを左右する中小飲食業の現況では、東
日本大震災後の人出の減少に加え、例年より早い梅雨
入り、頻発する食中毒事件などにより、客数が減少し
ている。しかも夏の賞与にもあまり期待できない。大
手飲食チェーンでは値下げにより懸命に対応している
が、中小ではこれが難しい。非常に厳しい状況が続い
ている。

その他サービス
業［警備］（経
営者）

取引先の様子 ・公共事業がまだ動いていないので、売上が低迷して
いる。

やや悪く
なっている

出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・商店や会社関連の仕事の動きが少なく、明るさが見
えない。

出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・受注にばらつきがあり、安定的な受注がない。時期
的にも定期受注品が少なく、苦戦中である。

出版・印刷・同
関連産業（営業
担当）

競争相手の様子 ・同業他社の営業が、印刷の受注量が更に減って印刷
機の稼働率が例年に比べ極端に悪いと言っている。

その他製造業
［鞄］（経営
者）

取引先の様子 ・当社の得意先は、京都の呉服関係とデパート関係の
２件ある。デパート関係は大変状況が悪いということ
で、苦戦しているようである。また京都のほうでも仕
事量が減って、やはり苦戦はしているようである。

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・新築案件での顧客が減っている。耐震工事は例年ど
おりである。官庁関係は小物が多く、大型案件は減っ
ている。なお、環境に配慮した商品の問い合わせが多
くなっている。

輸送業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・取扱量の減少傾向が続いているおり、荷主側が配送
コースの見直し削減を実施したため、当社の担当業務
が減少している。

輸送業（所長） 受注量や販売量
の動き

・依然として東日本大震災後の影響で一部部品がない
ため製造できず、注文はあるが出荷品がないために
キャンセルといったことが続いている。見通しとして
は７月下旬か８月上旬ぐらいと聞いているが、実際の
ところまだ分からない。

輸送業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災による輸送の特需が３月には発生して
いたが、今はそれがないのでその分落ち込んでいる。

金融業（支店
長）

取引先の様子 ・取引先の中小企業の様子は、東日本大震災の影響に
より、材料や部品の不足がかなりある。製造業を中心
に建設業、自動車関連等の客にもかなり影響が出て、
売上が低迷している企業が多くなっているため、景気
は若干悪くなっている。

金融業（役員） 取引先の様子 ・東日本大震災の影響で依然として厳しい状況にはあ
るが、受注や生産活動等は若干持ち直してきているよ
うである。

広告代理店（従
業員）

取引先の様子 ・東日本大震災の影響で、取引先の商品が販売できな
い。

税理士 取引先の様子 ・顧問先で貸室、貸マンションを40数室持っている所
があるが、この１年、特に今年に入って出ていく人が
多い。１階の倉庫業者や事業家が事務所や事業所とし
て使っていた広い所は２軒とも３月に出ており、他の
部屋も出て行っている。普通に人気のある所だが、安
い所に行くとか事業を縮小して出て行く等、今まで
ずっと安定していた不動産業界でもこういう形になっ
ている。

その他サービス
業［廃棄物処
理］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・まだ回復軌道に乗り切れていない感じである。復興
への意気込みも息切れが見られ、依頼件数も受注量も
低下傾向である。

その他サービス
業［ビルメンテ
ナンス］（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・契約金額の減額要請が来ている。

その他サービス
業［情報サービ
ス］（従業員）

受注量や販売量
の動き

・そろそろ関東圏における東日本大震災の影響はなく
なってきていると思うが、受注件数の減少傾向は回復
の兆しがない。地震発生前と比較すると受注量が元に
戻らないため、まだまだ回復したと言える状況ではな
い。
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悪く
なっている

出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

それ以外 ・東日本大震災後、客先の様子がすっかり変わり、看
板、不要不急のステッカー、小物、ノベルティなどが
全く無くなってしまっている。

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・電気を消費しない空調機器はないため、電気の心配
がいつも付きまとう。

輸送業（総務担
当）

取引先の様子 ・東日本大震災以降、出荷量の激減が続き、増加の見
込みが見えない。

広告代理店（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・求人広告の依頼が全く無くなっている。これまでも
既にかなり目減りしていたが、ここにきてゼロとなっ
ている。目減りしていても、多少は有ると全く無いと
では違う。仕方ないとはいえ、厳しい。

良く
なっている

民間職業紹介機
関（職員）

求人数の動き ・求人数が増えてきている。東日本大震災、景況感等
の心理的改善が強まってきて、企業側の採用意欲が高
まってきている。

やや良く
なっている

人材派遣会社
（支店長）

求人数の動き ・東日本大震災の対応業務が落ち着きつつあるもの
の、地上デジタル放送関連の業務が大きく求人を増や
し、全体として新たな契約開始は終了を上回ってい
る。

求人情報誌製作
会社（営業担
当）

周辺企業の様子 ・新規取引社数が若干増えている。

求人情報誌製作
会社（営業担
当）

求人数の動き ・若干ではあるが、求人数及び職種が増えている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・一般、パートともに求人数が増加している。ＩＴ、
医療、福祉職の求人が、特に増加している。

職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・サプライチェーンの回復は想像以上に進んでいる。
ようやく７月に大手自動車工場がフル稼働生産になる
ため、期間従業員の大量募集の情報もあることから、
自動車関連の中小企業に対しても受注が徐々に増えて
いくと考えられ、休業も減少する。夏場の電力不足の
心配もあるが、景気はゆっくり回復していく。

民間職業紹介機
関（経営者）

求人数の動き ・当社のクライアントの多くは製造メーカー、特に自
動車関係が多いのだが、その中では一時停滞していた
生産ラインの復調が順調に進んで落ち着き、80～
100％に近い所も出てきている。そうした中からもう
少し中長期的な見方をする所も出てきており、生産ラ
インというより研究技術開発要員、あるいは中途が多
いが海外で人事、経理、営業のできる経験者等の要求
が特に出てきている。

民間職業紹介機
関（職員）

求人数の動き ・求人数が増加傾向にある。

変わらない 人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・各業種とも、求人の多い所や増えている所はない。

人材派遣会社
（支店長）

それ以外 ・仕事の雇用選択肢が増えてきたせいか、派遣就業者
の本人都合による契約終了割合が増加傾向にある。一
方、派遣依頼数は微減状況であまり良くない。

人材派遣会社
（営業担当）

求人数の動き ・派遣需要は依然少なく、求人数は少ない状況であ
る。東日本大震災の影響は落ち着いているが、派遣需
要は依然回復していない。

人材派遣会社
（営業担当）

周辺企業の様子 ・雇用拡大の様子は見られない。今まで欠員補充を我
慢していた企業の雇用数はやや回復しているが、余剰
感があった企業の欠員補充は我慢が続いている様子で
ある。また、雇用形態も有期職がひところよりも増え
ており、無期職に上がれる基準が高い傾向が見られ
る。

求人情報誌製作
会社（編集者）

採用者数の動き ・６月に入り大手企業の内定が出始めたが、先行して
いた中堅企業の内定に満足して学生の活動量が鈍って
いるようで、歩留まりが思わしくないという人事担当
者の声がある。長期化の可能性大で、業界としては
チャンスかもしれない。

職業安定所（所
長）

求職者数の動き ・前年同期と比べ、求職者があまり減っていない。特
に新たに失業給付手続きをする人はほとんど同数で高
い水準を維持していることから、景気には変化が見ら
れない。

学校［専修学
校］（就職担
当）

求人数の動き ・東日本大震災の影響を含め、停滞気味の求人獲得数
に大きな上昇は見られず、前年と比較してもマイナス
傾向が継続している。

雇用
関連
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学校［短期大
学］（就職担
当）

採用者数の動き ・不景気が続き、求人数が非常に少ない。あっても四
大生のみだったり採用人数も非常に少なく、短大生の
就職活動意欲が薄れてきている。

やや悪く
なっている

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人数の減少幅が大きくなっているものの、このあ
たりが底だと考える。事業所側も、採用を控えるのは
それほど長期に渡るとは思えない。

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・６月後半から求職者数が減少傾向で、新しい求人が
少ない。また、内容もあまり変わりがないため、求職
者は求人検索をするだけで紹介を受けようとする人が
減っている。ハローワークの中での活性化が見られ
ず、就職数も伸びていないようである。

悪く
なっている

求人情報誌製作
会社（広報担
当）

周辺企業の様子 ・新卒採用をする企業が相対的に元気がない状況は続
いているが、採用を再開してもかなり予算を絞ってい
るため、告知媒体にお金を掛けなくなっている。我々
のような業界は先細るばかりである。

　５．東海（地域別調査機関：三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング（株））
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・コンビニエンスストアでは、東日本大震災以降もた
ばこの在庫が比較的あるため、たばこを求めて来店す
る客が増加し、来客数は増加傾向にある。たばこの売
上が伸びて、全体の売上も伸びている。ただし、それ
以外の商品は、強い動きにはなっていない。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・例年ならばそれほど売れる月ではないが、今月は中
古車がよく売れている。問い合わせ件数も多く、仕入
れが難しいほどである。単価も高く推移している。

その他専門店
［雑貨］（店
員）

販売量の動き ・省エネ商品、暑さ対策商品、防災用品の品切れが続
出している。

やや良く
なっている

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・多少ではあるものの、商店街への週末の来客数が増
えてきている。ただし、客単価は依然として低迷して
おり、売上も前年同月と比べて減少している。

一般小売店［土
産］（経営者）

販売量の動き ・東日本大震災直後は地元の観光地でも静かな日が続
いたが、春休み以降は完全に回復している。

一般小売店［贈
答品］（経営
者）

お客様の様子 ・東日本大震災の影響で、４月は贈答品の売上がかな
り落ち込んだ。今月も売上水準は全体的にまだ厳しい
ものの、４月と比較すると少し持ち直してきている。
うちわの仕事もしているが、震災の影響とエコ意識の
高まりにより、うちわの需要は非常に伸びている。扇
風機も売れていると聞くが、消費者は扇風機とうちわ
で夏の暑さを乗り切ろうとしている。うちわ業界に
とっては追い風である。ただし、在庫が不足しつつあ
る。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・土日祝日は家族連れの来客数が多く、売上も前月比
で増えている。特に平日は、午前は閑散としているも
のの、午後は仕事帰りに立ち寄る男性客が増加してお
り、夕方の売上も伸びている。靴のプレゼントはサイ
ズの問題もありあまりないが、今年は暑いため、父の
日にサンダルのプレゼントがよく売れている。

百貨店（販売担
当）

お客様の様子 ・来店客の購買意欲は高く、久しぶりにボーナス需要
を感じている。良い商品なら予算をオーバーしても購
入するという客が増えている。これは、しばらく見ら
れなかったことである。

百貨店（店長） 販売量の動き ・物流の改善により、食品の売上が回復している。そ
れに加えて、催事場ではベッドやじゅうたんが売れ始
めており、眼鏡の売上も回復している。

百貨店（販売担
当）

販売量の動き ・販売促進策で実施した先行セールへの反応は良くな
いが、本格セールの直前期にもかかわらず、定価品は
好調に動いている。秋色の夏素材商材の売行きが、こ
こ数年なかったほど伸びている。客の目は、価格か
ら、より良い商品や価値が高い商品へと向かい始めて
いる。今後は、商品単価が上昇する可能性も高い。

百貨店（営業企
画担当）

販売量の動き ・東日本大震災直後と比較すると、来客数は回復傾向
にある。客単価も震災前の水準に戻りつつある。

スーパー（店
員）

お客様の様子 ・梅雨の期間が例年よりも短く、雨による客足への影
響はあまりない。梅干しが店頭に並ぶ時期であるが、
例年並みの販売量である。

家計
動向
関連
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スーパー（店
員）

単価の動き ・少しずつではあるものの、来客数は増加している。
単価も少し上向きになっている。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・来客数が増えてきて、前年並みになっている。たば
こ特需により、客単価も前年同月を上回っている。

コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・客単価、来客数、売上の前年同月比は、前月と比べ
て２～４％改善している。全社で比較すると、客単価
は全国並みであるが、売上と来客数は上回っている。

コンビニ（商品
開発担当）

販売量の動き ・他業態と比べてたばこの入荷が多かったこともあ
り、たばこ目当ての来客数が増えている。タスポ効果
の時のように、おにぎりやパン等のついで買いがあ
り、売上はやや改善している。

家電量販店（店
員）

販売量の動き ・猛暑により、エアコンの売上が大幅に伸びている。
地上デジタル放送への完全移行で、テレビの売行きも
良い。

家電量販店（店
員）

来客数の動き ・高価格商品は売れていないが、値下がりした商品や
安い商品に対する客の反応は良く、来客数も増えてい
る。

乗用車販売店
（経営者）

お客様の様子 ・車の点検等は、これまでは先送りされてきたが、少
し増えてきている。

乗用車販売店
（経営者）

お客様の様子 ・東日本大震災時の買い控えは、かなり改善されてき
ている。また、主力車種に関しては生産も戻りつつあ
る。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・新車の配車台数が制約されているため、販売実績は
前年同月比50％割れであるが、受注量は前年同月比
75％前後で推移している。来客数も、例年の夏のボー
ナス期ほどではないものの、確実に増加している。消
費は、少しずつではあるが回復してきている。

乗用車販売店
（従業員）

お客様の様子 ・客との会話のなかで、利益はあまり増えていない
が、仕事は忙しくなってきているという話がよく聞か
れる。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・前年並みとまではいかないが、販売台数は大幅に回
復している。当店、会社共に、目標に近い販売台数で
推移している。

乗用車販売店
（経理担当）

販売量の動き ・メーカーからの供給量が回復しつつある。乗用車の
仕入金額は、東日本大震災直後と比べると20倍ほどに
なってきている。登録可能な車両の増加に伴い、売上
も４、５月と比べると増加している。

乗用車販売店
（総務担当）

来客数の動き ・東日本大震災の影響による自粛ムードは、変化しつ
つある。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・３月と比べると、出控えていた客が少し戻ってきて
いる。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・東日本大震災後の自粛ムードが弱まり、前年同月の
売上並みに回復している。ボーナスが出た企業もある
ため、週末の人通りも増えており、来客数の増加につ
ながっている。

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・東日本大震災直後はキャンセルが相次ぎ、休業同然
であったため、その時と比較すればやや良くなってい
る。最悪期と比べると、落ち着きを取り戻して、仕事
が入ってきている。

観光型ホテル
（販売担当）

来客数の動き ・団体客のキャンセルによって空いた穴を、完全とま
ではいかないものの、個人客で相当カバーできてい
る。宴会の売上は減ったままであるが、レストランの
売上は増えている。

都市型ホテル
（支配人）

来客数の動き ・ビジネス目的の宿泊客が戻ってきた。海外からのビ
ジネス客も、かなり戻ってきている。ただし、観光客
はまだ回復しておらず、宴会も自粛が続いている。レ
ストラン部門は、比較的良い。

旅行代理店（経
営者）

お客様の様子 ・経済的余裕がある客層は、消費を増やしている。た
だし、普段から消費を抑えている客層は、更に節約し
ている。

旅行代理店（経
営者）

販売量の動き ・東日本大震災後は旅行は罪悪のように受け取られて
いたが、そうした雰囲気は徐々に弱まり、今は旅行も
復興につながると理解されてきている。売上も、夏の
個人旅行を中心に、徐々に回復しつつある。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・東日本大震災や福島第一原子力発電所事故に伴う自
粛ムードは一段落しており、夏の旅行計画や、スポー
ツ関連のイベントでのバスや弁当の注文が増えてい
る。少しずつ余暇を楽しむ余裕が出てきた感がある。
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タクシー運転手 来客数の動き ・通勤時間帯や昼間のタクシー利用客数は変わってい
ないが、深夜の利用客数は増加している。株主総会の
終了後に繁華街に出掛ける人が多いことが要因であ
る。

タクシー運転手 お客様の様子 ・急に暑くなったためか、ビアガーデンや居酒屋帰り
の利用客が増加している。日中も、病院に通う人の利
用がかなり増えている。

変わらない 商店街（代表
者）

販売量の動き ・相変わらず、客単価は非常に低い。客単価が低いた
め、売上の増加にはつながってこない。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・東日本大震災以降の売上は、５月の連休に少し回復
した後、６月に入ってまた若干回復しつつある。ただ
し、来客数はやや減少している。

商店街（代表
者）

販売量の動き ・東日本大震災直後と比べると、購買意欲はやや回復
している。ただし、生活必需品以外では、期待したほ
どには回復していない。単価が高い商品はほとんど売
れていない。

一般小売店［高
級精肉］（企画
担当）

販売量の動き ・東日本大震災以降、消費動向は少し変化している。
節電も含めて、中元商戦への影響が懸念される。

一般小売店［書
店］（経営者）

販売量の動き ・立ち読みだけして買わずに帰る客や、買っても最低
価格の105円の本を１～２冊という客が本当に増えて
いる。以前は千円や二千円は簡単に使っていたのが、
今は105円の本１冊だけという客も増えている。

一般小売店［酒
類］（経営者）

来客数の動き ・取引先の飲食店では、来客数がゼロに近いという日
が続いている。

一般小売店［薬
局］（経営者）

販売量の動き ・調剤部門の売上は多少増えているものの、一般小売
の売上は年々減少している。客は必要な物は買うが、
ついでの買物がない状態は変わらない。買ってもらう
には、以前と比べて多くの時間と努力が必要である。

一般小売店［自
然食品］（経営
者）

単価の動き ・普段の買物の客単価が、低くなってきている。通常
の営業時とセール時の来客数に、差がありすぎる。出
費を低くしようという動きは変わっていない。

一般小売店［生
花］（経営者）

販売量の動き ・東日本大震災以降、消費はかなり落ち込んでいた
が、今はやや持ち直している。来客数も回復しつつあ
る。

一般小売店［食
品］（経営者）

来客数の動き ・雨の日が多くなり、来客数はやや少ない。客の様子
を見ると、一時の自粛ムードは少し緩和しているが、
買い方はまだ慎重で抑え気味である。客単価は低めで
推移している。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・クリアランス待ちもあるが、必要品以外は購入しな
いという買物態度は、依然として変わらない。

百貨店（販売担
当）

お客様の様子 ・上旬は好調に動いていたが、中旬ごろからセール待
ちの買い控えや下見の客が増えて、かなり厳しい状況
になっている。一部のブランドでは先行セールを開始
したが、本格的なセールを待つ客の姿が多く見受けら
れる。

スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・物や人の動きがやや鈍くなってきている。スー
パー、ショッピングセンター等への来客数も減少して
いる。

スーパー（経営
者）

競争相手の様子 ・大型店、中小スーパー共に、相変わらずディスカウ
ント価格ばかりである。

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・客はチラシ広告を見て、価格にシビアに買物してい
る。その一方で、手頃な新製品や話題商品が動いてい
る。

スーパー（総務
担当）

単価の動き ・客単価は、前年同月並みに回復してきている。たば
この売上も前月に比べて増加している。

スーパー（販売
促進担当）

お客様の様子 ・当店全体の売上は、引き続き前年同月を下回ってい
る。客が買う商品は、必要品ばかりである。暑さ対策
関連商品で売上をカバーするのは難しい。

スーパー（営業
企画）

お客様の様子 ・東日本大震災後は一時的に買い控えがあったが、今
は一段落しており、買物動向は落ち着いてきている。

コンビニ（企画
担当）

来客数の動き ・予想したほどの客の動きにはなっていない。来客数
は、わずかながら依然として前年を下回っている。

コンビニ（エリ
ア担当）

それ以外 ・震災特需がなくなり、購買意欲も弱くなってきてい
る。

コンビニ（店
長）

販売量の動き ・気温が上がらないためか、飲料水やアイスクリーム
の動きが今一つ鈍い。雨が多いためか、来客数もそれ
ほど伸びていない。
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衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・客の年齢層が年々上がり、販売意欲もなくなってき
て来客数が減少傾向にあったところに、東日本大震災
が起きた。来店客は多くの買上をしてくれるが、新規
の客が少ない。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・受注量を見る限り、良くも悪くもなっていない。新
型車に関しても悪くない。

高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・東日本大震災後の来客数の落ち込みからは、回復し
つつある。しかし、震災以前の来客数を上回ってはい
ない。

一般レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・集客が難しく、厳しい状況にある。飲食店では、焼
肉食中毒事件の影響も大きい。

一般レストラン
（従業員）

お客様の様子 ・売上は少ない水準で安定している。客は、小遣いが
減ったため来店機会も減ったと話している。

旅行代理店（経
営者）

競争相手の様子 ・大手の旅行代理店が店舗の統廃合を始めており、厳
しい状態は一段と進みつつある。

旅行代理店（従
業員）

来客数の動き ・東日本大震災の影響はまだ強く残っており、まだ本
来の予約状況までには回復していない。

タクシー運転手 販売量の動き ・東日本大震災前は景気が悪いなりに利用客はあった
が、震災後は夜の繁華街の客もなかなか利用してくれ
なくなっている。最終金曜日は最近なかったほどの人
通りがあったが、その後は以前と同じように静かであ
る。ボーナスが出た企業もあると思うが、そうした様
子は感じられない。

通信会社（企画
担当）

販売量の動き ・地上デジタル放送への完全移行まで１か月を切り、
新規の契約数は増えているが、解約数もそれ以上に増
えている。

ゴルフ場（企画
担当）

来客数の動き ・今年は入梅が早く、来場者数の減少が心配された
が、ほぼ目標通りである。前年同月と比べると、来場
者数、売上共に上回っている。ただし３か月前と比べ
ると、良くなってはいない。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・販売量は変わらず、横ばいである。

住宅販売会社
（従業員）

来客数の動き ・東日本大震災の影響もあり、例年と比べて買い控え
が見られる。全体的には変わらないが、地域差があ
る。

その他住宅［住
宅管理］（従業
員）

来客数の動き ・来客数は、ここ２～３か月間はほとんど変わらな
い。多くはないが、ぽつぽつと来客がある。

やや悪く
なっている

一般小売店［土
産］（経営者）

来客数の動き ・高速道路の無料化社会実験と料金引下げの終了後、
週末の観光客数は激減している。

一般小売店［惣
菜］（店長）

お客様の様子 ・月の後半から、中元シーズンに入っている。個人客
は、東日本大震災以降の人のつながりを大切にする風
潮からか、それ程の落ち込みは感じられない。しか
し、大口の法人関係に関しては、現時点では苦戦して
いる。

スーパー（店
長）

単価の動き ・一品単価は横ばいであるが、買上点数には減少傾向
が見られる。必要品や低価格品ばかりを購入する買物
が多い。

スーパー（店
長）

単価の動き ・一品単価の下落が進んでいる。買上点数の動きもそ
れをカバーするほどではないため、客単価も低下して
いる。

スーパー（店
員）

単価の動き ・商品価格が高くなっているため、購入量は更に減少
している。

スーパー（営業
担当）

単価の動き ・３か月前は震災需要で伸びたが、今は震災前に戻
り、厳しい状況が続いている。一品単価、客単価共に
低迷している。

コンビニ（店
長）

販売量の動き ・下旬から気温が上昇し、飲料やアイスクリームの売
上が増えてきている。しかし、月前半の落ち込みをカ
バーするほどではない。

コンビニ（店
長）

来客数の動き ・繁華街立地の店とビジネス街立地の店の両方で、来
客数は減少してきている。特に繁華街の店では、夜の
来客数が減少したこともあり、来客数の減少が著し
い。

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・来客数の減少や単価の低下などにより、景気はやや
悪くなっている。

衣料品専門店
（販売企画担
当）

販売量の動き ・５月までは商品はよく動いていた。今月は急に暑く
なり、通常ならば夏物が動くはずが、東日本大震災の
影響のためか、消費は増えていない。
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乗用車販売店
（従業員）

来客数の動き ・販売台数は前年並みである。他社の車に乗って来店
する客が減ってきており、購入を積極的に検討する話
も少なく、様子見がうかがえる。また、検討車種の納
期がかなり遅い場合は、値引きも含めた競合車種との
比較もできないため、車検が近い客は購入を諦めるよ
うである。

住関連専門店
（営業担当）

販売量の動き ・東日本大震災前から、民間の設備投資や公共工事は
減少していた。震災以降は、それまで良かった持家住
宅や分譲マンションも減少してきている。全体的に厳
しい状況が続いている。

その他専門店
［雑貨］（店
員）

競争相手の様子 ・来客数が落ち込んでいる。

理美容室（経営
者）

来客数の動き ・暑くなり、本来ならば忙しくなるはずなのに、客は
あまり来ない。

美顔美容室（経
営者）

お客様の様子 ・キャンペーンを実施中であるが、同業のサロンが周
囲に増えてきたためか、新規客は増えていない。

その他サービス
［介護サービ
ス］（職員）

競争相手の様子 ・大手の事業者が、介護保険外のレンタルサービスで
低価格競争に出ている。採算にあわず、厳しい状況で
ある。

悪く
なっている

スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・３月以降、売上は落ち込んでいる。客との会話で
も、今月は前年同月比で２割強落ち込んでいるとの話
が聞かれる。

その他専門店
［貴金属］（店
長）

お客様の様子 ・東日本大震災、福島第一原子力発電所事故、ボーナ
スカットと暗い話題ばかりで来客数は減少しており、
景気は冷え込んでいる。消費マインドも低下してお
り、高額な時計や宝飾品の売上回復は見込めない。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・静岡の繁華街では、かつては夜の11時ごろはまだ人
通りが多かったが、今は本当に閑散としている。

理容室（経営
者）

お客様の様子 ・相変わらず、景気の良い話は聞かれない。また、客
は安い店に流れている。

住宅販売会社
（経営者）

お客様の様子 ・東日本大震災の影響により、海から離れた地区で購
入が少しある。

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・借入しないで、自己資金での増改築を検討する人が
多い。そのため、早急に修理が必要な工事ならば仕方
ないが、耐久性の補強のための工事ならばもう少し我
慢するという客が目立っている。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

電気機械器具製
造業（企画担
当）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災後は停滞していた部品の入荷が回復し
てきており、出荷量は上向いている。

輸送用機械器具
製造業（総務経
理担当）

受注量や販売量
の動き

・今月中旬以降、客からの発注量は確実に増加してい
る。売上は、４月と比べて９割増になる。

輸送業（エリア
担当）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災の影響が懸念されたが、荷物量の前年
同月比は発送、到着共に伸びてきている。

金融業（法人営
業担当）

取引先の様子 ・サプライチェーンの復旧により、地元の自動車メー
カーは生産を回復している。それに伴い、部品メー
カーの生産も急ピッチで増加している。中小零細企業
では、土日操業に伴うパート労働者の確保に追われる
動きもみられる。

会計事務所（社
会保険労務士）

取引先の様子 ・顧問先では、大きな仕事が入っている企業や、新規
事業が伸びている企業がある。

変わらない パルプ・紙・紙
加工品製造業
（総務担当）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災の影響は少なくなっており、景気は少
しずつ回復してきている。

化学工業（企画
担当）

受注量や販売量
の動き

・４～５月は、福島第一原子力発電所事故の影響で、
日本製品が放射能汚染されているとの風評から、海外
顧客から在庫を放出するようにとの要望があったが、
最近は少し沈静化している。また、各国では日本製品
の受け入れ体制の整備が進み、輸出は震災前に戻りつ
つある。

鉄鋼業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災以降、受注量、販売量共に以前と比べ
て２割以上も落ち込んでおり、回復する兆しも見えな
い。

一般機械器具製
造業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・北米市場、アジア市場共に、自動車業界からの引き
合い件数や受注量に大きな変化は見られない。

企業
動向
関連
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輸送業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・貨物量は回復してきているが、イレギュラーな配送
が多く、積載率は低迷している。軽油価格も高止まり
しているため、利益を大きく圧迫している。

輸送業（エリア
担当）

競争相手の様子 ・取引先の大手飲料メーカーでは、例年今の時期は夏
に向けて、飲料水が出荷のピークを迎える。今年は急
に暑くなってきたにもかかわらず、目立つほどの増加
はなく、例年通りの動きである。

輸送業（エリア
担当）

受注量や販売量
の動き

・アジア間の貨物は好調であるが、米国との貨物は低
調である。

通信業（営業担
当）

取引先の様子 ・東日本大震災以降も、震災前の悪い状態で推移して
いる。取引先の投資意欲は、厳しい状態が続いてい
る。

金融業（企画担
当）

取引先の様子 ・東日本大震災から３か月が経つが、福島第一原子力
発電所事故の状況が改善していないことや、政局が不
安定なことから、投資意欲は回復しておらず、様子見
が続いている。

不動産業（管理
担当）

受注量や販売量
の動き

・名古屋地区では、引き合いや取引状況等に変化は見
られない。

広告代理店（制
作担当）

取引先の様子 ・イベントや企画の縮小、中止の影響で、それに関連
した印刷物も含めて、厳しい状況が続いている。

新聞販売店［広
告］（店主）

受注量や販売量
の動き

・折込広告量は、前年並みに回復している。ただし、
流通分野では回復が見られない。

会計事務所（職
員）

取引先の様子 ・各企業では販売実績、売上実績を伸ばそうと頑張っ
ているが、それに伴うコストが増えている。人気があ
る住宅は良い建材を使っており、サービスも人件費等
のコストを掛けている。そのため、売上の割には利益
は少なくなっている。

その他サービス
業［ソフト開
発］（社員）

取引先の様子 ・今まで凍結されていた案件に予算が付き、ようやく
動きが出始めたと聞いている。

その他サービス
業［広告印刷］
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災に伴う影響から、まだ抜け出ることが
できていない。悪い状態が続いている。

その他非製造業
［ソフト開発］
（経営者）

取引先の様子 ・取引先の生産量は通常の６割程度であり、パート社
員も減らしている様子で、非常に厳しい状態にある。
これでは、設備投資にまではなかなか回らない。

やや悪く
なっている

化学工業（総務
担当）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災に伴う需要が、落ち着いてきている。

窯業・土石製品
製造業（社員）

受注量や販売量
の動き

・今月中旬に大口取引先から１か月程度の納期延期の
依頼があり、一気に生産量を減らしている。

輸送業（従業
員）

受注価格や販売
価格の動き

・荷主は、運賃に対して非常にシビアである。燃料で
ある石油製品の価格が大幅に上昇しており、荷主に燃
料サーチャージを要請しても応じてもらえる状況には
ない。

輸送業（エリア
担当）

受注価格や販売
価格の動き

・今月の売上の３か月前比は5.3％減、前年同月の売
上の３か月前比は11.7％増とやや悪くなっている。た
だし、前年同月の３か月前比の大幅増は、前々年４月
から前年２月までの期間が非常に落ち込んでいたこと
による。

悪く
なっている

経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・地元の金融機関では、地元企業に対する融資、特に
不動産の融資をほとんど凍結している。そのため、新
規の事案が全く動いていない。

公認会計士 それ以外 ・東日本大震災の影響で、顧問先の自動車関連製造業
の操業度が低下している。製造業の業績悪化が、多く
のサービス業にも影響している。

良く
なっている

アウトソーシン
グ企業（エリア
担当）

採用者数の動き ・自動車関連企業の雇用増加に伴い、採用者数は増加
している。

やや良く
なっている

人材派遣会社
（経営企画）

周辺企業の様子 ・取引先企業では研究開発意欲が高まっており、技術
者派遣の需要も増加している。

人材派遣会社
（支店長）

周辺企業の様子 ・自動車関連企業が生産を本格化し、期間工の採用も
再開している。

新聞社［求人広
告］（営業担
当）

求人数の動き ・新聞の求人広告量は、東日本大震災直後と比べる
と、多少上向きになっている。

職業安定所（所
長）

周辺企業の様子 ・自動車部品の製造は東日本大震災の影響で一時止
まったが、今月中旬以降、生産は回復している。自動
車部品を製造する３次下請までの生産量は、震災前の
７～８割にまで回復している。ただし、４次下請以下
では、厳しい状況がまだ続いている。

雇用
関連
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職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は、６月に増加に転じており、増加幅も
広がりつつある。

民間職業紹介機
関（支社長）

求人数の動き ・自動車関連製造業の生産の回復に伴い、求人が入り
始めている。また、在職中の求職者が転職に伴い退職
手続きする際に、強く引き留められるケースも増えて
いる。

変わらない 人材派遣会社
（営業担当）

周辺企業の様子 ・生産は持ち直してきているが、採用計画に大きな変
化は見られない。

新聞社［求人広
告］（営業担
当）

採用者数の動き ・４、５月に比べて、採用数は減ってきている。求人
広告数も、今月は減少に転じている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人はそこそこ出てきているものの、前年度を下回
る条件の求人が多い。全体的に見ると、求人意欲は低
い。

やや悪く
なっている

人材派遣会社
（支店長）

求人数の動き ・採用者数は、前年同月比135％と増加している。し
かし、求人数は前年同月の７割に減っており、直近ま
での求人数と比較しても、弱含みとなっている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は４、５月とほぼ同水準であるが、前年
同月比ではマイナスになっている。また、パートを除
く一般求人数は、３か月連続で前年同月を下回ってい
る。東日本大震災の影響も、多少ある。

職業安定所（次
長）

求人数の動き ・ハローワークでの新規求人数は、４、５月と２か月
連続で前月を下回っている。季節要因もあるが、企業
の求人意欲が低下していることも影響している。ま
た、休業に伴う雇用調整助成金の届出件数も、再び増
加に転じている。ただし、求職者数の動きには大きな
変化は見られない。

悪く
なっている

－ － －

　６．北陸（地域別調査機関：（財）北陸経済研究所）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）
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良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

一般小売店［精
肉］（店長）

単価の動き ・中元商品が動き始めたが、例年と比較すると単価の
高いものが売れている。

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・買物の仕方自体はまだまだ厳しい目を持って選んで
いるが、着心地の楽なもの、涼しく感じるもの、盛夏
物の肌着など特化したものは販売量が増えている。

百貨店（営業担
当）

単価の動き ・例年６月はクリアランスセール待ちで婦人服販売の
動きが悪くなるが、セールの前倒しをする売場が増
え、前年並みの売上を達成できた。

百貨店（売場担
当）

お客様の様子 ・婦人衣料品を中心に、上得意向けのシークレット
セールやブランド品のセールなど早期の割引販売に対
して購入率が上昇している。また、涼しく過ごすため
のインテリアなど夏の商材に動きがみられる。

コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・ここ３か月ほど、売上の前年同月比は120％を維持
している。

コンビニ（店
長）

それ以外 ・地域の事情もあって、近隣のコンビニ店舗が別の大
手コンビニチェーンへ移行するための改修工事をして
おり、当店の売上は好調である。７月の中旬ごろから
再開するので今月限りの現象であろうが、改修がな
かったとしても調子は良かった。

家電量販店（経
営者）

販売量の動き ・テレビの売行きが異常なほど良い。地上デジタル放
送への移行後も、家中のテレビが地上デジタル放送対
応に変わるまで当分は現在の状況が続きそうである。

家電量販店（店
長）

販売量の動き ・節電関連の販売量、地上デジタル放送対応商品の販
売量が前年比150～200％で推移している。

家電量販店（店
長）

販売量の動き ・アナログ放送終了により、テレビの販売数量が増加
している。

乗用車販売店
（経理担当）

販売量の動き ・東日本大震災の影響は依然として続いているが、自
動車の販売量は前年同月比50％までに回復してきた。

その他専門店
［医薬品］（営
業担当）

販売量の動き ・来店客１人当たりの買上点数が5.8点から6.6点へと
増加し、買上量が増加している。

家計
動向
関連
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高級レストラン
（スタッフ）

販売量の動き ・今月に入りメーカーの接待需要が急増している。た
だし、10、11月に次いで６月は団体旅行の多い月だ
が、団体旅行に関しては昼も夜も例年比約60％と低調
である。

一般レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・高速道路料金休日上限1000円制度の駆け込み需要も
あり、週末は好調であった。制度終了後の週末も大き
く落ち込むこともなかった。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・東日本大震災の影響は落ち着いてきた気配を感じて
いる。しかし、職種によって格差があり、給料が下
がってきたとか、特に建設関連では仕事がなくなって
いるなどの声を聞く。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・売上の前年同月比が前月40％減、今月24％減とマイ
ナス幅が改善傾向にある。団体旅行計画も中止から実
施への見直しが始まっている。ただ安近短傾向が目
立っている。

旅行代理店（従
業員）

お客様の様子 ・３か月前と比べると明らかに問い合わせ件数は増加
している。直近の団体旅行案件も複数ある。しかし本
格的な需要復活までの力強さは感じられない。

タクシー運転手 お客様の様子 ・自粛ムードが和らいできており、東日本大震災以前
の生活に戻れば経済的にも良くなってくる。そして、
それが最終的には、復興の手助けになるとの声をよく
聞くようになった。

タクシー運転手 販売量の動き ・企業の営業担当と思われる客が増加している。
通信会社（職
員）

来客数の動き ・アナログ放送終了を前に、ここにきてようやく駆け
込み需要が増加速度を上げてきた。

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・スマートフォン需要が高まっており販売数も増えて
いる。まだ未発売の商品もあり今後が期待できる。

テーマパーク
（職員）

来客数の動き ・入込客数は全体では前年同月比で相変わらず６～
７％下回って推移している。ただ、団体客数が10％強
前年を下回っているのに対し、個人客数は４～５％の
増加に転じている。全体としてはややマイナスなもの
の、３か月前との比較ではやや持ち直している。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・フラット35の金利１％優遇が、今秋にも前倒しで終
了しそうな状況にあり、駆け込み需要となって販売が
増えている。

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・７月末で住宅エコポイント制度のポイント発行が終
了となり、駆け込み需要が増えている。

変わらない 商店街（代表
者）

お客様の様子 ・セールが始まったが単品買いが多く、まとめ買いが
あまり見られない。

一般小売店［鮮
魚］（従業員）

販売量の動き ・震災直後の過剰な自粛は収束してきたが、景気が良
くなったわけではない。今後、高速道路料金休日上限
1000円制度の廃止による悪影響が懸念される。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・エコや節電対策商材は堅調であるが、以前よりし好
品に対しての消費が落ち込んでいる。

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・将来の不安からか、相変わらず高額品やラグジュア
リーブランドといわれる非日常的な商品の動きは厳し
い。ただし、絆を大切にするためのギフト関係や節
電、節約、エコといった商品の動きは好調に推移して
いる。全体的な売上は前年並みを確保できるかどうか
の水準である。

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・衣料品では涼しく過ごせるステテコ、機能性の高い
インナー、住居関連ではクールな敷きパッド、寝具、
枕など省エネ関連、節電関連商品が活発に動いている
ものの、全体的に見れば、相変わらず商品の動きは鈍
い。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・来客数は前年同月比100％を維持しているが、売上
に前年以上の伸びがない。

スーパー（総務
担当）

お客様の様子 ・ホームセンター部門では、節電対応で扇風機・日よ
けなどが良く売れている。しかし一部の商品だけで全
体の売上は変わらない。

スーパー（総務
担当）

お客様の様子 ・３か月前と比較すれば、東日本大震災の影響は多少
残るものの、和らいでいる。ただし、酒・乳製品など
のし好品は売行きが以前ほど回復しきれていない状況
である。生活必需品の生鮮品、日配品などは前年並み
である。

コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・客数は微減傾向が続いている反面、客単価は微増傾
向が続いている。全体では、ほぼ前年並みで推移して
いる。
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コンビニ（店舗
管理）

単価の動き ・ビール、カップ麺などは、一時期ほどの出荷制限が
なくなり、ようやく安定的に供給されるようになった
ものの、客単価は下がったままである。

衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・東日本大震災後、消費に対して自粛傾向であった
が、セールは前年比微増で推移した。

衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・東日本大震災の影響による極端な買い控えは収まっ
ている。

衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・スーツは前年と同様で低調であるが、ドレスシャツ
の注文は前年より増加している。しかし、これは景気
の良し悪しとは関係がなくクールビズの影響であろ
う。

衣料品専門店
（総括）

販売量の動き ・本当に必要な物しか買わない雰囲気がまん延してい
る。

乗用車販売店
（経営者）

お客様の様子 ・新型車が３か月遅れで発表となり期待をしている
が、客の反応が今ひとつ弱いようである。受注進度が
大変鈍く、客に購入時期を聞くと、まだ様子をみてか
らとの判断が多いようである。

乗用車販売店
（経理担当）

来客数の動き ・東日本大震災以降、自動車販売業界は完成車の配車
状況が大変厳しかったものの、今月に入ってからは
徐々に好転している。今後は消費者のニーズに応えら
れるような配車状況になるであろうと期待している
が、来客数はかなり減少している。

自動車備品販売
店（従業員）

お客様の様子 ・地上デジタル放送移行に伴う関連商品の動きはよく
なっているが買い控えている客も多い。また、タイヤ
販売価格の値上げにより売上が鈍化傾向となってい
る。

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（経営
者）

販売量の動き ・客の不況感は相変わらず強まっているようにみられ
る。

観光型旅館（経
営者）

単価の動き ・来客数は前年並みだが、宿泊単価・消費単価が前年
同月比５％程度低下している。

観光型旅館（ス
タッフ）

来客数の動き ・総売上は前年同月比80％、宿泊人数は同77％、宿泊
単価は同100％となり、宿泊人数減が売上減の主な原
因である。宿泊人数減の要因は東日本大震災による旅
行自粛の影響が大きい。

通信会社（社
員）

販売量の動き ・情報通信サービス・機器の販売状況に大きな変動は
ない。

美容室（経営
者）

それ以外 ・東日本大震災の影響はあまり感じられない。それ以
上に政治、経済の停滞感の方が強い。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・東日本大震災後の資材調達もほぼ順調であり、回復
作業工程も軌道に乗っている。また、住宅展示場の来
場者も心理的な不安感の解消もあるのか回復基調にあ
る。

住宅販売会社
（従業員）

来客数の動き ・イベントの集客もまずまずの状況ではあるが、商
品・内容によって大きく結果が異なり良いものには集
客が望める。選別される傾向がますます強くなってい
る。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・前月は寒い日が続いたが急に暑くなり、衣料品では
合い物の出番がなくなった。外出を控える傾向が一層
強くなり、また、出歩いても購買には結びつかず、来
客数と購買数に開きが出ている。

一般小売店［書
籍］（従業員）

来客数の動き ・平日の来客数が非常に減少している。財布のひもが
固く、買い控えの傾向が強い。

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・来客数については前年同月並みで推移しているが、
１品単価、客単価は低下している。特に１品単価が低
下し、客は安売りの品を買い回り、生鮮食材において
は必要なものを必要な量だけを購入している。

乗用車販売店
（経営者）

お客様の様子 ・買える客層と買えない客層、売れる車と売れる価格
帯がはっきりしてきた。大企業従事者、医療関係は持
ち直してきたが、それ以外は依然厳しい。オートロー
ンも審査が通らないケースが増加傾向にある。

都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・宿泊は壊滅状態から低迷状態へ、レストランは手堅
く推移し、宴会は引き続き低迷している。全体として
は低迷が続いている。

通信会社（役
員）

販売量の動き ・ケーブルテレビアナログ契約のデジタル移行もほぼ
完了しており、契約獲得の勢いも鈍化傾向にある。

悪く
なっている

一般小売店［事
務用品］（営業
担当）

お客様の様子 ・全体的に客の動きが悪い。設備投資を控えて義援金
に回したいという雰囲気が最近まで続いていた。消費
を抑えるムードが漂っている。
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その他専門店
［酒］（経営
者）

販売量の動き ・景気の底だと思っていたが、東日本大震災の影響で
買い控えや行事の中止などが重なり、悪循環が発生し
ている。

良く
なっている

不動産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・不動産取引に大きな動きはないものの、徐々に動き
出している。

やや良く
なっている

繊維工業（経営
者）

取引先の様子 ・全体としては前年同月と変化はないものの、衣料関
連で秋冬物の生産が前年より増加している。

一般機械器具製
造業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災以降、一時止まっていた設備投資意欲
が出てきており、特に国内からの受注が増えている。

新聞販売店［広
告］（従業員）

受注量や販売量
の動き

・家電量販店の新店舗オープンにつき折込チラシの量
が増えた。また通信販売のチラシが東日本エリアに入
れられない分、西日本エリアに入るようになった。

税理士（所長） 受注量や販売量
の動き

・関与先のなかで、製造業は徐々に良くなっており、
なかでも輸出関連の機械製造は堅調である。自動車関
連も追いついている。小売業関連は、東日本大震災で
一時自粛していたものの、需要が当地に向いてきたの
で全体的には上向きだが、価格は厳しいものがある。

変わらない 食料品製造業
（企画担当）

受注価格や販売
価格の動き

・低価格志向を反映し、販売価格は低下した状態で推
移した。売れ筋商品も低価格品が主で変化に乏しい。

プラスチック製
品製造業（企画
担当）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災の影響もまだ不透明な部分もあるが、
住宅着工自体は伸びているとは言えない。したがって
主力商品の売上の伸びも見込めない。

電気機械器具製
造業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・スマートフォン向けの電子部品関連が元気ではある
が、そのほかについては動きがない。

精密機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・全体的には厳しい状況が続いているが、購買率を上
げている取引先がいくつか増えている。

司法書士 取引先の様子 ・売掛金回収のための法的手続きについての相談や、
売掛金担保のための設定が増えている。

やや悪く
なっている

繊維工業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・輸出関連については底堅いが、車関係およびインテ
リア関係の商品などの動きが悪い。

輸送業（配車担
当）

取引先の様子 ・東日本大震災の影響で物量の流れが変化し、市場も
節約方向に向かっている。これらに伴い物量が増加し
ていない。

輸送業（配車担
当）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災の影響からか、荷動きが悪く低迷して
いる状態が続いている。

金融業（融資担
当）

取引先の様子 ・東日本大震災の影響などによる節電ムードの過度な
高まり、政局の混迷などマイナスの影響がみられる。

悪く
なっている

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・当社の受注工事量は前年同月比40％減で、技術者や
技能者の行く現場がない。そのため、指名解雇なら
ぬ、会社が日を指定して未消化の代休を取らせる指名
代休を実施している。

建設業（総務担
当）

それ以外 ・受注価格競争が依然として厳しいが、民間建築工事
の見積入札において、低価格業者グループと適正価格
業者グループの２極化現象が起きている。いずれにし
ても、破格の安値業者があり厳しい価格競争が続いて
いる。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・求人広告の出稿は前年同月比５割増である。

変わらない 人材派遣会社
（役員）

求人数の動き ・産休や育休・欠員要因などで一時的需要がわずかで
はあるが発生している。全体的には低調な求人数であ
る。

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・交代要員や短期的な求人はあるが、新規投資や事業
拡張による人材需要は、従来同様見られない。

職業安定所（職
員）

それ以外 ・休業等計画届受理件数は横ばい状態が続いている一
方、初回計画届の提出件数は東日本大震災後、多い状
態が続いている。

民間職業紹介機
関（経営者）

求人数の動き ・人材紹介・派遣の依頼数が激減したまま回復してい
ない。企業の人事担当者も多少の欠員があっても我慢
している様子が見られる。

学校［大学］
（就職担当）

求人数の動き ・大手企業の採用活動の遅れに伴い、中堅・中小企業
の採用活動が一部重複している。大企業と中堅・中小
企業両方から内定を獲得した学生は、大手企業志向も
あって、中堅・中小企業へ内定の辞退をするため、中
堅・中小企業からの求人数が増加している。

やや悪く
なっている

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・３か月前と比べると、求人情報誌１回あたり100件
ほど求人数が減少した。

企業
動向
関連

雇用
関連
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悪く
なっている

－ － －

　７．近畿（地域別調査機関：りそな総合研究所（株））
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）
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良く
なっている

百貨店（売場担
当）

販売量の動き ・クリアランスセールの開始を早めた影響もあるた
め、大きく改善したとは言い切れないが、販売量など
は東日本大震災前の水準にほぼ戻っている。

乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・３か月前は東日本大震災の影響で新車の在庫もな
く、客が購入をちゅうちょする部分もあったが、今月
はかなり良くなっている。

旅行代理店（経
営者）

販売量の動き ・３月の売上に比べれば大幅に良くなっているが、前
年並みにまでは戻っていない。

やや良く
なっている

商店街（代表
者）

それ以外 ・仕入先の開拓に成功し、売れ筋商品の確保につな
がっている。

一般小売店［鮮
魚］（営業担
当）

来客数の動き ・東日本大震災で落ち込んだ客足が徐々に回復してお
り、特に外国人観光客が戻ってきている。

一般小売店［衣
服］（経営者）

お客様の様子 ・買い控えの動きも落ち着き、商品の売上が順調に回
復している。

一般小売店［雑
貨］（店長）

販売量の動き ・売上は前月や２か月前とほぼ同じであるが、３か月
前よりも少し回復している。たばこ増税前に買いだめ
した客も、在庫が切れて再び戻ってきている。ただ
し、タスポの導入前に比べると、売上は激減したまま
の状態である。

百貨店（売場主
任）

販売量の動き ・来客数が徐々に増えてきたのに伴い、販売量も少し
ずつ増えてきている。

百貨店（売場主
任）

販売量の動き ・気温の上昇や節電意識の高まりに伴い、ファッショ
ン関連はブラウスなど軽衣料の動きが中心となり、１
品単価は低下しているが、販売点数は前年や３か月前
の水準を上回っている。

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・中元商戦のピークを迎え、前年を少し上回るペース
で順調に推移している。

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・地域間競争によって店頭売上は低迷しているが、最
高ランクの富裕客の動きは良い。これまで売れないと
思って紹介していなかった高額品を、購入するケース
が多くみられる。

百貨店（店長） 販売量の動き ・全国的に小売が伸びつつあるという動きは、身の回
りではまだ感じられないが、東日本大震災の直後に比
べると良くなっている。

百貨店（外商担
当）

販売量の動き ・買い控えによって高額品は相変わらず伸び悩んでい
るが、消費全体は少し上向いている。

百貨店（マネー
ジャー）

販売量の動き ・省エネ関連やエコ関連、クールビズ関連の商材は動
きが良い。また、不要不急の消費を抑える動きに変化
はないが、消費を自粛する雰囲気はなくなっている。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・客１人当たりの買上点数が9.8点と、前年よりも
0.73ポイント減るなど、節約志向が強まっているほ
か、衣料品、住居関連の来客数も依然として少なく、
前年よりも15％減少している。ただし、食品関係の来
客数が前年比で約５％増と回復しつつあるほか、東日
本大震災以降、悪化していた品ぞろえも欠品が少なく
なっている。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・店舗の改装に伴う、売り尽しセールや改装オープン
効果により、来客数が大幅に増えている。価格競争や
販促競争も更に激化しているが、それにつられて客の
購買意欲が上昇した感がある。

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・東日本大震災の影響で未入荷になっていた商品も、
たばこ以外はほとんど入荷が始まっており、それに
伴って特売も復活しつつある。また、地上デジタル放
送への完全移行に向けて、テレビの駆け込み需要が売
上を大きく引っ張っている。さらに、ＬＥＤ電球や扇
風機といった節電、省エネ関連商品も、異常といえる
ほど好調に動いている。

スーパー（経理
担当）

販売量の動き ・梅雨入り後の降雨量が比較的多く、売上が若干低迷
していたが、今月下旬には気温の上昇と共に上向き傾
向となっている。

家計
動向
関連
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スーパー（企
画）

お客様の様子 ・今月下旬の急激な気温の上昇により、冷感・涼感商
材が活発に売れ出している。特に、節電要請後は、扇
風機や涼感機能肌着、制汗剤などが売れている。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・気温が30度を超える日が続き、飲料水が売れてい
る。店舗の両側に工事現場があることで、関係者によ
る来店も増えている。

コンビニ（広告
担当）

単価の動き ・来客数は変わらないが、客単価が伸びている。他地
域に比べて伸びているわけではないが、関西の前年比
でみると良くなっている。

住関連専門店
（店員）

販売量の動き ・節約の動きが強まっており、エコ関連商品の売行き
が右肩上がりとなっている。

高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・少しずつではあるが、来客数、客単価共に、前年の
水準に戻りつつある。

一般レストラン
（経理担当）

お客様の様子 ・新規の予約がなかなか増えず、依然として厳しい状
況にあるほか、予約規模の縮小や１品単価の下落など
もみられるが、東日本大震災による消費の自粛傾向
は、やや落ち着いている。

観光型旅館（経
営者）

単価の動き ・高級志向のホテルも予約がようやく動き出したが、
単価の安い方へ流れる傾向は依然として強い。

観光型旅館（団
体役員）

来客数の動き ・客１人当たりの消費単価や宿泊単価は前年比で
89.7％と、依然として低い水準にとどまっているが、
東日本大震災以降落ち込んでいた宿泊人数は、前月か
らようやく前年を上回る動きとなっている。

都市型ホテル
（総務担当）

来客数の動き ・料飲、宴会部門共に、売上が前年を上回り始めてい
る。特に、宴会の利用が回復しており、東日本大震災
で順延されていた会合の予約が入り始めている。宿泊
部門も、外国人客は不振であるが、国内客の動きが活
発化し始めたため、稼働率が上向きつつある。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・東日本大震災による自粛ムードが解消されつつあ
る。

旅行代理店（営
業担当）

販売量の動き ・９月以降の旅行予約については、受注の回復傾向が
鮮明になっている。

タクシー運転手 来客数の動き ・景気が回復している感はないが、今月前半は梅雨で
雨が多かったほか、後半は猛暑となったため、乗客数
は順調に推移している。

タクシー運転手 来客数の動き ・ボーナスが支給されたほか、暑さや雨の影響で、夜
間も客の動きが良くなっている。特に、週末の夜はか
なり遅くまで利用があるなど、売上が伸びている。

パチンコ店（店
員）

来客数の動き ・暑さのせいか、涼を求めて長く滞在する客が増えて
いる。

その他サービス
［コインランド
リー］（経営
者）

来客数の動き ・今年は雨が多かった影響で、前年よりも来客数が増
加している。

その他サービス
［ビデオ・ＣＤ
レンタル］（エ
リア担当）

販売量の動き ・久しぶりに全アイテムの売上が前年を軽々と上回っ
ており、アイテムによっては２けた増となっている。

住宅販売会社
（従業員）

競争相手の様子 ・東日本大震災以降、デベロッパーは土地の取得に慎
重となっていたが、最近は事業用地の入札でも高額で
の落札がみられる。

その他住宅［情
報誌］（編集
者）

お客様の様子 ・新築マンションの購入希望者数は、東日本大震災に
よる落ち込みから確実に回復している。特に、関西で
は震災前と消費マインドの面ではほとんど変わってお
らず、今後の経済成長への期待感も多少出てきてい
る。

変わらない 商店街（代表
者）

来客数の動き ・京都中心部で買物する客の４割近くは、京都以外の
客であるが、それが１割減っている。市内からの客は
通常どおりであるが、全体的には依然としてやや悪
い。

一般小売店［衣
服］（経営者）

単価の動き ・低い水準での横ばい状態が続いている。

一般小売店［食
料品］（管理担
当）

販売量の動き ・この時期は中元で忙しくなるはずであるが、今年は
あまり良くない。

一般小売店［カ
メラ］（販売担
当）

お客様の様子 ・東日本大震災の影響が大きかった３月と同様に、売
上が悪化している。良くなることを期待していたが、
また元に戻っている。
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百貨店（売場主
任）

来客数の動き ・店舗などの環境面は整いつつあるが、来客数は若年
客が増えている程度である。中小企業を含む経済状態
は決して良くなく、雇用や消費が安定するまでには
至っていない。

百貨店（サービ
ス担当）

お客様の様子 ・今月の来客数は前年並みであるが、新しい商業施設
の開業効果もあり、初めて来店する客が増えている。
また、節電対策として、扇風機やうちわなどの需要も
増えている。

百貨店（婦人
服）

販売量の動き ・ゴールデンウィーク前の大型商業施設のオープンに
より、消費は活発になったが、梅雨入り以降は厳しい
状況となっている。また、節電の動きが広がりつつあ
るため、環境は厳しさを増している。

スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・競合店が非常に多いため、客は近隣の店の広告を見
比べて、値打ちのある商品を買い回っている。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・来客数は減ったままで回復の兆しがみられず、買上
単価も横ばいで変化がない。

スーパー（企画
担当）

販売量の動き ・来客数、売上共に３か月前と変わらず、前年比で96
～97％の推移となっている。

スーパー（広報
担当）

販売量の動き ・関西電力による節電要請と急な気温上昇が重なり、
扇風機やすだれ、涼感寝具やクールスプレーといった
省エネ・涼感商材の動きが非常に活発となっている。

スーパー（販売
担当）

単価の動き ・客の買上点数は前年並みであるが、単価が下がって
いるため、売上は前年を下回っている。

スーパー（社
員）

お客様の様子 ・今年は例年よりも、扇風機や夏物寝具、肌着などの
涼感商材の動きが良い。ただし、５、６月は雨が多
かったこともあり、全体としては買物が少なくなって
いる。

スーパー（管理
担当）

単価の動き ・客１人当たりの購買点数がやや増えているが、単価
は低い。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・たばこの欠品が続いており、たばこを購入するため
に来店していた客が減ったままである。近隣のオフィ
ス入居率も依然として回復しておらず、厳しい状況と
なっている。

コンビニ（店
長）

お客様の様子 ・東日本大震災以降は、買いだめの動きや品不足など
で欲しい物が買えなかったが、ようやく通常の状態に
戻っている。その一方、客の購買意欲は、震災前と同
様に低調な状態が続いている。

衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・アウトレットや百貨店、ショッピングモールでは
バーゲンが前倒しで実施されたため、月後半の当店の
売上にはかなりの悪影響が出ている。

衣料品専門店
（経営者）

単価の動き ・高い物が売れずに、超特価品だけが売れており、１
品単価が大きく下がっている。来客数や買上点数は変
わらないが、売上は悪化している。

家電量販店（経
営者）

お客様の様子 ・節電意識の高まりで、省エネ商品の販売が増えてい
るほか、テレビの駆け込み需要もみられるが、景気が
良くなっているわけではない。

乗用車販売店
（販売担当）

販売量の動き ・東日本大震災による販売量などへの影響が残ってい
る。

乗用車販売店
（営業担当）

来客数の動き ・東日本大震災から約４か月が経過し、全体的な動き
がやや鈍くなりつつある。暑さのせいもあり、客の動
きもやや緩やかになっている。

住関連専門店
（店長）

販売量の動き ・一向に販売量が伸びず、キャンペーンやセールが終
わった途端に売上が鈍っている。

その他専門店
［医薬品］（経
営者）

販売量の動き ・今月中旬ごろまでは雨が多く、客の出足は鈍かった
が、中旬以降は記録的な暑さとなり、飲料関係や日焼
けクリームなどの動きが良くなっている。

その他専門店
［食品］（経営
者）

販売量の動き ・販売量などは前年どおりの推移となっている。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・東日本大震災や、集団食中毒事件、記録的な猛暑と
いったマイナスの要素が重なっている。ひとつひとつ
は時間が解決する部分もあるが、客の心理が前向きに
なりにくく、外食の利用も活発化していない。

一般レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・今月にテレビ番組で大きく取り上げられた影響で、
来客数、客単価共に大きく伸びている。

スナック（経営
者）

お客様の様子 ・今月は異動などによる団体客の来店が予想を下回っ
たが、昼間は高齢者や主婦のグループの予約が入るな
ど、今まで夜間の来店が少なかった客層に動きがみら
れる。
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その他飲食
［コーヒー
ショップ］（店
長）

来客数の動き ・東日本大震災以降、帰宅を早める傾向が進んでお
り、夕方以降の客は減少している。ただし、気候が前
年よりも良いこともあり、それ以外の時間帯は来客数
が前年を上回っている。

観光型ホテル
（経営者）

販売量の動き ・団体客の動きが依然として悪く、販売量は厳しい状
況にある。客が他社からも見積りを取るなど、宿泊料
金の交渉も更に厳しくなっており、宿泊単価の下落が
進んでいる。

観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・原子力発電所の事故に伴う風評被害で、海水浴シー
ズンにもかかわらず、予約状況は良くない。

都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・宿泊ではアジアからの観光客が戻りつつあるが、前
年の３割にも満たない水準であるほか、採算を度外視
した特別料金で対応しているため、収支は悪化する一
方である。宴会部門では新規需要も増えつつあるが、
法人客は経費削減を進めており、単価の下落や規模の
縮小が目立っている。

都市型ホテル
（マネー
ジャー）

来客数の動き ・宿泊部門では外国人旅行客の減少が続いている。宴
会部門も、東日本大震災によるキャンセルは落ち着い
たが、新規予約数に大きな変化はない。

旅行代理店（広
報担当）

お客様の様子 ・東日本大震災の直後に比べると、客の様子も比較的
落ち着いている。ただし、パンフレットを手に取るな
ど、検討する様子はみられるが、実際の申込にはつな
がらないケースが依然として多い。

タクシー運転手 競争相手の様子 ・雨や暑さの影響で来客数は多少増えているが、東日
本大震災による自粛も依然として多く、夜の時間帯は
暇になっている。

タクシー会社
（経営者）

お客様の様子 ・東日本大震災の影響がまだ残っており、特に製造業
では部品不足などで停滞が続いているため、法人客の
タクシー利用も節約が目立っている。また、個人客に
ついても財布のひもが固い状態となっている。

通信会社（店
長）

販売量の動き ・ボーナス商戦の動向が不透明であり、好不調の判断
が難しい。

通信会社（企画
担当）

単価の動き ・アミューズメント施設向けのゲーム機器について
は、高額機種の売行きが悪い。

テーマパーク
（職員）

お客様の様子 ・東日本大震災以降、前年の実績を下回ったままであ
り、消費の回復が実感できない。

競艇場（職員） 単価の動き ・１日当たりで約112人、4.4％の入場者増となってい
るが、購買単価は21,800円から20,000円へ8.3％下
がっているため、厳しい状況に変化はない。

その他レジャー
施設［飲食・物
販系滞在型施
設］（企画担
当）

来客数の動き ・今年は梅雨入りが早いなど、天候要因による影響が
大きく、景気の実態は把握しにくいが、海外からの観
光客の動きは徐々に回復しつつある。

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・東日本大震災の影響で、企業の間では事業継続計画
の再検討が本格化している。オフィスの移転需要の増
加にも期待されるが、企業業績が芳しくないため、コ
スト削減の意識が高まっている。

住宅販売会社
（総務担当）

お客様の様子 ・東日本大震災による影響とは言い切れないが、来客
数は３か月前と変わらないにもかかわらず、契約にな
かなか結びつかない。また、不動産取引についても前
年を大きく下回っている。

その他住宅［展
示場］（従業
員）

来客数の動き ・住宅展示場の来場者数は前年比でプラスに転じた
が、１年以内に家を建てる客の割合は低下しているな
ど、東日本大震災の影響で消費マインドは悪化してい
る。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

販売量の動き ・３～５月に梅田や阿倍野で大型商業施設が開業した
ため、オーバーストア状態となっており、周辺ではほ
とんどの施設の売上が前年比で２けた減となってい
る。

一般小売店［時
計］（経営者）

お客様の様子 ・客単価は低いが、客足は少しずつ戻ってきている。
ただし、雰囲気はまだまだ暗く、必要な物だけを買う
という傾向は以前よりも強まっている。

一般小売店［事
務用品］（経営
者）

販売量の動き ・省エネ商品などの販売増が期待されたが、扇風機は
品切れになるなど、売りたくても売れない状況であ
る。また、消費者の間で支出が特に増えている感もな
い。
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百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・天候不順もあって厳しい状況にある。３か月前は近
隣の商業施設のオープンや改装もあり、周辺に活気が
みられたが、今月は少し落ち着いてきている。ゴルフ
などのスポーツ関連や、趣味性の強いし好品の苦戦が
目立つなど、不要不急の商品に対する客の目は依然と
して厳しい。

百貨店（売場主
任）

販売量の動き ・中元商戦は順調に推移しているが、主力の衣料品や
身の回り雑貨の動きが非常に悪いなど、客の財布のひ
もは固い。

百貨店（企画担
当）

競争相手の様子 ・梅田に新しい商業施設がオープンし、当地区への来
客が減少しているほか、外国人観光客も大きく減少し
ている。

百貨店（企画担
当）

来客数の動き ・最近は天候の悪い日が多いため、来客数が激減して
いる。

百貨店（販促担
当）

来客数の動き ・来客数や購買率の前年割れが続いているほか、中元
ギフトの動きも鈍く、客単価は低下している。大阪で
商業施設がオープンした影響か、週末の客の動きが鈍
く、若年客の流出も懸念される。また、梅雨らしい天
候が続いていることで、盛夏商材の売行きに悪影響が
出ている。

スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・今月前半は異常に早い梅雨入り、後半は異常な猛暑
という急激な気候変動に、消費者、小売店共に大変苦
労している。客足は伸びておらず、買上点数も低迷し
ている。

コンビニ（店
員）

販売量の動き ・異常な暑さのためか、パンの売上が前年に比べて激
減している。

家電量販店（店
長）

それ以外 ・東日本大震災以降、需要と供給のバランスがあまり
良くない。東北への供給が最優先されているため、季
節的に需要の増える商品は品不足となっている。

その他専門店
［宝石］（経営
者）

お客様の様子 ・雨が多いほか、梅雨明けのような暑さが続いている
ため、客の購買意欲が高まらない。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・猛暑で商店街の人通りは少ないが、高速道路料金の
値下げが終了した影響か、週末に来客が集中してい
る。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・東日本大震災から３か月が経過し、自粛ムードは落
ち着いてきたが、復興支援の動きは遅れており、原子
力発電所や物資不足の問題も残っている。また、企業
の倒産や閉店も増えており、景気はまだまだ低迷して
いる。

一般レストラン
（店員）

来客数の動き ・サラリーマンの来店は少なくなったが、高校生など
の若年客の動きに変化はみられない。

観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・この時期は、渓流や川、ダム湖での釣りを楽しむ客
が増えるが、ゴールデンウィーク以降、温浴施設の来
客数は前年比で約15％減少、宿泊客も約５％減少して
いる。

都市型ホテル
（支配人）

販売量の動き ・東日本大震災や原子力発電所の事故による影響のほ
か、政治不信によって３か月前よりも悪くなってい
る。復興に伴う建築資材の需要増による景気回復を期
待したが、なかなか期待どおりには進んでいない。

都市型ホテル
（客室担当）

来客数の動き ・客室単価を前年よりも値下げして販売したが、来客
数が維持できていない。

通信会社（経営
者）

お客様の様子 ・東日本大震災による買い控えや、消費意欲の減退が
みられる。

通信会社（社
員）

販売量の動き ・地上デジタル放送への完全移行まで１か月を切った
にもかかわらず、販売量が伸びておらず、駆け込み需
要は期待外れとなっている。

その他レジャー
施設［イベント
ホール］（職
員）

お客様の様子 ・諸物価の高騰などが生活全体に影響を及ぼしてお
り、音楽鑑賞などの遊興費が抑えられている。それに
伴い、チケットやグッズ、飲料の購入などが減少しつ
つある。

住宅販売会社
（経営者）

単価の動き ・市場の動きは悪く、価格帯がかなり下がっている。

悪く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・大型店同士の競争が大変激しく、商店街に客が流れ
てこない。

一般小売店［珈
琲］（経営者）

単価の動き ・原材料の高騰で原料コストが上昇しているが、販売
価格に転嫁しきれていないため、利益率が悪化してい
る。同業他社でも同じような事情となっている。
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一般小売店［精
肉］（管理担
当）

販売量の動き ・前月のゴールデンウィーク以降、客の来店頻度や購
買単価が悪化している。その理由が、和牛専門店で高
額品を扱っているためか、競争に負けているためか
は、判断が難しい。ギフトの受注も始まったが、例年
以上の需要は見込めない。

一般小売店［衣
服］（経営者）

販売量の動き ・来客数、販売量共に減少しているほか、高額品も売
れにくくなるなど、売上は下がる一方である。

一般小売店［野
菜］（店長）

販売量の動き ・東日本大震災以降は、かなり暇になっており、販売
量が悪化している。

一般小売店
［花］（店長）

お客様の様子 ・客の財布のひもが固くなっている。

競輪場（職員） 単価の動き ・今月の客単価は10,598円と、３月の11,907円に比べ
ると悪くなっている。

良く
なっている

○ ○ ○

やや良く
なっている

出版・印刷・同
関連産業（情報
企画担当）

受注量や販売量
の動き

・取引先では新年度の予算がようやく動き出している
など、やや良くなっている。

化学工業（管理
担当）

受注量や販売量
の動き

・自動車用部品の販売量が、東日本大震災前の水準に
戻っている。

金属製品製造業
（経営者）

取引先の様子 ・東日本大震災による自動車の部品不足も８割方回復
し、徐々に荷動きが回復してきている。

金属製品製造業
（営業担当）

競争相手の様子 ・建築関連の部品は受注が半減しているが、自動車向
け製品は動きが良くなってきている。

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・最近、受注・販売動向は比較的安定しているが、国
内取引は停滞している。一方、海外取引は活発であ
り、東アジアや東南アジア向けが伸びている。

電気機械器具製
造業（企画担
当）

受注量や販売量
の動き

・省エネ、節電対応の消費が増えているため、それに
伴って受注量も好調に推移している。

電気機械器具製
造業（宣伝担
当）

受注量や販売量
の動き

・急激な気温の上昇で、扇風機などの夏物家電の荷動
きが活発であり、業界全体でも前年を上回る推移と
なっている。

その他製造業
［履物］（団体
職員）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災で落ち込んでいた東日本方面からの受
注が持ち直している。

金融業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災以後、受注状況は著しく悪化していた
が、今月に入って回復に向かっている。業種によって
受注状況に差はあるが、全体的には徐々に回復してい
る。

広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・売上は若干であるが、前年を上回っている。

広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災後の広告自粛の動きが落ち着いてきて
おり、テレビスポットＣＭの枠もなくなりつつある。

その他非製造業
［衣服卸］（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・実用的な衣料品は全国的に荷動きが良い。特に、猛
暑日の続く予想が出ているため、季節商材は順調な販
売が続いている。

その他非製造業
［民間放送］
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災に関連する特需が、ＣＭの受注にも反
映されつつある。

その他非製造業
［商社］（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・節電要請が出たことで、省エネ関連商品の動きが良
くなっている。

変わらない パルプ・紙・紙
加工品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・在庫調整を行っている取引先もあり、受注量が不安
定となっている。ただし、業種によっては過去最高の
利益を上げている取引先もある。

一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・原子力発電所の事故により、原発関連の商談は減っ
ているが、通常の商品の引き合いは順調であり、小口
の注文も堅調に推移している。

電気機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・東日本大震災で製造業は影響を受けたが、生産の遅
れを取り戻すために、最近は忙しくなっている企業も
みられる。

電気機械器具製
造業（営業担
当）

取引先の様子 ・材料不足が依然として続いているため、仕事を断っ
ている状況である。

電気機械器具製
造業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・受注量が減少し、工場は週に１回休業している。

企業
動向
関連
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建設業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・消費者はローン負担をなるべく抑え、無理のない返
済を考える傾向が顕著であるため、受注単価が徐々に
下がってきている。

建設業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・東日本大震災の影響で遅れていた、エアコンやエレ
ベーターの建設資材の納入時期も改善されつつある
が、価格競争は相変わらず厳しい。

新聞販売店［広
告］（店主）

受注量や販売量
の動き

・新規購読数が伸びないほか、折込広告件数も落ち込
んだまま上向かない。

経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・東日本大震災以降の混乱は落ち着きつつあるが、今
は夏場の節電が話題となっている。特に、顧客企業の
食品・スーパーなどは打てる手立てが少ないため、
戦々恐々としている。

コピーサービス
業（店長）

受注価格や販売
価格の動き

・価格を重視する客が依然として多い。

その他サービス
業［店舗開発］
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・百貨店や商業施設の開業効果もあり、大阪駅構内の
店舗は軒並み好調に推移したが、そのほかの店舗は東
日本大震災以降、厳しい状況が続いている。

その他非製造業
［機械器具卸］
（経営者）

取引先の様子 ・取引先からの引き合いは、以前よりも少なくなって
いる。

やや悪く
なっている

食料品製造業
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災後は受注が増えたが、前月には落ち着
き、今月も伸び悩んでいる。現状は前年の受注量を少
し下回るなど、悪くなってきている。

繊維工業（総務
担当）

取引先の様子 ・ある程度の販売量を維持するため、価格を下げてい
ることから、会場費や交通費といった催事の経費がま
かなえないケースも出てきている。

繊維工業（団体
職員）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災の影響もあり、受注量が減少してい
る。

化学工業（企画
担当）

競争相手の様子 ・東日本大震災の影響で、競合相手の操業が不安定に
なっていたが、ほぼ震災以前の状態に回復しており、
経営環境の悪化につながっている。

電気機械器具製
造業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災以降の消費の自粛や、節電に際しての
パチンコ業界への批判、節電対策で店舗の輪番休業が
予定されている影響などで、受注状況が悪化してい
る。

輸送業（営業担
当）

取引先の様子 ・取引先の店舗の様子をみると、消費者が余分な買物
をしないなど、買い控えの様子がよく分かる。

輸送業（営業所
長）

受注量や販売量
の動き

・イベント関係のレンタル商品の発送を行っている
が、東日本大震災以降はイベントの中止が多く、前年
の出荷量を大幅に下回っている。

広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災以降、やや低迷した状態が続いてい
る。今月は取引先で夏のバーゲンも始まったが、動き
出しは悪い。

経営コンサルタ
ント

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災の影響が、受注面などに徐々に出てき
ている。

悪く
なっている

化学工業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・前月のゴールデンウィーク明け以降は、受注や問い
合わせが確実に減っている。

プラスチック製
品製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・生産量の回復する兆しがみられない。社会のニーズ
の方向性についても、新商品につながるものではな
く、むしろ値下げが求められている。

一般機械器具製
造業（設計担
当）

受注量や販売量
の動き

・物の動きが東日本大震災関連に偏っており、受注量
などの増える兆しが全くない。

不動産業（営業
担当）

取引先の様子 ・賃貸マンション、貸事務所、貸店舗のすべてが全体
的に悪く、賃料が下がっている。どこまで賃料を下げ
れば契約できるのかが、分からない状況となってい
る。

その他サービス
［自動車修理］
（経営者）

それ以外 ・東日本大震災の影響で、業況はまだまだ厳しい。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

人材派遣会社
（経営者）

求人数の動き ・東日本大震災の影響で、住宅関連の人材募集が増え
ている。

人材派遣会社
（役員）

求人数の動き ・派遣需要は前月よりも強まっているなど、東日本大
震災の復興が民間主導で動き出している感がある。

人材派遣会社
（支店長）

求人数の動き ・徐々にではあるが、今月に入って派遣需要が増え始
めている。

雇用
関連
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職業安定所（職
員）

求人数の動き ・大阪の有効求人倍率は0.64倍と４か月連続して横ば
いとなったが、新規求人倍率は1.06倍と２か月連続で
１倍台になるなど、雇用環境の改善がみられる。

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・新規求職者数のほか、事業主都合による離職者につ
いても、前年比で減少傾向が続いている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人数全体では前年並みとなっているが、産業別に
みると、製造業は前年比で大幅に増えている。

民間職業紹介機
関（支社長）

求人数の動き ・東日本大震災の直後に比べると、求人数などが上向
きに転じている。

変わらない 新聞社［求人広
告］（担当者）

それ以外 ・新聞広告の出稿状況は横ばいで推移している。特に
大きな変動はなく、上振れや下振れの動きはみられな
い。

新聞社［求人広
告］（営業担
当）

周辺企業の様子 ・東日本大震災の影響が、良くも悪くも出始めてい
る。自動車工場での期間従業員の募集広告が復活した
一方、引き続き求人の必要がない業種もみられる。

民間職業紹介機
関（職員）

求人数の動き ・東日本大震災の復旧工事に伴う日雇求人について
は、多くの事業所が様子見の状態であり、まだ動きが
みられない。

民間職業紹介機
関（大学担当）

採用者数の動き ・採用に関する企業の合同説明会に、2012年３月に卒
業予定の学生の参加が増えるなど、就職活動は厳しい
状況が続いている。一方、企業の参加状況に大きな変
化はみられない。

学校［大学］
（就職担当）

周辺企業の様子 ・中小企業を中心に訪問していると、東日本大震災の
影響が二極化している状況であり、スピード感のある
対策が必要となっている。

やや悪く
なっている

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は前年比で16％減と、減少傾向が続いて
いる。最も求人数の多い医療・福祉では12.5％の増加
となったが、全体的には減少に転じた産業が多く、
卸・小売業やサービス業では30％を超える大きな減少
となっている。

学校［大学］
（就職担当）

求人数の動き ・前年比でみた求人企業数の増加幅は、３か月前に比
べると縮小している。新聞などでは大手企業は採用数
を増やすと報じられているが、中小企業では採用意欲
が低下している。

悪く
なっている

新聞社［求人広
告］（管理担
当）

求人数の動き ・４月以降は持ち直しの動きが予想以上に鈍く、求人
を控える企業が増加している。

　８．中国（地域別調査機関：（社）中国地方総合研究センター）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）
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良く
なっている

家電量販店（店
長）

販売量の動き ・地上デジタル放送への完全移行を目前にして、小型
テレビの販売台数が増加するとともに、気温上昇と節
電への意識から、季節商材なかでも扇風機が品切れす
るほど販売量が増加している。

やや良く
なっている

一般小売店
［靴］（経営
者）

販売量の動き ・依然として客の目も財布のひもも厳しいが、暑さの
影響で季節商材の動きが良くなっている。

一般小売店［酒
店］（経営者）

販売量の動き ・東日本大震災前に比べると良くなっているとは言い
難いが、その直後に比べると自粛傾向も薄れてきてお
り、少しは良くなっている。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・まとめ買いや高単価商品の売上が伸びており、売上
点数の増加や客単価の上昇につながっている。

家電量販店（店
長）

販売量の動き ・暑い日が続き節電の報道も追い風となり、エアコン
等の動きが良くなっている。

乗用車販売店
（営業担当）

お客様の様子 ・購入には至らないが客が検討に動き始めており、東
日本大震災後の自粛ムードは解消されるとともに、確
実に新規来客数が増加している。

その他専門店
［海産物］（経
営者）

単価の動き ・以前と比べて来客数に変化はないが、購買単価が上
昇してきており、売上が上昇している。

その他専門店
［ファッション
雑貨］（従業
員）

来客数の動き ・客単価は変わらないが来客数が増加しつつある。

その他専門店
［和菓子］（営
業担当）

販売量の動き ・東日本大震災の影響が薄れつつある。

家計
動向
関連
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その他飲食
［サービスエリ
ア内レストラ
ン］（支配人）

来客数の動き ・高速道路では休日特別割引終了前の駆け込み需要で
来客数が増加している。また東日本大震災以降動きの
悪かった観光バスの動きが活発になってきている。

観光型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・東日本大震災以降の期間でみると来客数が増加して
きている。

都市型ホテル
（総支配人）

来客数の動き ・東日本大震災後２か月は宿泊客数、宴会利用件数と
もに大幅に落ち込んだが、観光客数は前年並みに回復
してきており、宴会などの件数も例年並みの水準と
なってきている。

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・当社のスマートフォンに夏モデルが順次登場してい
るが、新商品発売開始に向けた予約数と販売数にかな
りのものが期待できる。

テーマパーク
（業務担当）

来客数の動き ・来園の動機付けとなる季節の花、新規行事の広報展
開を強化した効果が表れ、来園者数は前年同月比で１
割増加している。

設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・３か月前は東日本大震災の影響で建材が現場に入っ
て来ず、客は自粛ムードで動かない状況だったが、今
月に入り新築、リフォームとも少しずつ相談が出始め
ている。

住宅販売会社
（経理担当）

お客様の様子 ・東日本大震災以降客の様子から住宅購入の意欲低下
がみえていたが、最近は住宅建材もある程度安定して
おり、客も慎重ではあるが購入の検討を始めている。

住宅販売会社
（販売担当）

販売量の動き ・東日本大震災以降建設部材等の物資調達が難しい状
況にあったが、入荷の見通しが立ち始めたことに伴
い、販売量も増加している。

変わらない 商店街（代表
者）

来客数の動き ・学生など商店街を通行するだけの人数はいつもどお
りだが、商店で買物する来客数や購買額は減少傾向に
なっている。

商店街（理事） お客様の様子 ・買物をする行動はうかがえるが、単価や購入量の低
下により消費行動と販売実績のバランスが良くなって
おらず、景気は変わらない。

商店街（代表
者）

単価の動き ・６月の売上は再び減少している。デフレ傾向に歯止
めがかからず客単価が低下しており、より良いものを
より安く、よりタイムリーに求めようという姿勢が強
くなっている。

一般小売店［酒
店］（経営者）

来客数の動き ・東日本大震災の自粛ムードは解消し、行事計画や意
識は例年並みに戻っており、客も明るくなり前向きに
なってきているが、売上は数か月前と比較して横ばい
状態で推移している。

百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・福島第一原子力発電所の事故や節電の報道で、来客
数の減少や衣料品の買い控えがみられる。

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・前年と比べて３月、４月は少し良かったものの、５
月が若干低迷し、６月も５月と同水準で推移してい
る。状況はテナントによりまちまちで、好調なテナン
トはそれを維持し、伸び悩んでいるところは厳しい状
況が続いており、テナントの格差が顕著になっている
おり、景気は良くはないが悪くもない。

百貨店（販売促
進担当）

お客様の様子 ・クールビズの影響で紳士ファッションは需要変化を
もたらしている。ジャケット、パンツ、ポロシャツの
動きも活発で、父の日ギフトを含め紳士マーケット全
体の底上げに結び付いている。ただ美術、宝飾等の高
額品マーケットは依然厳しい状況が続いている。

百貨店（売場担
当）

単価の動き ・東日本大震災後の節電による特需で、スーパークー
ルビズや夏物衣料の売上が増加している。またクール
スタイルがブームとなり、６月から衣料品が好調に推
移し前年実績を上回る見込みである。

百貨店（購買担
当）

お客様の様子 ・天候の影響で１万円程度の小型扇風機が大好評であ
り、クールビズ関連で肌着を中心に紳士服も順調に推
移しているが、婦人服は依然として厳しい状況が続い
ている。またギフトは早期受注割引で前年より来客数
が増加したものの、買上単価が低下している。

百貨店（売場担
当）

お客様の様子 ・前半は紫外線対応などの季節商材を中心に売上が好
調だったが、中盤以降はセールの前倒しへの期待で急
激に失速している。また固定客管理が充実している売
場は健闘しているが、フリー客対応の売場は厳しい状
況となっている。

百貨店（販売担
当）

来客数の動き ・例年に比べて天候不順の日が多く、特に平日午後の
来客数が減少傾向にある。商品動向も気温の影響で夏
物衣料が低迷している。
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百貨店（売場担
当）

販売量の動き ・宝飾品など高額品の売上は伸びているが、通常商品
には買い控えがみられる。

スーパー（店
長）

単価の動き ・買上点数が前月に比べ伸び悩み、景気が良くなる気
配がみえない状況となっている。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・客一人当たりの買上点数がここ数か月間横ばい状態
となっている。

スーパー（管理
担当）

来客数の動き ・東日本大震災の自粛ムードも落ち着き、３か月前と
比べても大きな変動はない。

コンビニ（エリ
ア担当）

お客様の様子 ・たばこは少ない状況を脱し流通が多少良くなってき
ているが、客は必要なもののみ購入しており、２～３
か月前の状況と同様である。

コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・全体的にみると各週とも売上は微増が続いており、
少しずつ元の状況に戻りつつある。

衣料品専門店
（地域ブロック
長）

販売量の動き ・客は最低必要量しか購入しておらず、販売単価の低
下が販売量増加につながっていない。

衣料品専門店
（販売担当）

来客数の動き ・来客数は前年並みだが単価が低下している。

自動車備品販売
店（経営者）

販売量の動き ・販売量は前年並みか少し良い程度で変わらない。

自動車備品販売
店（経営企画担
当）

販売量の動き ・主力のタイヤ販売は先月までの値上げ前の駆け込み
需要の反動があるものの、地上デジタル放送への移行
に伴いチューナーやナビゲーションの動きが良くなっ
ている。低価格志向は継続しており売上は変わらな
い。

高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・平日の来客数は厳しいが、週末は徐々に回復してい
る。

一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・梅雨入りが早く夜間来客数の減少が続いている。客
の利用頻度も低下し、外食利用を控える傾向にある。
東日本大震災の影響による自粛ムードはないが、先行
き不安感を持つ客が増加するとともに、安価なものへ
の関心が高く、割引などのセールのみに集中しての利
用が目立っている。

一般レストラン
（店長）

来客数の動き ・相変わらず来客数の減少が続いているが底を打った
感があり、客の来店頻度も安定してきている。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・東日本大震災直後から比べると元に戻りつつある
が、良くなっている状況ではない。

都市型ホテル
（従業員）

来客数の動き ・東日本大震災による自粛ムードはやや緩和された感
はあるが、来客数の増加には至っていない。

都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・宿泊は昨年と比べて約２割増加しており、西日本へ
の旅行客が増加している。しかし宴会部門は２割減少
しており、自粛ムードは解消しつつあるものの利用が
少ない状況となっている。

旅行代理店（経
営者）

お客様の様子 ・依然として東日本大震災の影響で景気回復の状況が
みえない状況である。

タクシー運転手 来客数の動き ・６月に入り客の利用回数は増加しているが、単価が
低下しており今後の明るい要素も見当たらない。

通信会社（企画
担当）

お客様の様子 ・６月は賞与月であるが、消費に向けての期待感は高
くない。テレビについても一段落した感触であり、そ
れ以外の家電購入には特段の変化がない。

通信会社（広報
担当）

販売量の動き ・今年の夏モデルを発表するとともにボーナス商戦に
入り、一年で最も売れる時期となるが、東日本大震災
の影響もあり部材不足が発生し、需要が供給に追い付
いていない状況である。

テーマパーク
（管理担当）

来客数の動き ・通常年度と同じ来館者数になっており、リューアル
効果がなくなっている。

テーマパーク
（広報担当）

来客数の動き ・早い梅雨入りによる不安定な気候で来客数が減少す
るとともに、高速道路料金の休日特別割引の終了で遠
方からの来客数が減少している。

ゴルフ場（営業
担当）

来客数の動き ・自粛ムードはないが客の動きが悪い。天候不順もあ
り単価を下げないと人が動かない状況であまり良くな
い。

競艇場（職員） 販売量の動き ・発売金額が横ばいとなっている。
美容室（経営
者）

お客様の様子 ・東日本大震災の影響で少し停滞していた仕事の動き
が震災前の水準に戻っているとの客の話をよく聞く
が、景気回復につながるものではない。

その他サービス
［介護サービ
ス］（管理担
当）

来客数の動き ・利用者数は若干であるが増加している。

99 



分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・ニュース等で経済が後退しているとの情報はあるも
のの、客の状況に大きな変化はなく、後ろ向きの話も
少ないため、現状から伸びもない状況と捉えている。

設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・東日本大震災の自粛ムードは落ち着いてきたもの
の、まだまだ景気の不安材料が多い現状から、住宅を
建てるような大きな決断ができる状況ではない。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

販売量の動き ・景気の先行きがみえないなか、個人も企業も消費マ
インドが上がらず、特に高級商品でそれが顕著に表れ
ている。

商店街（代表
者）

販売量の動き ・今月は販売量と来客数が低迷している。

一般小売店［印
章］（経営者）

来客数の動き ・駅再開発に向け工事の進ちょくとともに閉店する店
が多くなり、来客数が激減している。

一般小売店［紙
類］（経営者）

来客数の動き ・高速道路料金の休日特別割引の終了後、観光客を中
心に来客数が激減している。

百貨店（営業企
画担当）

販売量の動き ・東日本大震災以降、物産展などでの売上が減少傾向
にある。

スーパー（業務
開発担当）

来客数の動き ・東日本大震災による自粛の影響ではなく、スーパー
に行っても余分な買物をしないという節約志向が強
く、来店頻度も低下している。

衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・客単価の低下が継続している。

衣料品専門店
（地域ブロック
長）

単価の動き ・クールビズの影響でワイシャツ、スラックスなどは
伸びているが、スーツの売上は厳しく全体的にはやや
悪い。

乗用車販売店
（統括）

販売量の動き ・６月の販売台数は前年比80％と４月、５月に比べや
や減少している。

乗用車販売店
（副店長）

販売量の動き ・東日本大震災の影響で企業が広告活動を縮小してい
ることが大きく影響しているとともに、高額商品を買
うことに対する消費者のためらいも依然として強い。

住関連専門店
（営業担当）

来客数の動き ・来客数の減少とともに客単価も低下している。

その他専門店
［布地］（経営
者）

お客様の様子 ・前期は昨年並みの来客数だが、後半は高速道路料金
の休日特別割引の終了で観光客が減少するとともに日
帰りの客が増加している。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・高速道路料金の休日特別割引の終了で、週末には県
外の車が激減している。

観光型ホテル
（支配人）

販売量の動き ・宿泊客の動きは相変わらず鈍く、他部門でも低価格
商品は順調に売れるが、全体の売上としては伸び悩ん
でいる。

タクシー運転手 来客数の動き ・飲食店街への出足が非常に少なく、夜の営業がかな
り減少している。

タクシー運転手 お客様の様子 ・例年この時期は動きがあるが、今年は厳しい状況が
続いている。

美容室（経営
者）

競争相手の様子 ・同業者との話では来客数の減少や来店サイクルの長
期化があり、景気はやや悪くなっている。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・販売量の動きが鈍化し厳しい状況である。

悪く
なっている

商店街（代表
者）

それ以外 ・複数の組合員から閉店の意向を聞いている。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・消費動向が変化しており、東日本大震災以降しばら
くは大幅な売上の減少がなかったが、このところ厳し
い状況となっている。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・東日本大震災以後商品はそろってきているが、その
後の各社の価格、集客での競争で来客数確保が非常に
厳しくなっている。節電、節約、エコなどの影響で消
費マインドは低下傾向にある。

スーパー（財務
担当）

販売量の動き ・東日本大震災の影響による特売中止などにより一点
単価は上昇しているが、買い控えにより買上点数が減
少している。

衣料品専門店
（経営者）

競争相手の様子 ・取引先の問屋の廃業があり、呉服業界の先行きに不
安がみえる。問屋の廃業は染屋や織元などの廃業につ
ながり、呉服だけではなかなか売上が伸び悩むため、
洋服、ジュエリーなども販売する呉服店が多くなって
いる。

その他専門店
［時計］（経営
者）

お客様の様子 ・６月後半から来客数が減少し、売上が低下してい
る。単価も低く客の買い控えが感じられる。
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良く
なっている

輸送用機械器具
製造業（経営企
画担当）

受注量や販売量
の動き

・受注量は東日本大震災以前のレベルに回復してきて
いる。

やや良く
なっている

農林水産業（従
業者）

それ以外 ・今月の状況を３か月前と比較すると、水揚量は163
トンの増加、水揚金額も5,150万円の増加である。水
揚数量の増加理由は沖合底引き網、大中型巻き網の増
加で、水揚金額の増加理由は沖合底引き網、大中型巻
き網、定置網が増加したためである。前年同月と比較
すると、水揚数量で1,387トン、前年同月比282％の増
加、水揚金額も１億6,899万円、前年同月比151％の増
加である。水揚数量、水揚金額の増加理由は沖合底引
き網、大中型巻き網、イカ釣り舟が増加したためであ
る。

窯業・土石製品
製造業（総務経
理担当）

受注量や販売量
の動き

・グループ内の東日本大震災被害事業所の製造応援、
各地の工事案件、鉄鋼業の工事向けの受注が集中し、
生産量は高水準となっている。

鉄鋼業（総務担
当）

取引先の様子 ・取引先の自動車メーカーの生産が急速に回復し、受
注も増加している。

鉄鋼業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災の影響を懸念していたが、さほどには
減速していない。

非鉄金属製造業
（経理担当）

受注量や販売量
の動き

・自動車向け材料の受注が回復してきている。

金属製品製造業
（総務担当）

受注量や販売量
の動き

・得意先の受注が中国のみならず北米向けも増加した
ため、当社の受注量も過去３か月と比べて30％増加し
ている。

輸送業（統括） 受注量や販売量
の動き

・今月ごろから発注が増え始め景気は上向きになって
はいるが、製品のでき上がりは９月以降が見込まれる
ため、当月でみるとどちらとも言えない状況となって
いる。

通信業（営業企
画担当）

受注量や販売量
の動き

・製造業、小売業を中心に昨年度末からの提案内容の
受注が出始めており、情報系を中心に設備投資を伴う
商談が増加している。

金融業（自動車
担当）

取引先の様子 ・５月までマイコンの不足で減産していた自動車部品
メーカーの生産台数が、６月には前年水準を上回る水
準に回復し、一部のサプライヤーは休日操業も実施し
ている。円高によるコストダウン要請は厳しいが、操
業度の上昇で利益確保の見通しである。

変わらない 木材木製品製造
業（経理担当）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災の影響でまだ不透明感が強い。

一般機械器具製
造業（経営企画
担当）

受注量や販売量
の動き

・北米を中心とした海外向けの自社製品の売上は、順
調に注文が入ってきており回復傾向にあるものの、為
替の円高による影響で収益は厳しい状況である。

建設業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・依然として先行きがみえない状況が続いているが、
現時点では東日本大震災による建材等の目立った価格
上昇は感じられない。

輸送業（運送担
当）

取引先の様子 ・運送業者からの発送量があまり増減していない。

通信業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・相変わらず東日本大震災の影響が一部で残っている
感もあり、受注量、販売量などに市場の活性化が感じ
られない。

不動産業（総務
担当）

それ以外 ・来客数は増加傾向にあるが、成約率が悪く状況は変
わらない。

広告代理店（営
業担当）

取引先の様子 ・地元に影響力のある企業が会社更生法適用を申請し
ており、地場経済への影響や連鎖倒産等の影響が懸念

やや悪く
なっている

食料品製造業
（業務担当）

受注量や販売量
の動き

・商品の動きが悪い。

電気機械器具製
造業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・受注が停滞し売上が２期連続で悪化するとともに製
品価格も低下する一方で、原材料価格は２期連続で上
昇しており今後の高騰を懸念している。

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・公共工事が低調なうえに民間も自粛ムードで動きが
少なく、建設業界は全体的に沈滞ムードで推移してい
る。

金融業（営業担
当）

取引先の様子 ・取引先では以前から厳しかった業況が東日本大震災
後に一段と冷え込んだところが多くある。中小企業の
経営者の話では、東日本大震災直後に比べて被害の実
態がみえてきたことから、足下ではやや持ち直しの傾
向にあるものの、消費に力強さがないためサービス
業、小売業などで売上回復に苦戦している。

企業
動向
関連
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会計事務所（職
員）

取引先の様子 ・消費自粛の影響がサービス業で顕著に現れている。
レジャーや趣味、し好などの分野はあまり景気の影響
を受けないが、関連分野の売上高はここ数年例をみな
いほど減少している。

悪く
なっている

その他製造業
［スポーツ用
品］（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・国内販売は依然低迷しており、東北地方での販売は
更に落ち込むことが予想され、当社のように国内販売
が中心の製造業は受注の確保が難しくなってきてい
る。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・一部に東日本大震災の影響のある企業もあるが、全
般的に３か月前に比べて求人数が増加しており、底を
突いた感がある。

人材派遣会社
（営業担当）

求人数の動き ・自動車業界からの派遣依頼件数が製造職を中心に増
加している。

人材派遣会社
（支社長）

求人数の動き ・東日本大震災の復興需要やエコ需要等で人材派遣、
人材紹介ともに求人数、決定数が増加している。

求人情報誌製作
会社（サイト運
営担当）

採用者数の動き ・自動車関連メーカーなどで採用数復活の動きが出て
いる。

求人情報誌製作
会社（広告担
当）

採用者数の動き ・東日本大震災の影響で今後の見通しがつかなかった
ころに比べてある程度の先行きがみえてきた感があ
り、各企業も採用活動が本格的になってきている。

求人情報誌製作
会社（支社長）

周辺企業の様子 ・東日本大震災が理由で業績不調だという話が聞こえ
なくなっており、企業姿勢として節電に協力すること
はあっても業績への影響はなくなりつつある。

民間職業紹介機
関（職員）

求人数の動き ・３か月前と比べて良くなっているが、景気が良い方
向に向かっているとまでは言い難い。今後の業績向上
のための準備期間として少しずつ人材採用の動きが出
始めている。

学校［短期大
学］（学生支援
担当）

求職者数の動き ・求人数が少し増加している。

変わらない 新聞社［求人広
告］（担当者）

採用者数の動き ・ここ１～２年採用を控えてきた企業に採用の兆しが
みえてきている。

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・５月の新規求人数は前年同月比で7.2％減少、前月
比で10.4％減少している。一方新規求職者数は前年同
月比で0.4％増加し、有効求職者は前年同月比で9.7％
減少している。有効求職者数は前年同月比で10％近く
減少しているが、新規求人数も大きく減少しており一
進一退の状況である。

やや悪く
なっている

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・建設業で公共工事の受注や東日本大震災の復旧工事
の雇用意欲が上向きであることに伴い、警備業の雇用
意欲も上向きである。しかしながら東日本大震災や円
高の影響で雇用調整や生産調整のある製造業や、観光
自粛などの影響で来客数が減少する旅館や宿泊サービ
ス業では雇用意欲が下向きである。

その他雇用の動
向を把握できる
者［労働機関］
（職員）

求人数の動き ・東日本大震災の影響が多くの業種に現れており、特
に自動車関連を中心に操業に支障のある企業もあるこ
とから、新規求人倍率が前月比でマイナスに転じてい
る。

悪く
なっている

－ － －

　９．四国（地域別調査機関：四国経済連合会）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

一般小売店［書
籍］（営業担
当）

販売量の動き ・全店で前年比100％を超えている。

やや良く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・６月は雨の日が多かったにもかかわらず、土日を中
心に高速道路の利用者が多く、商店街へも流入してき
た。東日本大震災の影響は薄らぎ、元に戻りつつあ
る。

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・徐々に来客数及び買物数が増えてきている。

雇用
関連

家計
動向
関連
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百貨店（営業担
当）

それ以外 ・来客数及び売上高共に、前年を上回った。婦人及び
紳士衣料、ブランド商品群が好調に推移し、食品類も
前年並みを確保したが、婦人雑貨は前年を下回った。

百貨店（販売促
進担当）

お客様の様子 ・中元を贈り控える傾向がある中、「東北の復興支
援」がキーワードとなり、東北の商品を中元としてで
はなく、自宅用として買い求めるケースが見受けられ
る。中元の減少分をカバーして、売上は前年並みに推
移している。

百貨店（売場担
当）

販売量の動き ・売上目標をクリアする売場が増えてきた。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・３か月前と比べると徐々に良くなっているが、客数
は増えているものの客単価が上昇せず、売上は低迷し
ている。その原因として、野菜の価格下落やたばこの
品切れ等が挙げられる。

コンビニ（店
長）

お客様の様子 ・来客数は、朝夕の通勤時間帯や昼食時に増加してい
る。購入点数が増えており、客の様子に活気や勢いを
感じる。対照的に、深夜の客数が減少している。特に
午前１時以降は極端に減少している。

コンビニ（総
務）

来客数の動き ・来客数が、２か月連続で前年を上回っている。

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・６月の週末は雨がよく降ったために客入りが悪かっ
た一方、平日は堅調に推移し、全体的には良い。ただ
し、高速道路休日上限千円撤廃後の初の週末には来客
増を期待したが、それほどでもなかった。

家電量販店（店
長）

販売量の動き ・販売量は、３か月前の３月は前年比108％であった
のに対し、６月は120％となった。来客数をみても、
３か月前は前年並みであったが、６月は前年比110％
と増え、来客数、販売量共に良くなってきている。テ
レビに限ってみると、６月は単価こそ前年比86％と落
ち込んでいるものの、来客数は193％と、２倍近く伸
びている。

家電量販店（営
業担当）

販売量の動き ・急激な気温の上昇により、エアコンは６月後半から
取り付けが追いつかない状態で、前年以上に異常な販
売量となっている。テレビの販売台数についても、デ
ジタル移行まで１か月を切り、２台目以降の需要や、
新製品にこだわっていた客等による購入で増えてきて
いる。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・東日本大震災の影響で止まっていた自動車生産が動
き始め、震災直後と比べると販売量は上昇したが、前
年と比べるといまだ50％強にとどまっている。

乗用車販売店
（役員）

販売量の動き ・東日本大震災以降、販売が激減していたが、６月か
ら自動車の生産が徐々に増加している。売上も増える
見込みで、８月をめどに前年並みに戻る見通しであ
る。

乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・自動車の生産が回復傾向にあり、受注残も幾分か改
善されつつある。しかし、６月の新規受注は前年比
72％と低調である。

その他飲食
［ファースト
フード］（経営
者）

お客様の様子 ・東日本大震災以後の自粛ムードにより、特に居酒屋
が影響を受けた。また、焼肉店は生肉の食中毒事件の
影響から、売上がダウンした。現在は、それらの影響
も薄らいできており、少しずつではあるが回復基調に
ある。

旅行代理店（支
店長）

お客様の様子 ・東日本大震災の影響による旅行の自粛ムードもかな
り柔らいでいる。夏季の個人旅行も前年程ではないも
のの、申込が増えつつある。

競艇場（職員） 販売量の動き ・６月の売上は、３月に震災のため半月間レースを中
止していた影響から、３か月前比で204％増、前月比
では12％減少であった。前月比の下げ幅は、ここ最近
小さくなっている。また、前年比では微増しており、
昨年４月以来のプラスに転じている。

美容室（経営
者）

お客様の様子 ・気温が30度を超える日が続き、衝動的に来店する客
が目立った。

変わらない 商店街（代表
者）

それ以外 ・東日本大震災、特に福島第一原子力発電所事故の影
響は計り知れないものがある。復興財源のための増税
案や、飲食料品を中心とした放射能汚染の問題は、今
後長期にわたり、消費の足かせになる。

商店街（代表
者）

販売量の動き ・顧客の動向が落ち着いてきている様子がうかがえ
る。
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スーパー（店
長）

単価の動き ・集客のための価格値下げにより、客単価が下落して
きている。

スーパー（企画
担当）

お客様の様子 ・来店客数はほぼ前年並みに推移しているものの、客
単価は下落している。東日本大震災後の、加工食品な
ど保管可能な商品の買いだめが一段落ついていること
も要因である。

スーパー（財務
担当）

販売量の動き ・例年より雨が多く、気温も低かったことで、夏物の
季節商材の出足が悪く、売上に影響を与えた。

衣料品専門店
（総務担当）

来客数の動き ・販売単価は前年比を大きく上回っているが、買上げ
客数の減少が前月に続いて顕著になっている。土日に
雨が多かったため来客数が少なく、必要以上の支出は
しない姿勢がみられる。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・３月以降、自動車メーカーからの供給予定が全くつ
かず、登録に結び付いていない。生産が通常に戻らな
い限り、客へ納車ができず、売上に繋がらない。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・東日本大震災直後で、残っていた新車在庫を販売し
ていた３月と比べて販売量は変わらないものの、６月
は新車の製造が再開されて、徐々に通常の流れに戻り
つつある。

タクシー運転手 来客数の動き ・梅雨時期であるが、少々の雨では乗車してもらえな
い。昼間、ホテルや病院での客つきも少ない。夜は金
曜日、土曜日でも少し人出がある程度で、普段は本当
に少ない。単価も上がらず、良くない。

通信会社（企
画）

お客様の様子 ・アナログ放送終了に向けて、比較的高額な商品の引
き合いが堅調である。

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・夏のボーナスシーズンを迎えたが、携帯端末の新
規・取替は前年の７～８割と停滞している。むしろ、
故障修理や点検など、少しでも長く使い続けたい意向
が強くうかがえる。

ゴルフ場（従業
員）

来客数の動き ・予約状況は、昨年より若干良いものの、東日本大震
災の影響で伸び悩み、天候が悪かったことも影響し、
横ばいである。２～３か月前と比べると、総じて変わ
らない。

美容室（経営
者）

単価の動き ・来客数は前年比で変化がないものの、客単価の下落
が３月半ば以降続いている。

やや悪く
なっている

一般小売店［酒
類］（経営者）

販売量の動き ・主な取引先である業務店舗の動きが低調である。

一般小売店［生
花］（経営者）

お客様の様子 ・大雨など天候の悪い日があって客足が悪く、購買意
欲も良くない。冠婚葬祭以外の商品は、単価が安かっ
た。

一般小売店
［酒］（販売担
当）

お客様の様子 ・買い控えや、他店との価格比較などにより、財布の
ひもはますます固くなっている。

スーパー（人
事）

販売量の動き ・節約の意識が高く、消費が鈍化している。節電は助
け合いから生じているが、同時に、無駄な物を買わな
い傾向も見受けられる。

スーパー（企
画・営業担当）

販売量の動き ・６月下旬からの暑さで夏物商材が急激に動いたが、
東日本大震災後の一時的な消費活動も落ち着き、全般
的に消費マインドはやや下降傾向の雰囲気である。父
の日も、やや盛り上がりに欠けた。

観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・旅行が全国的に冷え込んでおり、地元の会議やパー
ティ等が手控えられている。昼食は比較的多いが、や
はり夜の宴会が少ない。

都市型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・東日本大震災の影響で未だ自粛マインドが継続して
いるのか、来客数は減っている。また、客単価の下落
にも歯止めがかからない。

タクシー運転手 お客様の様子 ・客単価が悪く、特に４～５千円前後の中距離の客が
少ない。

設計事務所（職
員）

販売量の動き ・国、県、市町村共に公共事業発注量が少なく、受注
額は伸びていない。前年度の残務業務も終了しつつあ
り、仕事がなくなってきている。

悪く
なっている

一般小売店［乾
物］（店員）

来客数の動き ・高速道路の休日上限千円が廃止になり、非常にダ
メージが大きい。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

木材木製品製造
業（経営者）

取引先の様子 ・東日本大震災の影響を受けたが、３か月が過ぎて被
災地の各メーカーが立ち上がり、部品や製品はほぼ
揃って供給されてきている。

鉄鋼業（総務部
長）

受注量や販売量
の動き

・受注量や売上は順調に伸びているが、原材料の高騰
や販売価格の低迷により、増収減益が続いている。

企業
動向
関連
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一般機械器具製
造業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・部品メーカーからの供給が改善されてきており、増
産に向かう環境が整いつつある。

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・製薬会社や電子材料、化学工場などいずれも好調
で、これら取引先から設備の引き合いが多数ある。こ
れまでになかったほどの受注残を抱えている。

建設業（総務担
当）

それ以外 ・小規模グループホーム等の福祉介護施設の見積依頼
が増えており、いくつかは成約見込みも高い。

変わらない 農林水産業（総
務担当）

取引先の様子 ・全般的に発注が低調である。

パルプ・紙・紙
加工品製造業
（経営者）

受注価格や販売
価格の動き

・石油、パルプ、古紙などの仕入価格が高止まりして
いる上に、フィルム関連も上昇してきた。一方で、小
売側の抵抗が強く、販売価格への転嫁が困難である。

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・公共工事も民間工事も少なく、受注が好転しない。

輸送業（経営
者）

取引先の様子 ・既に不景気という言葉に慣れている感じを受ける。

やや悪く
なっている

電気機械器具製
造業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・販売先において部品不足による生産調整などの影響
が残っており、当社への注文が減少している。

通信業（部長） 受注量や販売量
の動き

・東日本大震災の影響が残っており、受注量は低水準
にある。新規受注の競争も一層厳しさを増し、受注拡
大が業績拡大に直接繋がりにくい状況である。

公認会計士 取引先の様子 ・取引先の決算状況等をみると、赤字企業が約65％、
黒字企業は約35％程度で、割合は従来と変わらないも
のの、黒字企業の黒字幅が減少してきている。

悪く
なっている

輸送業（支店
長）

受注量や販売量
の動き

・荷主の生産調整の継続や、軽油価格上昇によるコス
トアップが影響している。また、スポット的にあった
重量品工事が激減している。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

人材派遣会社
（営業）

求人数の動き ・東日本大震災の影響による消費意欲の低下や自粛
ムードが薄らぎ、次第に各企業の事業計画が動き始め
ているせいか、人材の需要も幾分増加傾向にある。

求人情報誌製作
会社（編集者）

求職者数の動き ・東日本大震災の影響下で、愛媛においても企業の採
用意欲はいまだ低調である。しかし、中途即戦力を求
人する企業への応募数は、軒並み増加しており、東京
からＵターンやＩターンによる質の高い人材が来てい
る。

新聞社［求人広
告］（担当者）

周辺企業の様子 ・東日本大震災の影響から各種イベントが中止された
３か月前と比べると、各企業は通常の活動に戻ってい
る。夏過ぎには自動車メーカーが通常生産体制に戻る
との予測から、カーディーラーは上向き加減にある。
また、住宅関連では小規模団地の売り出し予定がある
等、広告出稿は久し振りに前年比プラスとなった。

民間職業紹介機
関（所長）

周辺企業の様子 ・製造関連において、良い人材があれば採用したい企
業がこの数か月増加してきている。ただし、職種とし
ては、技術系が多く、事務や製造の職種は増えていな
い。

変わらない 職業安定所（職
員）

求人数の動き ・６月は前月比で、新規求人倍率は上昇しているもの
の、有効求人倍率は低下している。３か月前と比較す
ると、共に低下している。

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・転職への期待感が薄れ、新規求職者の減少が続いて
いる。労働力の移動が減少したことから、人手不足感
のある企業の求人充足が進まない。

やや悪く
なっている

人材派遣会社
（営業担当）

求人数の動き ・求人、求職者とも減少しており、専門職などの求人
の対応に苦労している。

悪く
なっている

－ － －

　10．九州（地域別調査機関：（財）九州経済調査協会）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）
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良く
なっている

その他飲食［居
酒屋］
（店長）

来客数の動き ・九州新幹線全線開業の影響で、前年比130％位の来
客数があり、様々な形で観光地での食事等の売上が上
がっている。

雇用
関連

家計
動向
関連
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ゴルフ場（従業
員）

来客数の動き ・地域的に観光名所ということもあるが、県外からの
客が非常に多くなり、観光都市ならではの良い景況感
である。

やや良く
なっている

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・東日本大震災直後の自粛ムード、将来に対する不安
から消費は萎縮していたが、多少回復の兆しが出てき
た。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・梅雨時期で雨が多かったが、来客数が前年比105％
となっている。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・全体的に購買力が高くなっている。青果は、６月前
半が相場安であったものの中旬になって前年並みと
なった。青果以外は、順調に推移している。仕入れの
仕組みが変わったのも奏功し、前年比110％で推移し
ている。

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・取引先メーカーの生産努力により商品供給が大幅に
改善され、売上も３か月前と比較して前年より５％上
昇している。特に客の節電意欲に関する意識が高く、
扇風機が前年比300％、天然素材のい草が同200％、ボ
トル水筒が同150％と伸長している。

コンビニ（販売
促進担当）

販売量の動き ・今月末の実績は量販店が前年比104.8％、コンビニ
エンスストア同105.0％、ローカルスーパー同114.5％
となっている。コンビニエンスストアはパンが前年比
99.9％であったが、イベントで企画した商品が良く売
れ、トータルで前年を若干上回った。

コンビニ（エリ
ア担当・店長）

単価の動き ・店が新しくなってから３か月が過ぎ、来客数が少し
ずつ増え、客単価も少しずつ改善されている。以前よ
り、車の通りも多くなっている。

衣料品専門店
（店員）

販売量の動き ・ブライダル需要の客は少ないが、客のまとめ買い等
があり、売上は前年並みで推移している。仕事用の服
にはクールビズ対応の冷感素材等をプラスで買ってい
く客も見られる。

家電量販店（総
務担当）

販売量の動き ・暑さの到来とアナログ放送終了に伴うテレビの駆け
込み需要が、他の商品の売行きにも好影響を与えてい
る。

乗用車販売店
（従業員）

来客数の動き ・東日本大震災後と比べると徐々に客の来店も増えて
いる。

乗用車販売店
（総務担当）

販売量の動き ・メーカーの車両生産が当初予測より前倒しで復旧し
つつある。６月は前年並みの供給があり、予想以上の
売上が確保できる。

その他専門店
［コーヒー豆］
（経営者）

販売量の動き ・前年に比べると一般家庭用で消費するコーヒーより
事業所単体のオフィスコーヒー関連飲料が出ている。
まとめ買いが多く、販売量は少し増えている。

その他小売の動
向を把握できる
者［ショッピン
グセンター］
（総支配人）

来客数の動き ・３か月前に比べると、来客数が前年比５％程度上昇
している。

高級レストラン
（専務）

来客数の動き ・今までは関東、東北、福岡からの客が多かったが、
最近は広島、岡山、大阪、福岡の客がかなり多くなっ
ている。東京以北からの客は本当に少なくなってい
る。

観光ホテル（総
務担当）

来客数の動き ・６月の収入をみると、宿泊部門やレストラン部門、
一般宴会部門は前年を上回る見込みである。

都市型ホテル
（総支配人）

来客数の動き ・インバウンド需要が回復に向かっている。

都市型ホテル
（総支配人）

来客数の動き ・東日本大震災の影響は緩和してきており、人の流れ
も良くなりつつある。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・前月より確実に回復している。国内は南高東低、海
外は近場の韓国・台湾が圧倒的な人気となっている。

旅行代理店（業
務担当）

販売量の動き ・客の動向は前年並みには届いていないが、３か月前
よりは動きが活発になっている。

タクシー運転手 来客数の動き ・今月は雨が多く、客の動きが大変良かった。売上は
今までの月に比べると１割以上伸びた。また、予約の
客も多くなっている。

タクシー運転手 来客数の動き ・東日本大震災以降、落ち込みはかなりひどかった
が、それ以前の状況に戻りつつある。

通信会社（業務
担当）

販売量の動き ・月初は夏の新商品発売までの買い控えがあったが、
その分予約注文が多数入り、発売後は販売数が増えて
いる。

106 



分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

その他サービス
の動向を把握で
きる者［介護
サービス］（管
理担当）

来客数の動き ・気候も温かくなり、キャンセルが減少し、客が順調
に増加している。

変わらない 商店街（代表
者）

販売量の動き ・商品価格が非常に下がり、同じ買上点数だと売れて
も売上が上がらないという傾向が強い。また、良いと
思っても購入に至らず、切羽詰まらないと購入しない
のが最近の傾向である。

商店街（代表
者）

販売量の動き ・10年ほど前の売上から少しずつ年間売上は悪くなっ
ている。その分、仕入れも安くなっているため、利益
はさほど落ち込んでいない。しかし、売上が悪い分、
会社の利益は下がる一方である。２、３か月前と比べ
ると変わらないのだが、年間で比較すると右肩下がり
である。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・東日本大震災からの自粛ムードは一段落したが、購
買意欲は低迷している。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・雨の日が多かったせいか、来客数はやはり減ってい
る。しかし、雨にも関わらず多くの観光客が来てい
る。ただ観光客の土産の買い控えを感じる。買回り品
もやや抑え気味である。

一般小売店［青
果］（店長）

競争相手の様子 ・東日本大震災の影響があった３月と比べれば良く
なっているが、前年から比べるとやはり厳しい状況が
続いている。競合店の販売量もかなり厳しい状況であ
る。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・紳士服はクールビズが脚光を浴びワイシャツ、ステ
テコが好調で、父の日も盛上がりをみせた。しかし、
天候不順で雨の日が多く、来客数が伸びない。

百貨店（営業担
当）

単価の動き ・全店催事を変更し、ＤＭ催事として強化した。平日
は前年実績を維持したが、土日の来客数は前年実績に
届かなかった。また、買上単価は依然、前年割れが続
いている。しかし、自社提携カードの利用は来客数、
金額共に伸びており、買上単価も前年並みを維持して
いる。

百貨店（営業担
当）

それ以外 ・３か月前に比べると変わらず、良くはなっているも
のの本格的な回復には至っていない。セールや中元の
ギフトも意図的に前倒ししているが、前年実績には大
きく届かない。ただ３、４月に比べると非常に抽象的
な言い方ではあるが、消費者の動向は軽やかになって
いる。

百貨店（企画） 販売量の動き ・前月若干低迷した売上が、今月に入り、ほぼ前年並
みで推移している。３か月前と同水準に戻っており、
東日本大震災による自粛ムードから脱却した。

百貨店（業務担
当）

お客様の様子 ・大雨続きの梅雨となった。気候の不安定さからくる
商品の動きの善し悪しはあるものの、購買の弱さは感
じない。

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・消費者の節約志向は相変わらず継続したままで、特
に低価格の食料品へのシフトが起こっており、他社と
の値下げ競争で収益も悪化傾向にある。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・東日本大震災後の一時的な消費の心理的な落ち込み
は一段落したが、まだまだ完全には戻っていない。ま
た、高速道路料金引下げの終了やエコポイント制度の
終了等により、景気は上向きにならない。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・東日本大震災後の被災地へ送る需要や自宅備蓄の需
要の反動が出ている。客からは福島第一原子力発電所
の問題や今後の東日本大震災復興の話題がよく出てお
り、高額商品への支出をちゅうちょしている。天候次
第ではあるが今後の先行きはやや鈍い。

スーパー（総務
担当）

お客様の様子 ・本格的な夏場に向けて、暑さ対策関連の商品の動き
が若干良いが、相変わらず衣料品の動きが良くない。
食品については、前年を少し上回ってる状況である。

スーパー（経理
担当）

販売量の動き ・東日本大震災後、買い置きや品不足から需要が一時
増加したが、ゴールデンウィーク明けくらいから買い
控え傾向が強まり、消費減退傾向になっている。今夏
も節電等消費に対するマイナスイメージが強い。

コンビニ（経営
者）

お客様の様子 ・客の単価はたばこの増税等により前年を上回ってい
る。ただ、たばこ以外は買上単価が下がっている。以
前は弁当ともう１品買っていたが、最近では自分で小
さな弁当を持ってきて、カップ麺だけ買うケースも増
えている。節約志向になっている。
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コンビニ（エリ
ア担当）

お客様の様子 ・梅雨入りが早かったせいか、客足が鈍く、売上にも
影響し、厳しい状況である。

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・都市計画道路拡張に伴う店舗リニューアル開店から
２か月が過ぎ、やっと客が戻り始めているが、購買行
動は良いとも悪いとも言えない。

衣料品専門店
（取締役）

お客様の様子 ・東日本大震災以降、買い控えをした客がセール前の
６月に下見で多く来ている。セール自体は今年は異例
で早く行っているので、そういう意味では物の数の動
きはあった。

家電量販店（店
員）

販売量の動き ・家電のエコポイント制度終了とともに景気は若干下
向きになるかと思われたが、７月の地上デジタル放送
完全移行に向けて引き続きＡＶ関連商品の動きが非常
に良い。家電エコポイント制度時に家電の景気はある
程度持ち直していたが、そのままずっと継続してい
る。

乗用車販売店
（販売担当）

販売量の動き ・東日本大震災の影響と前年のエコカー補助金制度終
了の反動があり、この４、５月の販売量は激減した
が、現在、やや回復基調にある。やや良くなる感じで
はあるが、先行きが非常にみえない状況であり、この
まま変わらない。

その他小売の動
向を把握できる
者［土産卸売］
（従業員）

来客数の動き ・梅雨の長雨の影響で客足が伸びない。例年ならば梅
雨の晴れ間があるのだが、今年は極端に晴れ間が少な
い。

高級レストラン
（支配人）

来客数の動き ・来客数は横ばいで推移しており、著しい変化は感じ
ない。

一般レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・昼食や夕食の時間帯に来ていた客は今まで通りに来
店するが、それ以外は急に少なくなる。

観光旅館組合
（職員）

来客数の動き ・客は例年より少し多いが、商品の売上になかなかつ
ながらない。

観光型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・レストラン、婚礼及び一般宴会は予算、前年実績共
に達成するが、宿泊は共に達成出来ない。

都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・今月は総会月であり宴会は動きが活発になる。逆に
レストラン、宿泊は前月比で利用数は伸びているもの
の、単価が下落している。

都市型ホテル
（副支配人）

来客数の動き ・大会物が非常に減っているが、単価を下げればある
程度の販売量は確保できる状況である。

タクシー運転手 お客様の様子 ・東日本大震災の復旧の影響で税金が上がるのではな
いかと皆がお金を使わなくなり、景気は上向きになっ
ていない。

タクシー運転手 お客様の様子 ・今年は雨が多く、特にゴルフ客が少なかったが、全
体的にいつもより人の動きが悪かった。

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・東日本大震災の後、客の話を聞くと、景気が元に
戻っていない、良くないという意見が多い。

通信会社（企画
担当）

販売量の動き ・光回線のエリア拡大に伴い販売量は増加したが、そ
の他での低迷状況に変化はない。

テーマパーク
（職員）

来客数の動き ・宿泊や会議利用が伸び悩み、梅雨時でゴルフも厳し
い。団体利用等プラス材料もあったが、全体でみると
やや悪い状況で変わらない。

美容室（経営
者）

販売量の動き ・販売量の動きは３か月前と比べて少しも良くなって
いない。東日本大震災の影響もあるが、政府の対応の
遅れが影響している。

美容室（店長） 来客数の動き ・梅雨の時期で雨が多く、来客数が減少している。特
に今月は売上も悪い。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

販売量の動き ・売上が前年比30％くらい減少しており、厳しい状況
である。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・梅雨に入り、中心商店街の来客数が減っている。５
月で様々なイベントが一段落した影響も考えられる。

一般小売店
［茶］（販売・
事務）

販売量の動き ・例年の売上を見込んで新茶を仕入れているが、今年
はかなり量が残っている。安価な物から先に売れてい
るため、売上は減少している。

百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・前年のこの時期は口蹄疫で一番苦しかった時期で
あったが、現在はそれを下回り、来客数は前年比90％
台と非常に苦戦している。
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百貨店（売場担
当）

競争相手の様子 ・今月の売上は前年比93.5％となっている。閉店セー
ルを行っている近隣競合店は今月、前年比184％と
なっている。また、その他の商業施設をみても１つは
前年比103％や他は同106％、同98％と、市況トータル
は同100％を超えており、決して悪くはない。当店は
競合店の閉店セールの影響を婦人・紳士衣料品で大き
く受けている。前年比約10％以上の減少である。また
雨の日が続いたこともあり、衣料品は全般的に悪く
なっている。

百貨店（営業企
画担当）

販売量の動き ・先月に引き続き売上、来客数共に減少傾向が続く。
東日本大震災や節電、節約志向、政治の不透明感等に
より、消費意欲が感じられない。

スーパー（経営
者）

単価の動き ・今後の先行きに対する不安感から、消費が冷えてい
る。

スーパー（総務
担当）

お客様の様子 ・東日本大震災の復興の目処が立っておらず、また福
島第一原子力発電所を起因とした電力供給力の問題か
ら、経済への大きな影響が避けられない。消費マイン
ド及び節約ムード一色となっており、購買力の回復に
は時間がかかる。

スーパー（業務
担当）

販売量の動き ・梅雨に入り気温、湿度共に上昇しているが、夏物商
材の動向が極端に悪い。衣料品ではカジュアル系、生
活用品では夏柄のインテリア用品等、緊急性のない物
は買い控えされる傾向が強まっている。節電に直結す
るアイデア商材も、一般的購買動向を左右するほどの
売上ではない。全体的な販売力の底上げにはなってい
ない。

衣料品専門店
（総務担当）

競争相手の様子 ・当地では百貨店が閉店し、新たに大手の競合店が急
遽閉店が決まったという状況を考えると、景気はやは
り非常に悪い。

住関連専門店
（経営者）

販売量の動き ・毎月のキャンペーンは今月も順調であったが、１年
半前からの新企画はなかなか軌道に乗らない。国産品
を中心に売っているが、今月は下等品である輸入品に
クレームがあり、対応に苦慮した。ソファーや食卓物
の安価な価格帯の商品はほとんど輸入品で、年々品質
は向上しているが、購入して２、３年でのクレームは
まだ多く、仕入先の対応もバラバラで苦慮する。

その他専門店
［書籍］（店
長）

販売量の動き ・近隣に大型商業施設が誕生し、客の分散が顕著に
なっている。

高級レストラン
（経営者）

来客数の動き ・６月は株主総会の時期であった。例年、人数は多
かったが、今年は少なくなっており、売上が少し悪
かった。

一般レストラン
（経営者）

販売量の動き ・火山の噴火から売上は落ち込み、東日本大震災に
よって、旅行需要が減り、当地の観光は非常に危機的
な状態である。かなり落ち込んである。

通信会社（管理
担当）

それ以外 ・資金繰りが更に厳しくなってきている。

ゴルフ場（支配
人）

来客数の動き ・５月末には季節外れの台風が襲来し、直撃はしな
かったものの、約１週間の雨模様が続き、客足は遠の
いた。６月に入り梅雨入りとなったが、３週間連続で
雨が降り、ゴルフ客は敬遠していた。最近のゴル
ファーはプレー料金が安くなり、何時でもプレーでき
るので雨の日にプレーする人は少ない。

美容室（店長） 来客数の動き ・まだまだ東日本大震災の影響が続いている。
その他サービス
の動向を把握で
きる者［フィッ
トネスクラブ］
（営業）

販売量の動き ・平成23年度の自治体の予算が削減され、公共事業が
減っており、景気は下向きの状況である。

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・売り買い共に非常に少なくなっている。景気が先行
き不透明であることから、土地に対する投資意欲もな
くなっている。

悪く
なっている

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・６月中旬は雨が多く、かなり激しい雨が降り、来客
数がかなり減った。また商店街には年配の客が多くい
ため、暑さや降雨は売行きをかなり左右する。暑い日
も続き、今月は厳しい状況となっている。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・東日本大震災の影響があり、周りの会社の倒産が当
社取引先だけでも２件ある。また企業自体が経費の削
減に依然よりも増して重点をおいている。当社は事務
用品関係を販売しており、大きな打撃がある。
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商店街（代表
者）

来客数の動き ・東日本大震災の直後よりは少し改善しているが、状
況は大変悪く、厳しい状況である。商店街の来街者数
は少なく、単価も下がっている。

一般小売店［鮮
魚］（店員）

販売量の動き ・魚が売れない。暑くなると刺身も売れなくなり、煮
物焼物も売れない。来月は丑の日だが、ウナギの価格
が高く、今年はどうなるか不安である。

一般小売店［生
花］（経営者）

販売量の動き ・６月は、２、３か月前の卒業式や入学式等で花束の
需要がある季節ではない。花を贈るイベントが誕生日
のみとなり、通常家庭の消費もないため、大変厳しい
状態である。

衣料品専門店
（店長）

お客様の様子 ・周りが節約ムードになっており、全般的に消費意欲
が停滞している。節電ムードも必要以上に広がってい
る。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・来客数の減少に歯止めがかからず、特に週末営業の
落ち込みがひどい。

競馬場（職員） 販売量の動き ・東日本大震災に端を発した電力供給力不足への不安
や政治的不安が、消費活動に影響を与えている。

良く
なっている

一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・工場用生産設備の引き合い注文が急に増えてきた。
業界では電池、半導体、食品関連が多い。

経営コンサルタ
ント（代表取締
役）

取引先の様子 ・まだ数字として確認できないが、順調に売上が伸び
ているという話をよく聞く。周りの様子をみても、来
客数が非常に増えている。

やや良く
なっている

家具製造業（従
業員）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災後急激に落ち込んだが、商業施設出店
等の物件情報が若干増えている。止まっていた物件も
動き出している。ただ、全体では震災前の80％程度で
ある。

輸送用機械器具
製造業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災前以上の生産数量が計画されている。

金融業（営業） 取引先の様子 ・東日本大震災後大幅に落ち込んでいた製造業が供給
体制の整備を終え、受注は増加している。現実に数字
に表れるには１～２か月要すると思われるが、口頭
ベースによる大手の生産計画は、震災前の生産水準に
回復する見込みである。

金融業（調査担
当）

取引先の様子 ・家計消費の萎縮期間はほぼ終了し、震災直後に比べ
回復に向かっている。

新聞社（広告）
（担当者）

受注量や販売量
の動き

・震災発生から３か月が経過し、化粧品や食品などの
通信販売を中心に広告出稿量は回復しつつある。ただ
し、自動車や旅行広告等は震災の影響が大きく、震災
前の水準には至っていない。

経営コンサルタ
ント（代表取締
役）

取引先の様子 ・業況が回復傾向にある取引先が増えている。

変わらない 農林水産業（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災の特別需要は、加工原料を中心に冷凍
食品メーカーからの引き合いが強い。ただ一部の製品
の荷余り感の情報もあり、長くは続かない。スーパー
関連の量販店では食中毒事件以来、生食用食肉の引き
合いが前年比20％位落ち込んでおり、厳しい。

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・基本的に少し仕事量が増えている状況である。安定
した価格になれば非常に良くなるが、仕事量が増え始
め、具体的に契約の段階になるまでは時間がかかる。

電気機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・全般的に景気の動向そのものは非常に不透明な状況
で推移している。良くなると思っていたがそうでもな
く、不透明な状況が続いている。

精密機械器具製
造業（従業員）

取引先の様子 ・今月は、取引先からの受注量が計画より減ってい
る。

輸送業（総務） 受注量や販売量 ・東日本大震災の影響もあり、荷物の動きが悪い。
輸送業（総務担
当）

取引先の様子 ・被災地向けの消耗品等の商品の出荷が一時的に増え
ていたが、現在は通常に戻った。あまり変化がない。

金融業（営業担
当）

取引先の様子 ・年商１億円前後の企業は、多かれ少なかれ東日本大
震災が売上に影響し、低迷している。現状は３か月前
と変わっていないものの、秋口からの受注の目処は
たっているようである。

金融業（得意先
担当）

取引先の様子 ・東日本大震災以降非常に厳しい状況が続いていた
が、幾分落ち着きを取り戻している。しかし厳しい現
状を乗り切るため、各社とも人件費等経費削減に努力
しているところであり、依然として厳しい状況には変
わりはない。

企業
動向
関連
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やや悪く
なっている

農林水産業（従
業者）

受注価格や販売
価格の動き

・畜産物の販売、特に牛肉と豚肉は厳しい状況であ
る。市場では７月からまた値上がりし、特に牛肉は高
級物が売れないことで単価的にも非常に厳しい状況で
ある。

一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災の影響で自動車関連が落ち込んでい
る。

経営コンサルタ
ント

受注量や販売量
の動き

・この２、３年、悪いままずっと継続している。

その他サービス
業［物品リー
ス］（役員）

受注量や販売量
の動き

・半導体及び医療関連設備等一部業種の好調に支えら
れ、前年同期を上回る水準で推移しているものの、東
日本大震災前の水準までには回復せず、足踏み状態が
続いている。

悪く
なっている

繊維工業（営業
担当）

競争相手の様子 ・繊維関係業者からも、工場の仕事量が少ないという
話を聞く。今は業種にかかわらず景気が悪い。スー
パーのクールビズも悪影響となっている。

窯業・土石製品
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・消費低迷に加え、大手ディスカウントストア等の焼
き物専門店がなくなりつつある。百貨店、量販店も売
行き不振で売場面積は少なくなり、特にこれから夏場
にかけては減少に拍車がかかるのではないかと心配さ
れる。中堅どころが１件倒産し、あるところでは週３
日体制となっており、また早めの夏休みを１か月間と
る等、今まででは考えられない状態である。

建設業（社員） 競争相手の様子 ・この時期は官公庁からの発注が少なく、社員をある
程度保有している会社は社員を休ませて雇用調整助成
金制度を活用している。社員の少ない会社は、少ない
工事を少ない人員で効率的に配置して作業をしてい
る。大きな会社の方が、今の時期は苦しい。

経営コンサルタ
ント（社員）

受注量や販売量
の動き

・清酒は韓国では良く売れているが、日本では低迷し
ている。価格だけでなく食の変化が考えられる。

その他サービス
業［設計事務
所］（代表取締
役）

競争相手の様子 ・市町村の建設関係、調査・設計関係の委託業務は、
年々減少している。市町村によっては、当該業務が全
く予算に計上されていないところがある。今年度限り
として失業者の緊急雇用の業務があり、形としては発
注業務があるが、事業費の半額以上が新規雇用の人件
費に充てる必要があり、実質半額の業務となってい
る。それでも入札時に半額近くにダンピングして入札
する業者がいる。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・長期の注文は少ないが、単発、短期の注文が少しで
はあるが増えている。

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・求人取扱件数は前年を10％程度上回っている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は3,338人となっており、前年同月と比
べて626人、23.1％の増加となっており、引き続き高
い採用意欲が感じられる。また、産業別では製造業、
情報通信業、卸小売業、宿泊飲食サービス業、生活関
連サービス娯楽業で特に高い伸びを示している。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は、前年同月比で大きく増加した。前年
８月から９か月連続で前年同月比プラスで推移してお
り、企業間で差があるものの改善がみられる。

学校［大学］
（就職担当者）

求人数の動き ・新聞報道によると大手企業を中心に全国的に採用を
増加する動きがあり、九州地区においても同様の動き
がある。また、本学が受理した求人件数も昨年同期よ
り増加している。

学校［専門学
校］（就職担
当）

採用者数の動き ・業界によって偏りはあるものの一部のサービス系企
業やIＴ企業で採用者数の増加が感じられる。

変わらない 人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・社員募集を出したところ、40、50代からの応募が即
日多数あった。いまだ中高年の就業は難しい。また、
20代の応募者の年収も200万前後が多い。所得の確保
も難しい。

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・一般事務等の需要は相変わらず低調であるが、販売
関係の案件が増えている。

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・求人数は前年比で増加しているものの、伸びは鈍く
なっている。ただし、医療・福祉関係の求人は堅調に
推移している。

雇用
関連
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職業安定所（所
長）

求人数の動き ・新規求人数は前年秋以降、増加の傾向を示してい
る。平成23年度に入ってからは４月で前年比20％増、
５月で同30％増と大幅な増加を示しており、新規求人
の状況からは回復感がうかがえる。しかし、東日本大
震災の影響や原油価格の上昇等の景気下振れ要因によ
り、今後の影響が懸念されることから、明確に回復し
ている状況とは言えない。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人は前年比で増加を続けているが、新規求職
者数は高止まりの状況にあり、有効求人倍率の上昇傾
向にブレーキがかかった状況にある。

やや悪く
なっている

新聞社［求人広
告］（担当者）

周辺企業の様子 ・東日本大震災の影響で減った観光客が少しずつ戻っ
てはいる。しかし韓国や中国など東アジア地区からの
観光客はまだ震災前の半分程度のようで、九州新幹線
全線開業の経済効果も相殺されている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は依然として増加傾向にあるものの、有
効求職者数も増加しているため、求人倍率は思ったほ
ど伸びない。

民間職業紹介機
関（社員）

求人数の動き ・派遣需要は落ち着いており、突発的な特需は発生し
ていない。一方で、派遣先企業による派遣社員の直接
雇用化も確実に進んでおり、新たな派遣需要は少な
い。

悪く
なっている

人材派遣会社
（社員）

求職者数の動き ・求人は増加しているが求職者の動きが鈍い。基金訓
練が充実しすぎた結果、働かなくても一定の収入があ
ることから国のセーフティネットにあぐらをかいてい
る。

民間職業紹介機
関（支店長）

雇用形態の様子 ・派遣需要の増大はほとんどない。法規制、法令順守
の側面から直接雇用の方が良いという意見や、派遣の
メリットはユーザー側にはほとんどないという意見が
多い。直接雇用である職業紹介、紹介予定派遣が若干
増加しつつある。

　11．沖縄（地域別調査機関：（財）南西地域産業活性化センター）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）
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良く
なっている

スーパー（企画
担当）

販売量の動き ・売上高、来客数、販売点数が前年を上回っている。
新規テナントの売上により、売上高は前年を９％上
回っている。震災発生以降、消費マインドの低下が顕
著であるが、１点単価・来客数が前年を上回り、売上
高は回復の兆しがみられる。

やや良く
なっている

百貨店（営業企
画）

販売量の動き ・３か月前は改装オープンやイベント等前年に無い企
画による上乗せの状況であったが、今月は前年に対し
ての特殊与件も無く、改装した衣料品フロアを中心に
夏物クリアランスを含め前年比107％の推移となって
いる。

スーパー（販売
企画担当）

販売量の動き ・３か月前の販売量は前年比95％程度であったが、今
月は99％を推移しており、良くなっているようにみえ
る。

家電量販店（総
務担当）

販売量の動き ・地上デジタル放送の本格スタートへ向けた購入が増
えている。

その他専門店
［楽器］（経営
者）

来客数の動き ・３月の東日本大震災以降、人の動きや目抜き通りの
にぎわいは前年並みとは言わないが、少しずつ回復し
ている。ただし、高価な商品等の動きは無い。客の減
少による価格競争もあり、また客自体が節約ムードで
価格に敏感である。

観光型ホテル
（マーケティン
グ担当）

販売量の動き ・３か月前に比べ若干ではあるものの、稼働率におい
て前年同月実績との差が縮まってきている。

通信会社（店
長）

販売量の動き ・今月後半より新商品の発売が相次ぎ、販売量が上向
いてきている。販売は人気商品に偏っているが、在庫
も潤沢なため良い傾向ではある。

住宅販売会社
（総務・企画分
野）

来客数の動き ・住宅展示場への集客数は、順調に推移している。競
合他社も含め建売棟が建築され、客の来場機会が増え
ている。

変わらない コンビニ（経営
者）

お客様の様子 ・例年に比べて、ビールや冷たい飲み物を買う客が
減っているように見受けられる。

コンビニ（経営
者）

お客様の様子 ・いまだに物流が安定せず、客は欲しい商品を探して
買い回っている。

家計
動向
関連
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コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・梅雨明けが通年より早く、暑さも加わり飲料やアイ
スを中心に好調に推移している。たばこもコンビニエ
ンスストアへの納品を優先しているため、前月中旬ご
ろからさらに売上が伸び、前年比30％増で推移してい
る。たばこ以外の売上も前年を超えており、今月は前
年同月に比べると稼げている。

その他専門店
［書籍］（店
長）

販売量の動き ・販売量、来客数共に３か月前からあまり変化が見ら
れない。

ゴルフ場（経営
者）

来客数の動き ・若干、沖縄観光の好転が期待されているが、ゴルフ
プレイヤーに関しては変わらないというのが現状であ
る。

その他のサービ
ス［レンタ
カー］（営業担
当）

来客数の動き ・東日本大震災の影響で、観光客の利用が前年に比べ
て２割程減少している。

やや悪く
なっている

○ ○ ○

悪く
なっている

その他飲食［居
酒屋］（経営
者）

来客数の動き ・例年６月は連休後で落ち込むが、今年は東日本大震
災の影響か、平日の入客が極端に変動し、日によって
は例年の５分の１しか入客が取れないことが再三あ
る。今年は台風が立て続けに来て、生鮮物が値上がり
し、また放射能の風評で仕入れに苦労している。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・新築住宅の申込及び契約件数が増加している。

輸送業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・例年より梅雨明けが早い。家具、家電商品の物量が
非常に増えている。

変わらない 輸送業（代表
者）

受注量や販売量
の動き

・宮古地区・八重山地区が好調で、久米島地区は低調
のままである。

通信業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・システム開発では受注が滞っていて、組込み系では
受注が好調である。

やや悪く
なっている

窯業・土石製品
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・公共工事は減少し、前年を下回る。民間工事は大型
工事が減少、住宅・賃貸アパートの建築はあるが、全
体的に減少している。

コピーサービス
業（営業担当）

受注価格や販売
価格の動き

・受注量が減り、販売価格が年々下がってきている。

悪く
なっている

－ － －

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

人材派遣会社
（経営者）

求人数の動き ・幅広い業種から、複数人数の新規の派遣依頼が増加
している。

変わらない 人材派遣会社
（総務担当）

求人数の動き ・受注案件の全体の合計件数が、ここにきてやっと東
日本大震災前と同程度に回復してきている。

求人情報誌製作
会社（営業担
当）

求人数の動き ・最近は求人をかける企業数自体も下降気味である。

学校［専門学
校］（就職担
当）

求人数の動き ・沖縄進出予定の本土企業から求人があるが、採用未
定の企業もあり、全体的にみて求人数は変わらない。

やや悪く
なっている

－ － －

悪く
なっている

－ － －

企業
動向
関連

雇用
関連
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